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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春先の淡あわい陽の輝きを持つ金きん髪ぱつに、瑞みず々みずしい青葉の緑の瞳ひとみ。少女らしいあどけなさを残したフローレンスの可か憐れんな顔は今、深刻な悩みのために眉み間けんにしわが刻きざまれている。

　腕組みをして立つ彼女の視線の先にあるのは、テーブルを占せん拠きよする色とりどりの花束たち──なのだが、今は厳げん重じゆうに袋詰めされていて、一見しただけでは花と分からない状態だ。

「まずいわ……。お使いに出したジゼルが戻ってくる前に、これをどうするか考えなきゃ」

「で、ございますね」

　隣となりに立つ、フローレンスと同色の、しかしもう少し濃こい色合いをした髪と瞳の侍じ女じよ──ミリアが同意してうなずいた。歳としは十六歳のフローレンスより四つ上である。

　この花々は、先日故こ郷きようエスカ・トロネアから嫁とつぎ先であるここ、ラハ・ラドマに知人を招待して、ささやかなパーティーを催もよおした返礼として贈られてきたものである。

　フローレンスの生しよう国ごくであるエスカ・トロネアは大陸の中ほどに位置し、穏おだやかな気候と豊かな大地に恵まれ、一年中美しく花を咲き誇ほこらせる大国だ。どの季節を切り取っても華はなやかなその国は、大陸中の人々から花か冠かんの王国、現げん世せの楽園と褒ほめ称たたえられている。

　そんな恵まれた大国の第二王女に生まれたフローレンス・テア・エスカトロネアは、何の因いん果がか重度の花アレルギー体質だった。

　くしゃみ鼻水鼻詰まり、目の充じゆう血けつ、目のかゆみ。そんな諸もろ々もろの症しよう状じようを姫として晒さらせず、アレルギーであることをふせて長らく引きこもり生活を余よ儀ぎなくされてきたフローレンスだったが、人生十六年目にして転てん機きが訪れる。

　大陸北端に位置する、辺へん境きようの小国ラハ・ラドマ、イスカ王子との婚こん姻いん話だ。

　気温は常に一ひと桁けたからマイナス。国土すべて、一年の半分以上が雪で覆おおわれた不ふ毛もうの土地。その厳しい環境ゆえに植物が少ない。特に、人が住む最北の地点と言われる奥地に存在するここ、王都スノウフラウではなおのこと。

　──つまり、ラハ・ラドマでは花アレルギー症状の出る危険性が少ない。

　ゴリゴリ押し続けてやっと婚約にこぎつけた甲か斐いあって、現在フローレンスは快適な日々を過ごしていた。

　それでも出身のせいで花を贈れば喜ぶと思われ、困らされる事じ態たいが唐とう突とつに襲おそってくることも少なくない。

「……捨てちゃう、とか」

　難なん敵てきの処しよ遇ぐうに困ったフローレンスは、つい、安あん易いな解決策を口にした。

「ではそのように」

「待って待って!?」

　決して本気ではなかった（だがそうしたい気持ちはあった）呟つぶやきを、ミリアはこともなげに了りよう承しようし実行しようとする。提案したフローレンスの方が慌あわてて止めた。

「贈り物にそれは、さすがにどうかとっ」

「まあ。何を仰おつしやいます。贈り物で一番大切なのは気持ち、と言うではありませんか。受け取る側だって同じですわ。気持ちはいただいたので問題ありません」

「そ、そうかな」

「そうですとも。無理に飾って姫がお辛つらい思いをするより、花もそちらの方が幸せですわ。ご安心ください。適てき切せつに愛めでてくれる誰かのもとに行くよう取り計らいますので」

「そ、そう？　そうよね、嫌いや々いや飾ってもね。花って人の感情が分かるっていうし」

　だとすれば、フローレンスがどれほどアレルギーに苦しめられているか、花々もきっと理解してくれるだろう。

　有あり難がたく捨てる方向で気持ちが固まりかけたそのとき──

「フローレンス様、ただいま戻りました」

（遅かった……）

　所しよ用ようを言いつけて外に出していたもう一人の侍女、ジゼルが戻ってきてしまった。

　薄うすい茶色の髪と紅茶色の瞳。フローレンスより一つ上の十七歳と年若いが隙すきのない立ち姿と面おも差ざしで、人にやや鋭するどい印象を与える彼女だが、実際のところ、内面はかなり純じゆん朴ぼくで迂う闊かつであり、失礼ながら外見の『できそう！』具合と中身が若じやつ干かん乖かい離りしている。

　そんなところは容よう姿しだけなら完かん璧ぺきな、この国の王おう太たい子しとよく似ている。やはり国民は国の写し鏡ということか。

「こちら、ご所しよ望もうの香こう油ゆをお持ちしました。それと、イスカ殿でん下かがいらしているのですが……」

「殿下が？　まだ片付いていないのだけれど……」

　テーブルを占せん領りようしている届いたばかりの花束群を見やるが、幸いにして、フローレンスの婚約者である、ここラハ・ラドマの第一王子イスカ・ヴァル・ラハラドマは他に類るいを見ないほど寛かん容ような人なのだ。絶対に気にしない。

「きっと大丈夫でしょう。構かまわないわ。お通しして」

「承しよう知ちいたしました」

　フローレンスの意を受け、ミリアがイスカを迎えに行く。ジゼルは持ち込んだ香油を仕舞いつつ、自分がいない間に増えた品物に不思議そうな視線を送った。

「ところでフローレンス様、こちらは？」

「エスカ・トロネアの知人たちから贈られてきた花束よ」

「ああ、そうなのですね！」

　袋の正体が分かって、ジゼルは納なつ得とくした顔をした。しかし、すぐに眉まゆをひそめる。

「フローレンス様のお部屋にお届けに上がるのに、梱こん包ぽうされたままだなんて……。一体誰がこんな手抜き仕事を」

「あ、ち、違うのよ！　これは──」

　ちゃんと開かい梱こんされて届けられた花々を、おそらく届いたとき以上に厳重に梱包し直すようミリアに頼んだのは、フローレンス自身だ。

　だが、何も知らないジゼルにそんなことは言えない……ので。

（何か！　もっともらしい言い訳を！）

　届けてくれた使用人をジゼルが咎とがめでもすれば、梱包し直したのが即そつ行こうバレる。なぜそんなことをしたのかと訊きかれれば──本当の理由など絶対に言えない。言いたくない。

「次からはこのようなことがないよう、きちんと申し付けておきます。では、せっかく殿下もいらしてますので、すぐに飾り付けますね」

　いそいそと花束に向かうジゼルは、妙みように足取りが軽い。

「フローレンス様、ずっとお気き遣づかいくださっていたんですよね。殿下から贈られた白しろ薔ば薇らが枯かれてからも、新しく花をお求めになりませんでしたから」

　ラハ・ラドマで育てられる花の種類は少なく、観賞用の物は他国から取り寄せることが多い。その分費用が余計にかかる。この地で花を観賞するのは、贅ぜい沢たくなことなのだ。

　ラハ・ラドマは決して豊かな国ではない。どうやらジゼルは、フローレンスが余計な贅ぜいを控ひかえていると思ってくれているようだった。実際、フローレンスのラハ・ラドマでの生活は、大国の王女とは思えないほど慎つつましいし、本人にもその意思がある。

　だが──花に関して言えば、真実は違う。

「いえ、あのね、ジゼル……っ」

「はい。何でしょうか」

　主人は遠えん慮りよしているだけだと信じて疑わないジゼルは、満面の笑みで振り返った。その顔は主あるじの部屋に彩いろどりを添そえ、心を慰なぐさめることができる期待に輝かがやいている。

（い、言えない！　いらないとか言える感じじゃないッ。誰か、必要ないと言える空気を今すぐください！）

　切実なフローレンスの願いは、意外に簡単に通じた。

「フローレンス、邪じや魔まするぞ」

　ジゼルと話しているうちにイスカが通されてきて、彼の顔を見た瞬しゆん間かんに、欲ほつしていた言い訳が頭に閃ひらめいた。

（押しつけどころ来たあぁぁ!!）

　心の中で喝かつ采さいを叫びつつ、表面上は淑しとやかに微笑ほほえんだ。

「殿下がいらっしゃって邪魔だなんてことはありませんわ」

　答えた言葉は本心だ。イスカはフローレンスにとって、訪れを厭いとう相手ではない。

　しかし今は背後のジゼルの行動が気になる。急いで花の処理の話に持っていかなくては。

「そうか」

　フローレンスの答えに、イスカは穏やかに微笑んだ。

　降りたての雪のように、艶つややかで濁にごりのない白はく髪はつ。瞳は冷たい海の色だと言われる灰かい青せい色しよく。それらの色彩がぴったりと嵌はまる、怜れい悧りで端たん整せいな面おも立だち。

　ときに魔ま性しようとたとえられるほど雰ふん囲い気きのある美青年なのだが──実際は気のいい田舎いなか青年である。

　ただし、てらいなく率そつ直ちよくに感情を口に出すので、時折心臓に悪い。

「今、奥の部屋は使えませんので、こちらで失礼しますわね」

「構わない。ところで、あれは何だ？」

「花束です……。知人たちから」

　イスカが相手だからか、隠し切れずに自然声こわ音ねが沈しずむ。おそらく表情にも憂ゆう鬱うつさが滲にじみ出てしまっているだろう。

「ああ！」

　イスカは納得したようにうなずいた。

「殿下。よろしければあの花たち、宮きゆう殿でん内で使ってくださいませんか？」

　早々に花へと話題が向けられて助かった。移動させるつもりだったから梱包したままなのです的な空気を出しつつ、そう提案する。

　気を取り直して繕つくろった声と表情は優ゆう雅がだが、目の奥の光と背中に流れる冷や汗は必死だ。

「貴女あなたがいいならそうしよう」

　フローレンスの提案を、イスカは二つ返事で了承する。花を体ていよく厄やつ介かい払ばらいしたい婚約者の気持ちを、彼は分かっているのだ。

　大国の王女に生まれたフローレンスが、他人に見せることを絶対に許されない秘密。

『重度の花アレルギー』であることを隠すためにラハ・ラドマを嫁ぎ先に定めたというのに、イスカにはその残念体質をあっさり知られてしまった。しかも症状を見られるという最悪の形で。

　けれど彼はそれを笑わなかった。失しつ態たいを面おも白しろおかしく吹ふい聴ちようされることもなく、ただ受け入れてくれた。

　無ぶ様ざまさを晒さらせば嘲わ笑らわれると思って怖おそれていたから──とても、嬉しかった。

　なので、イスカにはもうこれ以上の説明は不要である。

（よしっ。これで乗り切れる！）

　フローレンスは自室の平へい穏おんを確信する。が。

「でもフローレンス様。せっかく贈っていただいたのですし、お部屋にも飾られてはいかがでしょう」

　まだ安あん寧ねいは遠かった。

「そ、そうね。もちろんよ……」

　全力で拒きよ否ひしたいが、ジゼルの申し出は純じゆん粋すいな善ぜん意いである。しかも客きやつ観かん的てきに見て正しい。どうして否いなと言えようか。

「ど、どれにしようかしら」

「この状態で選ぶのか？　これだとどれが何の花だか分からなくないか」

　強く反応するものを選んでしまったら危険じゃないのか、というイスカの声なき声が聞こえたが、フローレンスは振り切った。

「な、何にでも遊び心は必要ですわ。ゲームだと思えば一いつ興きようです」

　全部開いて中身を確認するなど冗じよう談だんではない。賭かけにはなるが、フローレンスは自分の運を信じることにした。

（大丈夫。大国の王女に生まれている時点で、わたしの運は良いはずなのよ！　無ぶ難なんな物を選んでみせる！）

　じ、とフローレンスは獲え物ものを品定めして。

「こちらの花束を飾りますわ！」

　意を決してフローレンスが選んだ品は──

「うっ」

「あぁ……」

「わあ、素敵！」

　フローレンスの呻うめき、ミリアの悲痛な喘あえぎ、イスカの苦笑いはジゼルの華やいだ声に搔かき消される。

（運、使い切ってるのかも……）

　選ばれた包ほう装そうの中から現れたのは、ピンクから赤へとグラデーションのかかった大輪の花。花冠の王女エスカ・トロネアラだ。添えられているのは黄色のガーベラ。

（しくじった……！）

　こいつの数が一番多いことは分かっていた。だが、他にどうすればよかったというのだ。

「さすがです、フローレンス様。最も相応ふさわしい花を引き当てられましたね！」

「そ、そう？　ふ、ふふっ……。ありがとう、ジゼル」

　顔は何とか笑みの形に維い持じしつつ、心の中では絶ぜつ叫きようした。

（なんでこうなる!?　どうするの!?　どうすればいいの、ってか今すぐ逃げたいっ）

　すでに目と鼻に違い和わ感かんを覚えている。これ以上花冠の王女エスカ・トロネアラと同じ空間にいるのは危険だ。

　後のことは後で考えるかと投げやりな覚かく悟ごをして、フローレンスはじり、と足を引く。

「ああ、ちょっと待て」

　だが実際に逃げるより前に、イスカによって止められた。

「残念だが、茎くきに傷が付いている。これではフローレンスの部屋には飾れないだろう」

「そ、それでは仕方ありませんわね！　丁ちよう度ど二輪ありますし、姫、もしよろしければわたしたちの部屋に下か賜ししてくださいませんか!?　ねえ、ジゼル！」

「え、ええ？　そ、そう、ですか？　え？」

「けれどせっかく選んだのだし、フローレンス、貴女の部屋にはこちらを」

　微び笑しようしてイスカはガーベラを数本抜き取り、かつて白薔薇が活いけられていた花か瓶びんに挿さす。そして花冠の王女エスカ・トロネアラは、再び包装の内側に隠された。

「ではミリア。こちらはお前とジゼルに」

「ありがとうございます、殿下」

　心の底からほっとした様子で、ミリアは深く頭を下げる。

　問題を抱かかえる当人であるフローレンスも、もちろん深く安あん堵どした。同時にほわりと胸の中が温かくなる。

　イスカはフローレンスの、花アレルギーによって表れる醜しゆう態たいを笑わなかった。それは彼が、人が傷付くことを絶対にしない、優しい人だから。

　当たり前のように、フローレンスが隠したいと思えば守ってくれるし、困っていれば手を差し伸べてくれる。

　好このましい人だ。花から逃げるためだけに望んだ婚約者が好人物であったことは、本当に幸運だと思っている。

　イスカに好こう意いを抱いだいているのは間違いないのだが──最近少し、彼の顔が見づらい。イスカの美び貌ぼうは対面するだけで妙な緊きん張ちようを生んでくれるのだが、それだけではなく。

「それで、フローレンス」

「な、何でしょう！」

「……いや、そんなに構えなくても。貴女に危害を加えるつもりはないぞ？」

「そ、そのような心配はしておりませんわ」

　不自然な態度を取っている自覚はあるので、フローレンスの言葉は弱かった。説得力も。

　湧わき上がってくるよく分からない衝しよう動どうを押さえ付けようとすると、どうしてもそうなってしまうのだ。

　イスカに対して、好意がある分だけ素直になりきれない自分に、後ろめたさがあるのは確か。それに──

（最近のわたしはおかしいわっ）

　イスカと共有する時間を、楽しい、心地ここち良いと感じながら、同じぐらい不安になる。理由が見つけられないのが余計に怖い。

　……けれど、理由をはっきり見つけてしまうのも、怖い気がする。

　場当たり的な対処方法として、フローレンスはよく分からないその気持ちを、見ないことにしていた。

「そ、それで、殿下。わたしに何かご用がおありだったのでは？」

「ああ、そうだった。先程弟から手紙が届いて、留学先から戻って来ると書かれていた。貴女には先に知らせておこうと思って」

「まあ、そうなのですか。ご挨あい拶さつできるのはもうしばらく先だと思っておりましたので、嬉うれしいですわ」

　弟の帰き郷きようを告つげたイスカには喜びが見えた。きっと仲が良いのだろう。

（第二王子、セクト・ヴァル・ラハラドマ殿下）

　彼とは以前この国に遊ゆう学がくしたときに一度だけ挨拶をしたことがある。イスカとは五つ違いの十四歳で、兄とはまた違った雰囲気の美少年だった。

　接点は無きに等しく、個人的なことはまったく知らない。

（上う手まくやれるといいんだけど）

　──当日はきっと、少し緊張した気分で迎えることになるだろう。
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　──近頃、フローレンスの態度がどことなくよそよそしい気がする。

（いや、元々それほど近しい距離感でもないが……）

　互いの関係を考こう慮りよしても一いつ層そう、他た人にん行ぎよう儀ぎ感が増した気がしてならない。

　実は、イスカには心当たりがあるのだ。自然、零こぼれ出る息が物もの憂うげになる。

　当然側に控ひかえていた侍じ従じゆう、アルフルードに気付かれた。歳としの頃は二十代半なかば。北の地には存在しない黒髪と褐かつ色しよくの肌を持つ彼は、砥といだ鋼はがねの色をした瞳ひとみを向けて訊たずねてきた。

「どうしました、殿でん下か。セクト殿下のことなら、まだそう気に病やまなくても──」

「アル。お前に一つ、訊ききたいことがある」

「はい」

　イスカにしては珍しく、人の言葉を遮さえぎってまでの問いかけに、アルフルードは神しん妙みような様子でうなずく。

「女性の機き嫌げんを取るにはどうしたらいいと思う？」

「女性の機──……って、はァっ!?」

　自分が考えていたことから外はずれに外れた質問に、アルフルードは思わず、素の滲にじみ出た呆あきれ声を上げる。慌あわてて咳せき払ばらいをし、気を取り直してから。

「なぜ私に訊くんです」

「妥だ当とうだと思うんだが」

「光栄ですと言うべきですか？　でも残念ですが知りませんよ、やんごとなき姫君の機嫌の取り方なんて。俺が付き合ったことがあるのは、金目の物さえ贈っとけば一瞬で上機嫌になる女だけですから」

「……それはそれでどうなんだ」

「テメェの食くい扶ぶ持ち稼かせぐのに必死なうちは、好きな女なんかできてもキツいだけですよ。だからって今はもうそんな気はなくな──いえ、俺のことはともかく。婚約者殿どのと何かあったんですか」

「最近、態度が前にも増してよそよそしい気がしないか。いっそこの国に来たときよりも」

「気のせいですね」

　一言で切って捨てられた。が、ここでそうか、と言えるようなら相談などしていない。

「露ろ骨こつに目を逸そらされるのは絶対気のせいじゃない」

「照れてるんでしょう」

「お前、思考が前向きにもほどがあるだろう！」

「事実そうなんですよ！　見てりゃ分かるでしょうが！」

　さして忍にん耐たい強づよくない精神性を露ろ呈ていしつつ、従者は主あるじを怒ど鳴なりつけた。

「なんで照れる必要がある!?」

「殿下の顔が直ちよく視しに堪たえないからでしょうね！」

「か、顔!?　顔の問題なのか!?　ついこの前までそこまで気にしてもなかったのに!?」

「意識してもらえるようになったってことじゃないですか。おめでとうございます。あぁ、けどあの姫君は性格はともかく、その辺りは箱入りらしく初う心ぶっぽいので過信は禁きん物もつですよ。殿下には不要な心配でしょうが」

「お前、俺の話を聞く気がないだろう」

　なぜフローレンスが好こう意いを抱いだいてくれている前ぜん提ていで話を進めるのか。

　同年代で一番近しい身内──ということで相談相手の選せん択たく肢しとして筆ひつ頭とうだったアルフルードだが、どうにもこの件に関しては失敗のようだ。

「分かった、もういい。どうせ近々謝らなければならないこともあるし……。フローレンスとは直接話そう」

「それがいいと思いますよ。まあ、その様子ならこちらの方は気にされていないようで、何よりですが」

　アルフルードに示された手紙に、イスカは微わずかに眉まゆを寄せる。まったく気にしていない、というわけではない。

　弟であるセクトが急な帰国を告つげてきた手紙には、大切な相談事があるので意見を仰あおぎたい、というようなことが書かれていた。手紙のやり取りで済ませられず、かつ一方的に戻ってくる性せい急きゆうさは、若じやつ干かんの不安を煽あおる。

　だが手紙そのものには不ふ穏おんな気配はなかったので、大切で急を要ようすることではあっても、悪い事じ態たいではないのだろう、と思っている。

「話の内容の想像がつかないな」

「そうですね。けれど分別はつけられる方ですから、重要であることは間違いないでしょう」

「ああ」

　久しぶりの弟との再会を喜ぶ気持ちと、何が起こったのかという気がかりと、半々ぐらいだろうか。

　──しかし、早々にフローレンスを紹介できるのは、素直に嬉うれしいと思う。

（気持ちがあっての婚約者だと、堂々と言えればもっと良かったんだけどな）

　フローレンスにはイスカ以外の選択肢がなかった。だからせめて、イスカで良かったと思ってもらいたい。

　こちらだけが彼女で良かった、と思っているのでは、あまりに不公平だ。

（そのためにも、俺はもっと努力をするべきだ）

　結構頑がん張ばって好意を伝えているつもりだが、残念ながらフローレンスにはあまり通じていない。彼女の反応は、挨あい拶さつを交わしただけの女性のそれとほとんど変わりない有あり様さまだ。

　つまり自分の意思主しゆ張ちようのやり方は、儀ぎ礼れい的てきな挨拶とさして変わらない程度の代しろ物ものだということになる。

（フローレンスが無反応であることを、俺はどう捉とらえるべきなんだろうか。嫌いやがられてまではいないと思うんだが……。単に通じていないだけか、それとも興味の外にいるせいで関心を引けないのか）

　人の好意を得るということは、とても難むずかしい。

　イスカは再び、重いため息をついた。
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「──え。セクト殿下の帰国って、予定外のことなの？」

　セクト帰国予定日の当日、日差しの柔やわらかい午後の一時。自室での雑ざつ談だんの最中にジゼルが零した言葉を拾って、フローレンスは少し驚いた声を上げた。

「はい」

「まあ。皆、当然の態度で過ごしていたので、気付きませんでしたわ」

　確かにイスカから告げられた帰国予定日を急だな、とは思った。手紙が届いてから数えて三日という余裕のなさだ。国からの返事を待つ気のない早さである。

　しかし城内の空気に変化はなく、いたってのんびりとしたものだったので、あらかじめこれぐらいの時期に一時帰国するつもりだったのだろう──程度に思っていたのだが、どうやらそうではないらしい。

「こんなに急いで予定外の帰国をするなんて、何があったのかしら」

　急いでもたらさなければならない知らせというものは、大たい抵てい悪い事態が起こったときだ。良い予感はあまりしない。

「イスカ殿下は事情をお訊きになるでしょうし、問題がなければ、きっと姫様にも話してくださいますわ。後で伺うかがってみてはいかがでしょう」

「そうね」

　ミリアに言われ、フローレンスはうなずいた。

　イスカは今、弟を出迎えに行っている。必要あるなしではなく、単純に家族との再会を楽しみにしている様子だった。

　婚約者でしかない今のフローレンスの立ち位置は、他国の貴き賓ひんである。客が帰国する王子を出迎えるというのも変な話なので、今回は同席を遠えん慮りよした。

　しかし挨拶は今日中に交わすことになるだろうから、装よそおいには気を遣つかっている。華か美びではなく、しかし大国の威い信しんを失うしなわない程度に華はなやかに、かつ淑しとやかに上品に。

（いつ来られても問題ない……はず！）

　本格的に暖だん季きに入ったせいで、この国に来た当初よりも日の出はさらに早くなり、目に入る緑の量が日に日に増え続けている。

　人の住み得る最さい果はての地、不ふ毛もうの大地ですら花アレルギーからは逃げ切れないのかと憂ゆう鬱うつな気分に沈しずみそうになる表情を、フローレンスは意識して引き締しめた。

（後ろ向きなのは良くないわ！　そう、人間、思考は前向きに保たもたないとね！）

　一年中脅おびやかされてきたエスカ・トロネアよりは断だん然ぜんマシだとか、セクトの帰国もいっそ今でよかったのだとか。

（時期が悪ければ、一ひと月つきか二ふた月つきぐらい「具合が悪いので」って押し通すことになったかもしれないもの。不自然さを強調しなくて済む分、むしろわたしには幸運！）

　一度だけでも挨拶をしておけば、印象は大分変わるはず。

　フローレンスが気合いを入れ直したところで、控えの間の先、廊下側で扉とびらがノックされた。相手は分かっている。おそらくイスカとセクトが来たのだろう。

　侍じ女じよ二人も承しよう知ちしているので、ジゼルはすぐに扉に向かい、来客を部屋の中へと案内した。

「フローレンス、これから少し時間を貰もらえるか？　弟を紹介させてほしい」

「もちろんです、殿下。歓かん迎げいいたしますわ」

　二人を出迎えたフローレンスは礼を取り、歓かん待たいの意を示す。

「お久しぶりです、セクト殿下。今後はお会いする機会も多くなると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ、よろしくお願いします。フローレンス姫」

　朗ほがらかに笑って、互いに挨拶を交わす。

「どうぞおかけになってください。すぐにお茶をご用意しますわ」

「ありがとうございます」

　フローレンスが促うながすと、セクトは礼を言い、勧すすめられたソファに兄と共に腰を下ろした。

　セクトはイスカと同じ雪の白はく髪はつと青の瞳を持つ、利り発はつそうな少年だ。面おも立だちもイスカと似ているのだが、その印象はかなり違う。
















　イスカが纏まとうのは周囲に息を吞のませるような、支し配はい質しつの強い強制的な妖よう香かだが、セクトの持つ雰ふん囲い気きは知らずのうちに肩から力が抜けるような、和なごみのある柔らかさだった。

　幼さの抜けきっていない美しい造ぞう作さくの顔と相あいまって、たとえるならば正教会の謳うたう天使のよう。

「こちらでの暮らしはどうですか？　エスカ・トロネアと違って、いろいろと不ふ便べんでしょう」

　セクトから真っ先に口にされたのは、ラハ・ラドマに来た当初、イスカやアルフルードに不ふ審しんがられていたことを思い出させてくれる内容だ。

　セクトも同様に、小国に嫁とついだ目的を疑っているのだろうか──ととっさに思ってしまったが、どうやら彼は純じゆん粋すいにフローレンスを気遣っているようで、瞳に気が引けた色が浮かんでいる。

　それが分かったので、心からの笑みで事実を述のべた。

「いいえ。心安く過ごさせていただいていますわ。皆もとてもよくしてくれています」

「そうですか。よかった」

　ほっとしたようにセクトは破は顔がんする。無む防ぼう備びとすら言っていいほどの屈くつ託たくのなさで。

　幸福や善ぜん意いといったものが形を取ったらこうなるのではないかと思わせる、純粋で温かな笑顔。

　この年頃の少年に言ったら間違いなく怒るし傷付くだろうが、フローレンスがセクトに抱いた感想は『可か愛わいい』だった。

（殿下の一族って、一体どうなってるのかしら）

　なぜこうもキラキラしい人じん外がいばかりで構成されているのか。将来、家族で肖しよう像ぞう画がを描かせたとき、自分だけ浮いたら悲しすぎる。画家は気を遣ってくれるだろうが、それもまた痛いた々いたしい。でもせっかくなのだから、子どもはイスカに似て美び貌ぼうに恵まれた方がきっと幸せなわけで──

（いやいや！　いやいやいや!!　そうじゃなくて！）

　いずれくる、フローレンスも望んでいる未来だが、今具体的に考えるのは難なん度どが高い。

「フローレンス？　どうした？」

「え!?　いえっ!?　何もありませんわ！」

　勝手に気き恥はずかしくなっていたところに、当人であるイスカに訊ねられ、焦あせって否定する。ついでに赤くなっているだろう顔を隠すため、扇おうぎを広げた。

「気分が優すぐれないようなら日を改めるが」

「大丈夫ですわ。へ、部屋が少し暑いのかもしれませんわね」

「ああ。そうかもな」

　フローレンスにとって今の部屋の温度は適温だが、イスカは火の踊る暖だん炉ろを見て納なつ得とくしたようにうなずいた。

（部屋、暑いん……だ？）

　環境への耐たい性せいを感じる。適当な言い訳だったのだが、いずれ自分も同様に感じるようになるのだろうか。

「具合が悪いのではないのなら──貴女あなたに相談したいことがあるんだが、いいか？」

「わたしにですか？」

　挨拶を兼かね、セクトと世間話をするだけの場だと思っていたので、イスカに告げられた言葉をフローレンスは意外に思った。そしてすぐに、嬉しくなる。

「どのようなことでしょう」

「父上と母上、兄上には先に話したのですが」

　イスカに視線で促うながされ、フローレンスが目を向けると、セクトからそう切り出された。

「留学先で友人ができて、その彼がラハ・ラドマを訪れたいと言ってくれました」

「まあ！　それは喜ばしいことですわね」

　辺へん境きようの小国であるラハ・ラドマに興味を持つ人間は少ない。外に出て交友関係を着々と広げているのなら、セクトの留学は価値のあるものとなっているのだろう。

「はい。友人の名はハイヴィス・クライメル。聖ソエル・メイカルダ正教会の正せい五ご位い神しん官かんです」

「！」

　続けられた名前に、フローレンスは驚きよう愕がくした。

　聖ソエル・メイカルダ正教会──この西大陸の南なん端たん、人じん類るい発はつ祥しようの聖地と言われるサイエアに聖せい王おう庁ちようを構え、信しん仰こうを唱となえる活動をしている宗しゆう教きようの一流派だ。国でないがゆえに国こつ境きように妨さまたげられることなく、西大陸全体に根を張り、各国に多大な影響力を持つ。

　かつてはその教きよう義ぎで大陸中を席せつ巻けんし、権力のすべてを握にぎっていたと言っても過か言ごんではない。

　とはいえ現在は思想の自由化と共に衰すい退たいし、過去の栄えい華がは失われている。それでも本ほん拠きよを置く大陸の南側では今でも権けん勢せいを誇ほこっているし、西大陸の多くの国が正教を国教に定めているため熱ねつ狂きよう的てきな信者も少なくなく、好このんで対立したい相手ではない。

　だが、ラハ・ラドマの場合は──

「それは……その、失礼ですが、本当に……？」

「はい」

　信じられずに問いかければ、セクトははっきりとうなずいた。

「周しゆう知ちの通り、俺たちは未いまだ正教会との確かく執しつを埋うめられていない」

「……ええ」

　正教会とラハ・ラドマの仲は壊かい滅めつ的てきだ。といっても、正教会側が一方的に拒きよ絶ぜつしているだけなのだが。

　正教会の頑かたくなな態度は、ラハ・ラドマ建けん国こくに由ゆ来らいする。

　ラハ・ラドマの建国はおよそ百年前。──西大陸で奴ど隷れい解かい放ほう宣せん言げんが成なされた年だ。

　それまでこの地に住みついた人々は、『人』ではなく『物』である奴隷だった。

　奴隷の烙らく印いんを押された人々が、どれぐらい前からこの地に逃げ込んでいたのかは定さだかではない。確かなのは、ここが彼らにとって安あん住じゆうの地となったということだけ。

　自然環境も厳しく、資し源げんも少ない不毛の大地。そんな所に人が住みつく理由など限られている。

「正教会の教義において、奴隷とは罪つみ深ぶかきによって人から堕おちた存在。そしてその子し孫そんは罪を継けい承しようして生まれてくるとされ、血を繫つなぐことさえ、罪であると言われている」

「時代錯さく誤ごも甚はなはだしいことです。この大地に、奴隷などという身分は最も早はや存在しませんわ」

　感情を抑おさえたイスカの台詞せりふに、フローレンスは苛いら立だちを込めてそう答えた。

「そもそも人を人でないなどと定めたのは、当時の支配者階級にあった者たちが、己おのれの利りのために労働力を欲ほつしたため。罪だ咎とがだなどと言うのは、ただのこじつけにすぎませんわ」

　始まりは犯おかした罪に対する相そう応おうの罰ばつだったのだろう。

　しかしそれは時代と共に本来の教えから離れ、支配者にとって都合のいい労働力を作り出すことを目的にした、ただの悪あく法ほうと成り果てた。

　ここは横おう暴ぼうから逃げ出した人々が集つどった、自然に守られた最果ての砦とりでなのだ。

「正教会がラハ・ラドマを人の国と認めないのも、認めてしまえば自分たちの威信が傷付くと思っているからでしょう。──なんて、愚おろかしい……！」

　奴隷解放宣言後も、ラハ・ラドマを認めてはいないが、正教会はそれを声こわ高だかに言うことが許されない。他国の反発を無視できるだけの影響力が今はもうないため、堂々と口にできるのは自分たちのお膝ひざ元もとであるサイエアと、その周辺諸しよ国こくだけだろう。

　だが、裏を返せばそれらの地域では今も堂々と口にしている、ということである。

　悪法の改正、人じん権けんの確立を目指して成し遂とげられた奴隷解放宣言は西大陸の総そう意い──ということになっているが、実際のところはエスカ・トロネアを中心とした中央・北域と、正教会を中心とした南域とで、かなりの温度差がある。

　存在自体を蔑さげすまれているラハ・ラドマほどではないが、正教会の教義を軽かろんじ、かつ、大陸すべてに大きな影響力を持つエスカ・トロネアのことも、彼らは快こころよく思っていない。

　それが分かっているからエスカ・トロネアは国教を正教と定め、国民も皆、信しん徒とということになっている。フローレンスも洗せん礼れいだけなら受けた。信しん心じんはまったくないが。

　同時に多額の寄き進しんもしており、その収入が正教会にとって無視できない額であるため、表面上友好が保たれているだけの関係だ。

「けれど、変わっていけるはずだと信じています」

　真しん摯しな声で、未来への期待を滲ませ、セクトは言った。

「もちろん、ハイヴィス一人の理解を得たところで、急速に何かが変化するわけではないのは分かっています。でも、一歩にはなると思うんです。僕はハイヴィスにラハ・ラドマを見てもらいたいと思っています」

（さっき、クライメル卿きようは正五位神官だと仰おつしやったわね）

　正教会の序じよ列れつの中でも、高位に入る。

「クライメル卿の年ねん齢れいをお訊きしても？」

「十六です」

「お若いですわね」

　十代で正位神官の位を得ているのなら、実家は南域で有力な国の、家か格かくの高い貴き族ぞくに違いない。この先出しゆつ世せして、聖席に着くことさえ視野に入る。たとえ聖席に辿たどり着かなくとも、正位神官と友好関係を持つのはラハ・ラドマにとって大いに意い義ぎのあることだ。

　かつてほどの権勢がなくなったとはいえ、大陸中に根を張る正教会との確執は、ずっとラハ・ラドマにとって大きな足あし枷かせとなっている。改善の機会は逃のがせない。

　──それは同時に、正教会の有力者となり得る相手を下へ手たに扱あつかえば、より溝みぞが深まる危険も孕はらんでいるということだが。

（招まねく価値はあるわ）

「エスカ・トロネアも、近頃は正教会と折り合いが良くないだろう。もしかしたら、貴女に不快な思いをさせることになるかもしれない」

「わたしは気にしませんわ。両陛へい下かと殿下方がお望みになるのなら、大変喜ばしいことだと思います」

　相手の性格によっては嫌いや味みの一つ二つは言われるかもしれないが、そんなもの、どうということはない。

「よかった！　あぁ、いえ、大丈夫だとは思うんです。ハイヴィスは本当に、いい意味で神官の見本のような奴やつですから。誰にでも公平で誠実です」

　ほっとしたように肩から力を抜き、セクトは明るく笑った。そこには話題になっている相手への、好意と信頼が見てとれる。

（……そう、なのかもしれないわね）

　心から湧わき出た素直なセクトの笑みにつられて、フローレンスもいつの間にか、口元を綻ほころばせていた。

（だってセクト殿下からは、ものすっごく、イスカ殿下と同じ空気を感じるもの！）

　容よう姿しにではない。心こころ根ねにだ。正教会神官といえども、個人で付き合えば立場とは関係ない間柄を持てることもあるだろう。セクトの真まっ直すぐな気き性しように絆ほだされた可か能のう性せいが充分にある。

　たとえハイヴィスの好意がセクト個人に限られたとしても、正位神官と王子との友好は、ラハ・ラドマにとって価値がある。

　であるなら、フローレンスがやるべきことは一つだ。

「微び力りよくながら、わたしも誠心誠意、歓迎の心を尽つくしたいと思いますわ」

「ありがとうございます、フローレンス姫」

　望みの結果を引き寄せられるよう、自分のできることをするだけだ。
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　──ハイヴィス・クライメルの来訪は、一週間後に決まった。

　決まったというか、セクトと同時にこちらに向かってきていたらしい。

　セクトが一人で最短経路を使って戻ってきたのに対して、ハイヴィスは馬車を使ってお付きの従じゆう神しん官かんと共に、通常の行程でラハ・ラドマに向かっていたためその差がついたのだ。

　期間が短いため、城内は歓迎の用意に奔ほん走そうし、すっかり慌ただしくなった。

「セクト殿下の帰国のときもそうですけれど、ずいぶん忙せわしないですわね。クライメル卿に急ぐ理由でもおありなのでしょうか」

「もうすぐ留学を終えてサイエアに戻られるそうよ。聖王庁まで帰ってしまうと、ラハ・ラドマまで大旅行になってしまうし、周囲の人たちもいい顔をしないでしょうからね」

　迎えるラハ・ラドマもだが、訪れるハイヴィスも中々思い切ったことをするものだ。

「正教会のお歴れき々れきの頭の固さは半はん端ぱじゃないけど、若い世代から変われたらいいわよね」

「ええ、本当に」

　後ろで応おうじたミリアの手がするりと離れ、鏡越しに出来栄えを確認し満足げにうなずく。

「完かん璧ぺきですわ」

「ありがと、ミリア」

「どういたしまして。イスカ殿下と初めてのお出かけですものね。どうぞ楽しんできてくださいまし」

　少し前にイスカから外出の誘さそいを受けたのだ。息抜きなり遊びなりであれば、ミリアの言う通り純粋に楽しむべきなのだろうが──

「楽しい話ではないと思うわ。行く場所が場所だし」

　目的地は色気も何もあったものではない、五十年ほど前に廃はい棄きされた遺い跡せきだ。歴史的には重要な施し設せつだし、嫁ぐ身であれば一度は訪れるべき場所だろう。しかし、その背景を思えば浮かれた気分にはなれないし、なるべきでもない。

「闘とう技ぎ場じよう跡あと、ということでしたわね？」

「そう。ラハ・ラドマが今の国の形を選び取った分ぶん岐き点てんね」

　正教会の人間の訪れを前にして、イスカがそこに行こうという気持ちは分かる。

　正教会は自分たちの祖そ先せんが物として扱われるようになった悲ひ劇げきの原点であり、闘技場はそれゆえに生き方を選べなかった業ごうの歴史を象しよう徴ちようする場所。抜け出すために足あ搔がいてきた先人たちと同じように、イスカもまた、新たな歴史への一歩を踏ふみ出そうとしている。

（クライメル卿がどんな方かは分からないけど、わたしもできる限り、力になりたいわ）

　決意を固くするためにも、ラハ・ラドマが辿ってきた歴史を己の目で見てくることは、きっと意味があるだろう。二人で出かけるといっても、浮うわついた意味はない。一切。

（べ、別にちょっと残念とか、そういうのもないから！　王おう太たい子し妃ひとして必要なことをしに行くだけだし！　それに──）

　正直、自分が今どうしたいのか、フローレンス自身にもよく分かっていない。

　未来の妻として、もっとイスカに近付くべきだとは思う。思うのだが。

（そもそも、近付くってどういうこと。愛し合うって、もっとこう、穏おだやかな気持ちになることじゃなかった？）

　ミリアや兄セリスとの関係に、イスカに感じるような戸と惑まどいを覚えたことはない。感じた好意を素直に示して、そして相手から受け取って、それがすべてだ。心が温かくなるだけのその交流が、愛というものではなかったか。

（おかしい……っ。好意は持ってるはずで、そうすべき理由もあって、相手も相応にわたしを扱ってくれていると分かってるのに、不安を感じるってどういうこと……!?）

　なぜこうも心が落ち着かないのか。迷う必要などなく、目の前に明らかに正しい道があるはずなのに──全然行き先が見えない。

「姫様？」

「！」

　どうやら考えているうちに大分難しい顔をしていたようで、ミリアから気遣う声がかけられた。

「何かご心配なことが？」

「……自分の感情の意味が分からない」

　今まで、フローレンスの人生の中で、理り屈くつが追いついてこない感情というものは存在しなかった。抱いた気持ちの原因もそう働いた理由も、すべてが説明できるものだった。

　だから、その気でいれば感情などというものは簡単に抑え込めたし、そういうものだと思っていた。

　なのに今は──分からない。

「ミリア。わたし実は、感情ってものがかなり苦手なのかもしれないわ」

　喜き怒ど哀あい楽らくの感情は、さざ波程度にあればいい。思考まで吞み込まれる大波はいらない。

　──だってそれは、自分を守るために邪じや魔まだから。

（人の機き微びを感じ取れないのは危険だし、馬ば鹿かになる。でも自分の感情に翻ほん弄ろうされる意思の敗はい北ぼく者しやも、やっぱり馬鹿になるのだとお兄様は言っていたわ）

　理性と感情は仕切り、分けておくべきなのだ。正しい行動を取るために。

　そしてそれは、フローレンスにとってずっと正しいことだった。

「上う手まく扱ってるつもりだったのに」

「できすぎなぐらいでしたわ」

　落ち込んで言ったフローレンスよりもずっと寂さびしげに、ミリアはそう答えた。

　漏もれ聞こえてくる悪あく意いや、引きこもりで役に立てない自じ責せきの念と折り合いをつけるために、フローレンスはセリスの言げんに従したがった。手段と相性も良かったのだろう。心を凪ながせることで、自身を守ってきた。

「姫が感情を揺さぶられる方と出会えたこと、嬉しく思いますわ。素直に心を動かすことを、もっとご自分に許してあげてくださいまし。きっと大丈夫ですから」

「……難しいわ」

「知っています。姫は面めん倒どうくさい子ですので」

　くすくす、と愉ゆ快かいそうに笑われた。

（自分に許す、か）

　些さ細さいなことで心しん拍ぱく数すうを上げる心臓はやはり落ち着かないし、心の柔らかな部分が剝むき出しになる怖さを感じる。

　けれど、それが嫌なのかといえば。

（嫌じゃない、と思ってる。多分）

　ただそれを受け入れる覚悟を持つ強さが、フローレンスにないだけで。

「急ぐことはありませんわ。イスカ殿下も待ってくださる心積もりのようですし」

　待つ、ということはそこまで求めてくれているのだろうか。怯おびえて勘かん弁べんしてもらいたい気持ちと、純粋に嬉しい気持ちと、割合がくるくる変わって気持ち悪い。

（世の中の、相そう思し相そう愛あいの恋人たちってすごいと思う……！）

　皆、どうやってこのためらいの境きよう界かいを踏み越えているのだろう。

「それはそれとして……少し、遅いですわね」

「そういえばそうね」

　ミリアと話していたのであまり意識していなかったが、イスカが迎えに来るはずの約束の時間は、すでに過ぎていた。

「でも今は急に仕事が立て込むこともあるでしょうし、都つ合ごうがつかなくなるようなら連絡してくれるわよ」

「ええ、その心配はしておりませんが……」

「ああそうか。殿下から誘ってきた手前、向こうからは断りにくいのかしら」

「様子を見てきましょうか？」

　ミリアはそう提案してくれたが、フローレンスは少し迷ってから、自分の望む形を口にした。

「わたしが直接行くのは、やっぱりまずいかな。忙しいようなら、それこそ様子見ついでに差し入れぐらい……」

「お約束を違たがえたのはイスカ殿下ですもの。本日のお約束が無理なようなら、きっと休きゆう憩けいぐらいお付き合いくださいますわ」

「い、居い座すわろうとまでは思ってないわよ」

「誘われましたら？」

「……断らないけど」

　ミリアの言う通り、埋め合わせを含めて誘ってくれる気はする。

（……駄だ目めだ。そうなったら結局邪魔になる気がする）

「では少々お待ちくださいませ。お茶の支し度たくをしてまいりますわ」

「待って！　それ完璧に居座る気配が漂ただよう！　もっと手軽なのでいいから！　それに、やっぱり──」

「姫。わたし、結けつ構こう支度を頑張ったと思いますわ」

「うっ」

「一目ぐらい、目当ての方に見ていただかなくては」

「っ……！」

　しばしの葛かつ藤とうの後──フローレンスは陥かん落らくした。

「……行って、こようかな」

「はい。ぜひそうしてくださいまし」

　勝利を収めたミリアの機嫌は上じよう々じようだ。

　余計なことを言ってしまったような、強引にでも背中を押してくれたのがありがたいような。

（あぁ、もう！　だからどうして！）

　期待と迷いと、喜びと後こう悔かいと。

　正負に落ち着かない気持ちの在ありようが、どうしていいか本当に分からない。
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　結局、ミリアはがっつりとティーセットを用意した。これはもう完璧に無言の要よう請せいと化しているが、言い合いの段階で敗北した身なので、フローレンスももう何も言わなかった。

（それにこれ、わたしのためだし）

　自分でイスカに会いに行く、と言った時点で、彼と過ごしたかったと認めたも同然だ。ミリアはその気持ちを汲くんでくれただけにすぎない。

　忙しいとは言っても寝しん食しよくを削けずるほどでもないので、一時の休憩ぐらいは差さし挟はさめるだろう。無理そうならそれこそ引き下がればいい。

　フローレンスとミリアがイスカの執しつ務む室しつを訪れると、中からそっと音を殺すようにして扉が開かれた。同時に、内容は聞き取れないものの、奥の部屋から硬かたい雰囲気の言葉の応おう酬しゆうが漏れ聞こえてくる。

「……大分取り込み中のようね？　出直した方がいいかしら」

「大した内容ではありません。すぐ切り上げるでしょうから少しこちらでお待ちください」

　明らかに主の了解を取っていない様子のアルフルードに迷ったが、言葉に甘あまえて中へと入ってしまうことにした。これだけ従者が平へい然ぜんとしているのだから、それが通じる間あいだ柄がらなのだろう。

「前から思っていたけれど、貴方あなたから殿下に対しての敬けい意いをあまり感じないのよね」

「なくはありませんよ。まあ立場上、側にいて不自然じゃない態度を取っているだけ、という意味合いの方が大きいので、否定はしませんが」

　あっさりと認めた。そうだろうとは思ったが、イスカも承知の上のようだ。

「……ところで、何の話をされているの？」

「国のこれからについて、でしょうか」

「それ、充じゆう分ぶん大した話ではない？」

　どうも間まが悪そうだ。アルフルードが自分を入れた意味が理解できなかったが、フローレンスがやはり出直すか、と諦あきらめたとき、奥の扉が突然、内側から開けられた。

「フローレンス、悪い。時間を過ぎていたな」

「え!?」

　姿を見せるなりそう言ったイスカに、フローレンスはぎょっとした。

「よ、よくわたしだとお分かりになりましたわね」

　奥の執務室へと続く控えの間の扉はしっかりと閉められていたし、アルフルードとの会話にしても、声量は意識して抑えていた。来らい客きやくを知ったとすれば、廊下側の扉をアルフルードが開けたときか。だとしても、話に集中していれば聞き逃してしまいそうなものだが。

　見通せるようになった執務室の中にいた話し相手は、セクトだった。彼はフローレンスを見ると、気まずそうな顔をしてやや顔を逸らす。

「人が来たのは分かったから、貴女だろうと思って。わざわざ足を運ばせてしまったな」

「あ、いえ……。都合がつかないようでしたら、日を改めてもよいのではと思いまして」

「問題ない。行こう」

「でも」

　本当にいいのだろうか。あまり話が終わった感じはしない。フローレンスはためらいを消せずにセクトへ目を向けるが。

「いいんだ」

　やや強引ともいえる強さで言い切ったイスカは執務室を出ようとするが、途中でティーセットの載のったワゴンに気付いて足を止める。

「──ん？」

（しまった！）

　すぐに出かける流れになるという事態を想定していなかった。いろいろ無む駄だにするのはよろしくない。

「長く喋しやべって喉のども渇かわいているでしょう。姫、すみませんがこちらはセクト殿下がいただいても？」

「え、ええ。もちろん構わないけれど」

　提案に正直、驚いた。まさかアルフルードが取り繕つくろってくれるとは。

（殿下の様子も微び妙みようだし、話を切り上げさせたいのね）

「フローレンス、行こう」

「は、はい」

　ミリアとアルフルードに一礼と共に見送られ、二人で執務室を後にする。

　久しぶりに会った、仲のいい弟との会話にしてはずいぶんと緊きん張ちよう感かんがあった。先日二人が揃そろっているときにも会っているので、余計に空気感の落らく差さが気になる。

「何の話をされていたか、お伺いしてもよろしいですか？」

「大したことでは──……いや、大したことだな。後で話そう」

「分かりました」

　廊下でするような話でもないのだろう。幸い、これから向かう先は間違いなく人ひと気けがないだろうし、あまり聞かれたくない話をするのには丁ちよう度どいいかもしれない。

　宮きゆう殿でんを出て、馬と、この地でしか飼育されていない北の鹿シエーヴエルヌイ・アリエーニの厩きゆう舎しやへと向かう。

　移動手段に適した騎き獣じゆうとして西大陸に広く普ふ及きゆうしたのは馬だが、風土が特とく殊しゆなラハ・ラドマでは、道程によって北の鹿が使われることも少なくない。

　北の鹿は頭部に天を突つくような立りつ派ぱな角を備え、全身は分厚い毛皮で覆おおわれている。顎あごから垂たれた毛がほわほわと伸びていて、触さわったらとても温かそうだ。体重を分散させる広い蹄ひづめのおかげで、彼らは雪道の走行に適てきしているらしい。

「これが……北の鹿」

「貴女にはレインディア、と呼んだ方が馴な染じみがあるかな。街かい道どうを走るときは馬でいいんだが、少し外れた所に行くならこいつらの方が適性だ」

「初めて見ましたわ……」

　鹿しか、という言葉から想像していたよりも、体たい軀くはずっとしっかりしていた。実物を見ると、騎獣としての安心感が増す。黒目に宿る光も馬と似ていて穏やかだ。

「車かソリを引かせてもいいが、それほどの距離でもないから騎き乗じようで構わないか？」

「大丈夫ですわ。むしろ興味があります」

「そうか」

　うなずいたイスカに抱かかえ上げられ、北の鹿の背中に乗せられた。そのあとでイスカ自身もフローレンスの後ろに跨またがると、彼女の身体を囲うように手を伸ばし、手た綱づなを取った。

（わ……っ）

　乗馬のできないフローレンスが落ちないように、という至し極ごく当然の流れだが、だから何とも思わないかというと、そんなことはない。先日吹雪ふぶきにあったミリアを助けに行ったときも同じ体勢だったが、あの緊急事態とは心の在りようが全く違う。

「並なみ足あしで行くから心配しなくていい。──行くぞ」

　フローレンスが体を固くした緊張の理由を勘かん違ちがいしたイスカが優しくそう言った。悪あく路ろを走る馬の背からも振り落とされなかったのだから、そちらの心配はまったくしていない。心配なのはむしろ自分の心しん音おんの速さの方だ。

（落ち着け落ち着け……っ。殿下は平然としてるんだから、これは多分わたしの気にしすぎ！　……なの？　そうなの？　緊張するわたしが意識しすぎなの？　分かんない!!）

　とにかく、後ろのイスカに気付かれたくないのだけは確かだ。万一にでも指し摘てきされたら、耐たえ難がたい羞しゆう恥ちに襲おそわれるに違いない。

　軽けい快かいな足取りで歩き始めた北の鹿は、ややあって町を抜けた。そうして町から離れてしまえば、目印のない大雪原に入る。

　他国であれば供ともも付けずに王族二人が町の外、しかも街道からも外れた場所にいるなど正気の沙さ汰たではないが、ラハ・ラドマはそれが通る国なのだ。危険なのはせいぜい野生の獣けものだけ。その獣たちも、人工の物がある所には寄りつかない。

　やがて辺あたりが完全に自然のみの景色になったとき、フローレンスは口を開いた。

「セクト殿下と、何を話されていたのですか？」

「国の在り方について、少しな」

「クライメル卿のことですか？」

　今一番近くに迫せまっているのは、正教会の客人への対応だ。

「いや、そちらとは関係なくうちと、他国との差がな。あいつにはもどかしくて堪たまらないんだろう」

「ああ……」

　そうか、と納得した。

　セクトは留学先でラハ・ラドマに有ゆう益えきな人脈を築きずいているのだろうが、きっとそれだけでは足りない、と思ってしまったのだろう。他国の豊かさを見てしまえば、どうしたって国力の差を思い知ってしまう。

「焦っているだけだ。冷静になれば、あんなこと……」

「セクト殿下は、何と？」

「口が滑すべっただけだと思う。だから今は……すまない」

「分かりました」

　イスカが言いたくないのであれば、無理に聞き出すこともないだろう。

　国策の提案といったようなものなら、セクト一人でどうこうできることではないし、フローレンスが口を挟めるわけもない。

（そんな無茶を言うようには見えなかったんだけど……。殿下のこの様子だと、結構なことを言ったのでしょうね）

　フローレンスの印象では、セクトは幼いなりに自国の未来を懸けん命めいに考えていたし、そのために己ができることをしようとしていた。そして今回彼が正教会神官を招いたことも、ラハ・ラドマの将来のために間違ってはいない。

　他国の王女であるフローレンスの前で、失しつ言げんがないよう気を付けてはいただろうが──目指す先が、イスカとそれ程乖かい離りしているとも思えなかったのだが。

（だとすると、その方法が無む謀ぼうだったのね）

　周りが見えなくなる年齢だ。浅せん慮りよな考えを持つこともあるだろう。

（自分の無茶が通らないことに、セクト殿下は感謝するべきだわ）

　引き止めてくれる身内がいることを。

　そうこうしているうちに、目的の建築物が徐じよ々じよに輪りん郭かくを現してきた。所々崩れてはいるものの、まだしっかりと建てられた当時のまま、円筒形の外がい観かんを保っている。

　建物を視界に捉えてしばらくして、北の鹿は目的地である闘技場跡の前で足を止めた。入り口付近に繫いで待たい機きさせ、フローレンスはイスカの背を追い、中へと入って行く。

　人の行き来の少ない通路の空気は淀よどんでいたし、硬い石造りの床に反はん響きようする足音は寒々しい。好んで長居はしたくない場所だ。

　史し跡せきのためか、建物は丁てい寧ねいに維い持じされていて、通路に積もる埃ほこりの量も多くはない。先程北の鹿を繫いだ器具も、せいぜい年単位の傷いたみ具合だった。

（実際に来てみると、やっぱりぞっとするわね）

　見み世せ物ものとして、ときには命さえ秤はかりに載せて剣けん闘とうが披ひ露ろうされた、残ざん虐ぎやく性せいの高い娯ご楽らく施し設せつ。

　自分が歩いている通路を、人の生死を遊ゆう興きようとして楽しんでいた人間が同じように行き来していたかと思うと、気分が悪くなる。

「貴女にとって、ここは望ましくない場所なんだな」

「……殿下には、違うのですか？」

　嫌な場所だとは言いづらかった。つい質問の形で返す失礼な形になってしまい、慌てて言い添そえた。

「ここは、人が命をあまりに軽く扱った場所です。忘れないことは重要だとは思いますけれど……」

「そうだな。一番の理由は、もちろん忘れないためだ」

　かつてここで日常的に行われていた悲劇を、繰り返さないために。

　しかし、そのあとに続けられたイスカの言葉は、フローレンスを驚かせた。

「だが俺は、この歴史も誇りに思う」

「……意外です」

（汚お点てんだって言うなら分かるけど）

　つい顔をしかめそうになり──慌てて気を取り直して引き締めたところで、暗い通路を抜けて外に出た。急な光量の変化のおかげで、不自然な顔の強こわ張ばりも自然になっただろう。

　別に見られていたわけではないが、何とはなしにほっとする。

　抜け出た先は、中ちゆう腹ふく程度の高さにある客席の只ただ中なかだった。

（広い……）

　ぐるりと全体を見回して、フローレンスは悪お寒かんを感じて息を詰める。

　今は空からの建物。でもここに、この広さを埋めるほどに──闘技を余よ興きように楽しむ人間が詰めかけていたのだ。

「俺にとって、ここは大切なものを守るために足搔いた証あかしの場所だ」

「！」

　均ならされた土でできた舞台を見下ろしながら言ったイスカに、フローレンスは目を見開く。

「奴隷であることから逃げただけの祖先は、生き抜く術すべを持っていなかった。こんな辺境にまで逃げた奴隷を、わざわざ捕つかまえに来るような相手もいないというのに。恐きよう怖ふに怯えて創り上げた幻げん想そうの相手と戦うために、自みずからを鍛きたえ続けてしまうぐらい、考える土ど壌じようさえ養やしなわれていなかった」

「それだけ、恐ろしかったのでしょう」

　連れ戻され、再び消しよう耗もう品ひんへと堕ちることが。

「そう思う。だから、俺たちは未いまだに剣を捨てられないんだろう」

　ラハ・ラドマの国章は、双そう剣けん六りつ花か。イスカが言っているのは、建国から不動に存在する二本の剣のことだろう。

「奴隷解放宣言が成されて、ラハ・ラドマは国になった。けれどこの土地で生活していくのは難しい。……当然だな。人が寄りつかない僻へき地ちを選んで逃げ込んだのだから」

　奴隷という身分から解放され、土地の貧まずしさに苦しめられても、南に移る人間はきっと多くなかったに違いない。

　そんなある日、気付いてしまった人がいた。

　──『自分』が資源であるということを。

「人の売ばい買ばいは、俺たちの祖先にとってごく身近にあるものだった。だから今度は自分で自分を売るようになったんだ」

　当時西大陸は中央大陸の覇は者しや、大だい砂さ漠ばく帝てい国こくと戦争の最中だった。傭よう兵へいとして自らを売り込んだラハ・ラドマ国民は、そこで自分たちが優秀な兵士であることを知ってしまう。

　結果、さらに多くの民が傭兵として戦争に参加し、自国に報ほう奨しよう金きんを持ち帰ることになった。唯ゆい一いつの産業として周知されるほどに、それが当然のことになってしまったのだ。

「ここは武ぶ技ぎを高めるための場であり、同時に他国に自らを売り込む場でもあった。それからもっと単純に、日ひ銭ぜにを稼ぐ手段でもあったな」

「……ごめんなさい」

「何がだ？」

「わたしは……買う側の人間の目でしか見ていませんでした」

　フローレンスがこの場を汚点だと感じたのは、人を商品として扱った過去を嘆なげかわしい、と思ったからだ。

　抱いた嫌けん悪お感かんそのものが間違っているとは思っていない。だが商品となっていた人々に対して、哀あわれみ以外の感覚を一いつ切さい持たなかった。完全に自分と切り離していた証しよう拠こだ。

「喜ぶべきだと思う。それだけ遠い過去になったのだと」

「殿下……」

「俺は、この国に取引を持ちかけてくれたシェイル・コーレスに感謝しているんだ。貴女にも」

　イスカの声は凪いでいた。

　文字通り命をかけて、己の守るべき者を守ってきた先人の足そく跡せき。しかしそれは同時に力による略りやく奪だつの歴史でもある。

　残ざん酷こくな過去だっただろう。愚かさゆえに他の方法を知らずに歩んだ悲劇だっただろう。

　それでも皆、己のできる、考え得る中で、居場所を守るための道を自ら選び取ってきた。

　そうして創つくられた道の果てに、今がある。

「俺たちは幸せだ。すでに基き盤ばんが作られた道の上に立っているのだから。だからこそ俺は、ここを国として創り上げた祖に恥はじない生き方をしたい」

　願われた未来を担になう通過点に生きる一人として。

「この国の歴史は、栄光とは程遠い。だが未来を共に歩む貴女には見てほしかった」

「……ええ」

　訪れたときとは少し変化した心境を自覚しながら、フローレンスはうなずく。

「貴方の言葉で聞けてよかった」

（悲劇を刻きざんだ国だからこそ、ラハ・ラドマは優しくあろうとしたんだわ）

　そして、今の誠実で穏やかな国民性を創り上げた。

「この場所が、更さらなる過去になる日が来ればいいと思っている」

「きっと、なっていきますわ」

　正教会に認められれば、国としてまた少し、前進する。

「ありがとう。──それとフローレンス、実は貴女に訊きたいことがある」

「な、何でしょうか」

　改まった口く調ちようでそう切り出され、妙にどきどきした。訊ねられてまずいことなどもうないはずなのに、緊張するのはなぜだろう。




「なぜ俺ではなくセクトを名で呼ぶ？」




「……はい？」

　一瞬、何を言われているか分からなかった。

　それから一いつ拍ぱく置いて理解はしたが、意識してのことではなかったので、答えに詰まった。

（わ、分かればそれでいいんじゃないかな）

　とっさに思い浮かんだ正直な答えはそれだ。だが、そう口に出すのはあんまりな気がする。それにイスカの疑問に対する答えでもない。王子二人を区別するためなら、それこそイスカを名前で呼んでも構わないはずだ。

「フローレンス」

（あ）

　呼ばれて気が付く。彼に優しく自分の名前を口にされるのは、好きだ。

（そう、よね。『殿下』って敬けい称しようだもの）

　彼を指し示す単語ではあるが、彼だけを指すものではない。

　自分ならどうだろうか。イスカに延えん々えん王女殿下と呼ばれ続けるのは──

（ちょっと寂しい、かも）

　どうせなら名前で呼んでほしい。納得した。

「あの、理由は別にないのですが……」

　それならばと思ったのに、なぜだろう。決めた途と端たん、舌が痺しびれる。

「イスカ、さ」
















　耐え切れずにやっぱり敬称を付けようとしたところで、唇くちびるの前に人差し指を立てられ、続きを飲み込んでしまう。触ふれられてもいないのに、その手振りだけで従ってしまった。

「敬称は必要ない、と言ったらうなずいてくれるか？」

　フローレンスのためらいによる抵てい抗こうを、見事に阻そ止しされる。

「貴女に他人のように呼ばれたくない……というのは、贅ぜい沢たくか？」

（さりげに卑ひ怯きような言い回ししてくるのよねっ。多分意い図とはしてないんでしょうけど！）

　ここで突っぱねれば、貴方とは他人です宣言をするに等しい。そこまでじゃない。

　ならばもう、うなずくしかないではないか。

「呼び方で関係の深さを測はかりたがるのは、男性の悪い癖くせですわ。──でも、貴方が望むのなら……」

　了りよう承しようしたフローレンスに、イスカは笑った。嬉しそうに。

「ああ。ぜひ。──それと」

「ま、まだ何か」

「どちらかと言えばこちらが本題だ」

（今のが前ぜん哨しよう戦せんなら、本戦は一体何がくると……!?）

　呼吸を整え、心理的に身構える。

「好きな意い匠しようを教えてほしい」

「意匠、ですか？」

「婚約指輪、まだ渡していなかっただろう」

「え、ええ」

　フローレンスの左手の薬指には、まだ何も飾られていない。自分から言い出すのははばかられてできなかったが、心こころ許もとなくは思っていた。

　ラハ・ラドマに来て早々慌ただしい事件に巻き込まれたので、機会を逸いつしていただけなのだろうが、イスカの方から切り出してくれたのにほっとする。

「作り直そうと思うんだ。もう少し待っていてくれるか？」

「え？　なぜですか？」

　作り直すということは、指輪がもうあるということだろう。無駄な出しゆつ費ぴになるだろうに、どうして──と不思議に思って素直に訊ねた。

「意匠が……その、花冠の王女エスカ・トロネアラなんだ。貴女はあまり好きではないだろう？」

「……あ。え、と……。いえ、そんなことは……」

　好きか嫌いかの二択なら、嫌いである。

　その見事な絢けん爛らんさを認める感性は持ち合わせているが、それ以上に花冠の王女エスカ・トロネアラはフローレンスの天敵なのだ。

　しかしこの流れで嫌いですとはとても言えない。フローレンスが言葉を濁にごすと、イスカにやはり、という様子でうなずかれてしまった。

　普通に考えれば花冠の王国の姫が身につけるものとして相応ふさわしい意匠だろう。何度も交かわした手紙のやり取りでも、花があまり好きではないなどと書いたことはなかった。むしろ、そんな親しい内容にまで発展させてもらえなかった。

「貴女には謝りたいと思っていた。まあ、その、色々……花はな責ぜめにしてしまったしな」

「あぁ……」

　つい、フローレンスは遠い目になる。出迎えのアレは、間違いなく望ましくないものだった。

「すまなかった」

「き、気にしておりませんわ。だって、わたしのために用意してくださったのですから」

「でも、貴女は喜べなかっただろう？」

「い、いえ！　お気持ちは嬉しかったのです！　本当に！」

　身を守るために取ってしまった態度は散々だったが。

「だがせっかくなら、心から喜んでほしいと思うんだ」

「今ここにいられるだけで、わたしは充分、嬉しいですわ」

　答えつつ──フローレンスは心の中で大いに慌てた。

（ど、ど、どうするべきなの、これ）

　あまり好まない意匠だろうから、という理由で、身につける物まで気き遣づかってくれるイスカの心遣いは嬉しい。もし相手に有り余る財ざいがあるのなら、フローレンスも迷わず、贈り主の顔を立てるだろう。

　しかしここはラハ・ラドマ。余計な出費はなければないだけいい。

　そして実のところ、フローレンスは物にそれほどの拘こだわりを持っていなかった。極きよく論ろん、用が足せればそれでいいとさえ思っている。

　つまり婚約指輪を作り直すというそれは、余計な出費に入る。

（でも！　でもそれを言ったらダメな気がする！）

　イスカはきっと、気を遣われたと思うだろう。それも間違いではない。

（どっち!?　正解どっち!?）

　迷めい惑わくをかけてはいけない。ならばここは、相手に不快な思いをさせない言い回しで断るべきだろう。

（角かどが立たない断り方を！　ええと、つまり……！）

「歓迎からやり直すわけにはいかないが、せめて婚約の証ぐらい──」

「いえ、結構ですわ！」

　瞬間、焦りに焦った思考が口から出させたのは、拒絶と言っていい強さの、角が立つとしか言いようのない一言だった。

「……」

「……」

（はぅっ……！）

　互いに押し黙った空気が、重い。

（なぜそうなった、わたし……ッ!!）

　直前の思考はどこへ行った。

　いや、分かってはいたのだ。分かってはいたのだが、とにかく遠慮しなくてはという意志だけが先走った。

「いえっ、そうではなく！　本当に、あくまでもっ、充分ですということで！　そのままいただければ嬉しいですわ！」

「そ、そうか」

「はいッ！」

　勢いきおいを込めて付け加えたが、イスカに納得した様子はなかった。危き惧ぐした通り、気遣われている──と思わせてしまっただろう。

　後からの言葉にきっと説得力は薄うすかった。言っている当人のフローレンスでさえそう思うのだ。間違いない。

（いっそ……いっそ作り直してもらった方がマシだったのかもしれない……。国にはお金のかかる姫だなとか嫌がられたかもしれないけど……。いろいろ酷ひどすぎる……）

　何かもう泣きたい。

　もっと如じよ才さいない言葉選びができる人間だと思っていたのに、イスカが相手だとどうしても駄目だ。気持ちが焦って言葉にまで結ばれてくれない。

「……なら、その。日を改めて、また」

「は、はい」

　──吹きすさぶ風が、心なしかいつもより冷たく感じる。

「……戻るか？」

「……はい」

　微妙な空気を払ふつ拭しよくできないまま、フローレンスはうなずいた。
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　──フローレンスは一つ悟さとった。

（殿下に対してぶっつけ本番とかもう、絶対無理！　原げん稿こうが必要だわ！）

　闘技場から戻ってから、フローレンスは弁べん解かいの原稿の作成に取りかかった。

　しかし練ねりに練ったせいで進しん捗ちよくは芳かんばしくない。そうこうしているうちに、ハイヴィス来訪の日になってしまった。

　その後のイスカが忙しくしていたせいで、というかおかげでというか、話す機会が得られないまま今日に至る。不自然に避さけるような気まずさが発生しなかったのはよかったが、あれから満足に顔を合わせていないことにも、やっぱり気分が沈しずむ。

　もの凄すごく迷ったが、当初の予定通り、フローレンスはハイヴィス出迎えの場に同席することを選んだ。

（希望は持つべきだと思うけど、やっぱり正教会が相手っていうのが、どうにも信じられない）

　純粋な期待で友人を迎えるセクトには悪いが、だからこそ自分くらいは疑っておくべきだろう、とフローレンスは思っている。

「フローレンス様、大丈夫ですか？　お顔の色が優れませんが……」

　そう気遣うジゼルも、ハイヴィスの来訪が通つう達たつされてから、緊張のためか塞ふさぎがちだ。

　基本、人の悪意を疑わないラハ・ラドマの国民性であるが、そんな彼らをもってしても、嫌悪を隠さない正教会の露骨な態度には、苦手意識を拭ぬぐえないのだろう。

　だから余計に明るく、冗じよう談だんめかして首を傾かしげて訊ねてみせた。

「顔、そんなに酷い？」

「いえ！　多分男性は気付かないと思います」

「そうですわね。それぐらいです。でも姫、お分かりいただけたなら、もう夜はきちんと休んでくださいませ」

　にこにこ、と笑いつつ、ミリアの声はひんやりとしている。

（け、結構怒ってる……）

「き、気を付けるわ」

　夜中になるとあれこれ気になって寝付けなくなるのだが、確かに良くない。ただでさえ婚約者は美貌の妖よう魔ま。これ以上、溝を空あける自じ虐ぎやくに走らなくてもいいだろう。

「じゃ、じゃあそろそろ行って来るわ」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　ジゼルに恭うやうやしく見送られ、フローレンスはミリアを伴ともない部屋を出た。

　ラハ・ラドマ国民に多大な心しん労ろうを強しいている相手ではあるが、おそらく、国民と同等かそれ以上にもう一人──

「アルフルードはどうしているのかしら」

「クライメル卿がいらっしゃる間は別館で生活するそうですわ。ほぼ毎日部屋に引きこもることになると思います」

「やっぱりそうなのね」

「仕方ありません。アルフルード様もご理解なさっていらっしゃいますわ」

「ええ」

　アルフルードがイスカに、そしてラハ・ラドマに持っている好意はフローレンスも知っているので、そこは心配していない。引きこもり生活の遣やる瀬せ無さと退たい屈くつさをよく知っているので、気の毒だとは思うが。

「セクト殿下の話だと、クライメル卿は大砂漠帝国についてもあまり拘らない方らしいけれど、お付きの従神官の方たちがあまり好ましく思っていないようだから」

「ラハ・ラドマに来ることは了承しているはずですけれど、アルフルード様のことはまた別問題ですものね」

　正教会の聖典において、奴隷はあくまで人が堕ちたもの。しかし自分たちと異なる地で、別の文化を築き上げた異民族のことは、存在すら許容しない。そのため正教会の人間とアルフルードが顔を合わせることは、極力避けたほうがいいと結論づけた。

（西と中央が、聖典の作られたはるか昔から争い合ってたってことは、これだけで明白よね）

　最近では教義を鵜う吞のみにしている者も少ない。本格的に正教会にのめり込んでいる数割程度だろう。だが選民思想というのは支配者に都合がいいものだ。だから、信じていなくてもなくならない。

　実利と権力欲と歴史的対立の根深さとが重なって、どこも先に進むのが難しくなっている。

　息を一つ吐いて、フローレンスは意識して表情を作り直した。宮殿の玄げん関かん口ぐちでもある庭へと辿り着いたのだ。

　そこでは来客を待つラハ・ラドマの兵や使用人たちがぴしりと整列している。フローレンスはその中心にいるイスカのもとへと歩み寄った。

　──気まずさが湧き出て顔にまで表れそうになるのを、何とか堪こらえる。

（くっ。今すぐ指輪の言い訳したい！　でもそんな場合でもない……！）

　この場に同席することを望んだのはフローレンスだ。まごまごしていい立場ではない。

「殿下、あの」

　声をかけ、振り向いたイスカの顔が、やはり少し硬いことに気が付いた。

「……大丈夫ですか？」

「ああ。……分かってしまうか？」

「いいえ。普段の貴方を知らない方なら分かりませんわ」

　イスカの場合、まずその美しい造作に目が行くし、作っている表情の変化になど、親しくしていなければ気付くまい。

「そうか」

　イスカはほっとした様子で言って、しかし今度は表情をはっきりと曇くもらせる。

「貴女も万全ではないようだが。顔色が少し優れない。寝ていないのか？」

（え!?　分かるの!?）

　驚いたし──慌てた。

　まさか貴方への謝罪文を考えて夜よ更ふかしになっていますなどと、言えるはずもない。

　そんなことはない、と否定しようかと思ったが、イスカはフローレンスの体調の悪さを確信している。うなずいてはくれるだろうが、きっと誤ご魔ま化かせはしない。

「す、少し寝付きが悪かっただけですから……。どうか、お気になさらず」

「そうか」

　心配そうな気配は消えなかったが、すべてを拒こばんだ形になった闘技場の一幕のような重さは生まれなかった。

　だから、ふと思った。

（もっと素直に、そのまま言えばよかっただけなのかもしれない）

　下手に凝こった、気の利きいた言い回しなんか考えなくたって、伝えるべき気持ちの方こそを、大切にしてくれる人なのだから。

「貴女に無理はしてほしくないんだが」

「無理ではありませんわ。わたしが貴方とここにいたいのです」

（正教会にとって、わたしの立場はまだエスカ・トロネアの第二王女。内心でどう思われていようとも、表面上の礼れい節せつは損そこなわないでしょう。ラハ・ラドマに対してもおそらく同じ。エスカ・トロネアの目がある所で、法的に認められなくなった暴ぼう言げんを吐くような愚かな真ま似ねはしないはず）

　フローレンスの意図はそれだけだったのだが。

「そ、そうか」

「！」

　それは別の主張を表すことでもあると、照れを滲ませたイスカの動どう揺ようで気が付いた。互いの姿を映す瞳の中に、同様の理解をした熱が生まれている。

　ラハ・ラドマ側に立つ──イスカの婚約者として、未来の妻としての立場を強調すること。先だってもシェイル・コーレスの王女相手に同じことをしたはずなのに。

（な、なんで今更、恥ずかしいとか思うの……!?）

　状況は何も変わっていないのに、と考えて、すぐに自分で訂正した。

（違うわ……）

　前のときは立場を使っただけだった。けれど今は、気持ちの上でも本物になりたいという想いが、フローレンスにあるから。

　イスカもフローレンスの主張を拒まなかった。それはつまり。

（い、いいってことよね？　そういう意味でここにいても）

　堪らない恥ずかしさを感じる。けれど、心が喜んでもいる。

　ハイヴィスの訪れを告げる兵の声がして、ようやくフローレンスとイスカは、揃って互いから視線を外した。

　到着した馬車の扉が開かれた瞬間、場の緊張感が頂点に達する。粗そ相そうがあってはならない、という気配をひしひしと感じた。

　件くだんの神官はゆっくりと降り立ち、皆の前に姿を見せる。

　暗めの赤毛に、夜空を駆かける雷かみなりを彷ほう彿ふつとさせる、鮮あざやかな紫むらさき色いろの瞳。しかしその容よう貌ぼうは中肉中ちゆう背ぜいで存在感が希き薄はくな、いたって平凡なもの。これだけ色しき彩さいが強いというのに、人混みに紛まぎれたらうっかり見失ってしまいそうだ。

　装いは正教会の正せい装そうである、裾すその長い白の神官衣に、金きん縁ぶちの赤の肩掛け。簡かん素そだが品と質は上等だ。

　彼はイスカとフローレンスの前に進み出て、丁寧な動作で礼を取った。

「はじめまして、イスカ・ヴァル・ラハラドマ殿下。並びにフローレンス・テア・エスカトロネア殿下。私はハイヴィス・クライメル。聖ソエル・メイカルダ正教会にて、正五位を授さずかっております。以後、お見知りおきを」

　ハイヴィスの態度は洗せん練れんされた厳おごそかさを持ち、相手へ敬意を払うものだった。聞く者をほっとさせる穏やかな声と喋り方に、場に安あん堵どの空気が流れる。

　──フローレンスの胸きよう中ちゆうを除のぞいて。

（この人のは、違うわ）

　たとえばイスカが話すときの、笑いかけてくれるときのような温かさを彼からは感じない。耳に入ってくる言葉の抑よく揚ようが不自然だ。優しく響ひびくのに、淡たん々たんとしている。聞いた人間に意図通り響くようにと、訓くん練れんされた人間が発する馴染みのある口調だ。

　しかし、それは立場のある人間であるなら当然のこと。ハイヴィスの態度が友ゆう好こう的てきであるのは間違いない。装っているのだとしても悪いことではない。表面上だけでも礼節を持って接してくれるのなら、正教会の人間としては理想的だとすら言える。

「こちらこそ歓迎します。どうぞごゆっくりお寛くつろぎください」

　型通りの挨拶を終え、ハイヴィスと彼のお付きで訪れた従神官四人が、侍女によって宮殿内へと案内されていく。セクトもハイヴィスについて行った。初めて訪れた異国に、友人が戸惑うことのないようにだろう。

（セクト殿下が素直に歓迎してるのは分かるけど、クライメル卿から好意らしきものが全然感じられない……。公おおやけの場だからそうしているだけ？　でも……何だろう、この感じ）

　ハイヴィスの態度は明らかに作ったものだったが、悪いものではない。ほっとしてしかるべきなのに、フローレンスがハイヴィスに抱いたのは不安感。

（どうして？）

　正教会の神官だからと、初めから疑ってかかっているせいだろうか。

（わたしが構えているせいかもしれない。でも、刺激された理由は見つけて、納得したい）

　引きこもりであったフローレンスに人を見る目が養やしなわれているはずもない。自覚があるからこそ、ハイヴィスに抱いた不安感が怖かった。

　臆おく病びようさが生んだ気のせいならそれでいい。だが気のせいである確証が欲しい。

（近いうちに、クライメル卿と話してみよう）

　もう少し話して人となりがはっきり見えてくれば、安心できるかもしれない。

　ハイヴィスとセクト、そのお付きの従神官たちを見送るフローレンスに、そっとミリアが近付いて、耳打ちをしてきた。

「クライメル卿は分かりませんが、他のお付きの方は相当、ラハ・ラドマ訪問に乗り気ではなかったようですわね」

「何か言ってた？」

「はい。唇の動きだけですが。──『奴隷の国が』と」

　正教会の人間がよく口にするという蔑べつ称しよう。フローレンスは天を仰いだ。

「連れてくる人員がそれでは、セクト殿下との友情も怪あやしいものね」

　セクトには悪いが、疑いの要素がまた一つ増えてしまった。
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　セクトの帰国とハイヴィスの来訪が滞とどこおりなく済み、夜会の開かい催さい日びが正式に決まった。

（まずい！　全然成せい果かが出ないッ）

　探してもらった空あき部べ屋やで、時間を見つけてはミリアと二人でダンスの練習に明け暮れつつ、フローレンスは本格的に焦あせりを覚え始めていた。

　幼い頃からの引きこもり生活のせいで体力は壊かい滅めつ的てき。加えて運うん動どう神しん経けいも、元々いい方ではないようだ。

　だが嘆なげいている暇ひまなどない。舞ぶ踏とうは教きよう養ようなのだ。形になるようにしなくてはならない。

　そちらももちろんだが──フローレンスにはもう一つ、ダンスと同等の悩みが付いて回っていた。

「ねえ、ミリア」

「何でしょうか、姫様」

「男の人の機き嫌げんって、どうやって直すものなのかしら」

　練ねりに練った原げん稿こうは、一いつ旦たん捨てることにした。角かどの立たない表現に苦く心しんするよりも、必要なのは素直になる覚かく悟ごと度ど胸きようだと気が付いたためだ。これだけは伝えなくては、という条じよう項こうを、箇か条じよう書がきにするだけで充じゆう分ぶんだった。

　……気が付くまでに大だい分ぶかかったが。

　だからそちらはそれでいいのだが、イスカの気分を害したことはまた別問題だ。

　先日の態度を見るに、なかったことにしようとしてくれているのは分かるが──フローレンスとしては、負ふの方向で終わったまま流したくない。

「まあ。何かイスカ殿でん下かのご気分を損そこねることを？　大たい概がいのことなら笑って済ませてくださる方だと思っておりましたけれど」

「損ねたっていうか……。気落ちさせたかな、って思う」

（殿下は、わたしの失礼には怒らなかったわ）

　ただフローレンスが固こ辞じした理由の一つを、正確に察さつしてはいた。

　決して互いへの悪あく感かん情じようからではないが、結果として気まずいものになっている。

　くる、とターンをして──足がもつれてたたらを踏ふむ。疲れてきたようだ。

　ミリアもそう思ったのか、部屋の隅すみに置いてあるソファを示した。

「少し休きゆう憩けいいたしましょう」

「うん」

　フローレンスを座らせると、ミリアは頰ほおに手を当て、困ったように首を傾かしげた。

「姫のお力になりたいのはもちろんなのですが、わたしもあまり男性と接する機会がないので、何とも言えませんわ」

「あ……。うん。えっと、……ごめんなさい」

　申し訳ない気持ちになって、フローレンスは謝った。

　二は十た歳ちを越えても独身であるミリアは、すでに立りつ派ぱな行き遅れだ。それが自分に付き合ってくれているせいだと、言われたことはないが分かっている。

「姫様に謝っていただくことなどありませんわ。ただご縁えんがないだけですもの」

　器き量りよう良よしであるミリアに縁がないはずがない。だが本人は平へい然ぜんとして微笑ほほえみ、そんなことを言ってのける。

（わたしも落ち着いたんだし、ミリアに相応ふさわしい相手を見つけるのに協力しないとね！）

　この国ならばフローレンスもアレルギーを恐れず堂々と出歩くことができる。きっと良りよう縁えんを見つけられるはずだ。

「それより、姫。慣れないわたしたちが推すい量りようするよりも、ここは信頼のおける男の方に訊きいた方がよろしいのでは」

「信頼できる男性、ね……」

　それは中々、難むずかしい条件のような気がした。

　言ってはみたものの、ミリアにも心当たりはないのだろう。しばしの沈ちん黙もくが流れる。

「フローレンス様、失礼します」

　そこに丁ちよう度ど良くジゼルの声がかかり、フローレンスとミリアは顔を上げた。一度男性とも踊おどって確認しておいた方がいいだろう──ということで、ジゼルに口の堅かたい知人の紹介を頼んだのだ。

（その人……にはさすがにできないわね。ダンスが心配で、ぐらいならまだしも、見知らぬ人に相談することじゃないわ）

　過よぎった考えを打ち消し、さっさと諦あきらめたフローレンスだったが。




「姫が私に口こう外がい無む用ようの頼み事とは、一体どのようなことですか」




「有りね！」

「有りですわね！」

　現れた人物に、フローレンスは側かたわらのミリアと小声でうなずき合った。

　極ごく秘ひのダンス練習相手として連れてこられた男性は、イスカの従者であるアルフルードだった。相談相手としてこれほどの適てき任にん者しやもいないだろう。

「おそらく今はいつもよりお暇だと思いましたので、お連れしました」

「とてもいい人選だわ！　ありがとう、ジゼル。貴方あなたも、よく来てくれたわね」

「姫の名前を出されれば断ことわれないでしょう。それで、どのようなご用件で？」

「ダンスの練習に付き合ってちょうだい」

「……は？」

　フローレンスが口にした頼み事に、アルフルードは怪け訝げんな顔をした。

「実は人前で踊るのは初めてなの。殿下に恥はじをかかせないためにも、協力してちょうだい」

「冗じよう談だんでしょう。エスカ・トロネアの姫が──」

　眉まゆを寄せて言いかけて、フローレンスが病弱で自国の公式行事にすら顔を出さないと有名であったことを思い出したのか、アルフルードの言葉は途中で切れた。

「……分かりました。ただ先に言っておきますが、私は上う手まくはありませんよ」

「ステップを覚えていて、足を踏んでも怒らないでくれる度ど量りようがあれば充分よ」

「さすがにそこまで狭きよう量りようではありません。お手をどうぞ、姫」

「ええ」

　差し出された手を取って立ち上がり、アルフルードの腕に手を置いて少し見上げる。距離の感覚がイスカと近い。練習には丁度良さそうだ。

「ねえ、アルフルード」

「何です」

　彼のリードに合わせて踊りつつ、声をかける。なるほど、自じ己こ申しん告こくするだけあって上手くない。ステップなら覚えています、というフローレンスといい勝負だ。

　お互いの呼吸が嚙かみ合わないせいで、間違ってはいないのに何ともぎこちない。しかし動きそのものはゆったりとしたものなので、喋しやべることに不ふ都つ合ごうはなかった。なのでついでに、あの相談事を持ちかける。

「男の人の機嫌を取るには、何をするべきなのかしら」

「はァッ!?　痛っ」

「あっ」

　アルフルードがいきなり足を止めたせいで、彼の足に躓つまずいてしまった。

「今のは不ふ可か抗こう力りよくよ！」

「分かってますよ。というか、なんでそんなことを俺に訊くんです」

「わたしが知っている中で、一番殿下に近しくて歳としもそれなりに近そうだからよ」

「……光栄ですと言うべきなんですか？　クソ、何だこれ……」

　王宮内で耳にするには相応しくない悪あく態たいが聞こえたが、気にしないことにした。ダンスを再開したアルフルードから、嘆たん息そくが降ってくる。

「貴女の機嫌が良ければそれで充分じゃないでしょうか。殿下が一番気にしているのは、貴女の態度がぎこちないことですから」

「……機嫌が悪いわけじゃないわ」

「でしょうね。見れば分かります」

「!?」

　平然と言ったアルフルードに、フローレンスは顔を赤くする。

「どうして分かるの？」

　肝かん心じんの相手は余計な形で気にしているというのに。

「私が真まっ当とうな感性の持ち主で、他人だからでしょう。ちなみに殿下は自分に向けられる好意にもの凄すごく鈍にぶいですよ。殿下にとって、女性に好意的な態度を取られるのは普通のことなので、それが特別な好意だとは認にん識しきしませんから。お気を付けください」

「な、なるほど……」

（さすがだわ、妖よう魔ま……。婚約者としては全然嬉しくないけど……！）

　頰を引きつらせるのをかろうじて堪こらえつつ、納なつ得とくしてしまった。

　話しながら進行方向を切り替えるために位置替えをして──その瞬しゆん間かん、再度アルフルードの体が強こわ張ばり、足を止められてしまった。

「きゃっ！」

「！」

　ターンを踏んだときだったのが災わざわいして、今度は躓くだけでは済まなかった。転びかけて悲鳴を上げたフローレンスにアルフルードは手を伸ばして支えてくれ、ことなきを得る。

「失礼しました」

「大丈夫よ。でも急にどうしたの？」

　あまりに不自然な硬こう直ちよくだった。アルフルードが一体何を見てそれほど動どう揺ようしたのか、その瞬間に彼の目に入っただろうものを追って、視線を向けてみる。

　今までアルフルードが背にしていた窓の先に見えるものといえば庭ぐらいだ。外の景色に異常──というほどのものはなかったが、いつもと違う存在はいた。

（クライメル卿きよう……）

　そこでは丁度、セクトとハイヴィスが談だん笑しようしていた。

　ハイヴィスの接せつ待たいは主おもにセクトが受け持っている。そもそも彼の客なので妥だ当とうだ。

　二人の姿を確認したフローレンスは、アルフルードの動揺に納得する。正教会からラハ・ラドマ以上に嫌けん悪おの対象とされている異民族のアルフルードにも、相手と同様の忌き避ひ感かんがあっておかしくない。

「貴方には嬉しくない客人だったわね」

「いえ……。俺は、別に。正教会の言い分に、興味はありませんから。ただ……いえ」

「何？」

　上うわの空そらで返された、彼らしくない歯切れの悪い答え。言い淀よどんだ先を、フローレンスは促うながした。

　少しためらうように二、三度唇くちびるを震わせたあとで、アルフルードが口を開く。

「……故こ郷きようの知り合いに、似ていた気がしたもので。けれど違うと思います。似ている、だけです。きっと」
















　嫌いやな思い出を振り払うように、アルフルードは首を横に振った。

「たまにあるんです。似た人間を見間違えることが。酷ひどい別れ方をしたので気になっているのでしょうね。過か剰じような自覚はあります」

「故郷の知り合いということは、大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの軍部に似た人がいるということ？　でも、彼の容よう貌ぼうは……」

　ハイヴィスの肌は西大陸の人間と同じく、色が薄うすい。大砂漠帝国の大多数の民のような褐かつ色しよくではない。化け粧しようで誤ご魔ま化かすにしても無理のある差だ。

「そいつは混こん血けつなんです。そうなることを目的に、攫さらってきた女に生ませた成功例ですから、容姿はむしろ西大陸の人間に近いですよ」

「……」

　さらりと口にされたが、聞こえのよくない話だった。

「失礼しました。余計なことでしたね」

　無言になって体を硬くしたフローレンスに、失しつ言げんだと思ったのだろう、アルフルードはすぐに謝しや罪ざいをした。それから軽く首を振る。未いまだ衝しよう撃げきを引ひき摺ずっている自分を追いやるように。

（まさかよね？）

　アルフルードが自分で否定した可か能のう性せいを、フローレンスは一応、考えてみた。

　西大陸の中に紛まぎれ込ませやすい人間を潜せん入にゆうさせる意図は分かる。だがその人員を、大砂漠帝国がラハ・ラドマに向ける理由はない。辺へん境きよう小国に送り込むぐらいなら、大砂漠帝国にとってもっと有意義な場所はいくらでもあるはず。

　考え込むフローレンスへと目をやって、アルフルードはふと、訝いぶかしげに眉を寄せた。

「……というか、なぜ俺が大砂漠帝国の軍人だと？　話したことがありましたか？」

「多分そうだろうなと思っていただけよ。そしてきっと、一般から出しゆつ世せした上じよう級きゆう将しよう校こう。王宮に上がって、貴き人じんと接する機会がある身分も与えられていたのではないかしら？　貴方の所しよ作さは後学で身につけたものだろうし、こちらとは違う作法も稀まれにしているもの。でもどちらも徹てつ底ていされてはいない。今も含めて、貴方は相当上じよう司しに恵まれているわね」

　その緩ゆるさを許してくれて、かつ、非ひ礼れいを働いたときに庇かばってくれる上司がいたはずだ。

「……当たっています。他国に知れると面めん倒どうなので、声を大きくして言われると困りますが……。まあ、貴女あなたはやらないでしょう」

「やらないわね」

　今は小休止となっているとはいえ、大砂漠帝国は西大陸各国にとって長年の仮か想そう敵国だ。アルフルードの身元が知れれば良からぬ目を向けられることは確実だろう。

　しかし実は、内乱に疲ひ弊へいし西大陸に逃げ込む帝国の難なん民みんは、以前から多少なりとも存在しているのだ。何しろ最後に争ったのが数十年前なので、前線から遠い国の若い人間だと、それほどの確かく執しつを感じていなかったりもする。

　だが敵であるという意識は上の人間から刷すり込まれているし、他国民であることに違いはないので、真っ当な職に就つけることはほとんどない。個人の才覚を重じゆう視しするエスカ・トロネアを始めとする数ヶ国においては皆かい無むではないが。

（ラハ・ラドマ国民に限って言うなら、本当に人が好いだけなんでしょうけど）

「ご想像がつくと思いますが、俺は真っ当に西大陸に入ったわけではありませんから。この国に来られたことを幸運だと思っています」

「わたしも、ここに来られたことをそう思っているわ」

　嫁とつぎ先に選んだ国がラハ・ラドマでよかった。心からそう思う。

　フローレンスの顔が、自然、優しく綻ほころぶ。無意識に主しゆ張ちようされる好意に、アルフルードは眉を寄せた。

「姫ご自身は、そうなのかもしれませんね。ですが……」

「？」

「フローレンス姫。大砂漠帝国でラハ・ラドマが何と呼ばれているかご存知ですか？」

「こちらでは英雄となっている何人かが、大だい悪あく人にんになっているとは聞いたことがあるわ」

「そうですね。当時のラハ・ラドマが残した戦せん禍かは、多大な爪つめ痕あとを残していますから。──双そう剣けん六りつ花かの鬼き人じんの王国。会ったら逃げろの代だい名めい詞しです。今でも大砂漠帝国の人間は、ラハ・ラドマの名を聞くだけで士し気きが落ちます」

「──え。そ、そんなに？」

　アルフルードの言葉に、フローレンスは正直、驚いた。

　ラハ・ラドマは確かに過去、傭よう兵へい業ぎようを生なり業わいにしていた。他に産業となるものを見つけられなかったせいだ。

　歴史上、一番外貨を稼かせいだ産業には違いあるまい。だがそれよりずっと華はなやかな武ぶ功こうをあげた、大国の英雄たちも数多く存在する。

（苦手意識を持つなら、そちらに対してじゃないの？）

　だがアルフルードの言い方では、ラハ・ラドマこそが一番の脅きよう威いであったような──？

（もしかして、わたしの知ってる史し実じつと少し違う？）

　それこそ、国の名前を聞くだけで士気が落ちるほどであるならば。

「今でもラハ・ラドマの戦士は有ゆう能のうです。その気になれば、ラハ・ラドマはいつでも豊かになれるんですよ。暴ぼう力りよくでの侵しん略りやくという形でなら」

　冷静に戦力を見る元・軍将校は、迷いなく勝利を宣言した。

「俺がラハ・ラドマの戦力を自由に使えるなら、半年でエスカ・トロネアまで落としてみせます」

　アルフルードの瞳ひとみを見上げ、フローレンスは初めて、彼が怖い、と思った。

（可能なのかもしれないわ）

　人口も少ない辺境弱小国。西大陸の人間にラハ・ラドマの印象を訊たずねれば、何の力も持たない、取るに足りない国だと口を揃そろえて言うだろう。

　だが帝国の内戦──実戦の中で軍人を務つとめ、生いき延のびてここにいるアルフルードが、ラハ・ラドマ兵を『優秀』だと断だん言げんした。

（ん……？）

　ふと、イスカと闘とう技ぎ場じようへと向かう道程で交かわした話の内容を思い出す。

　今のラハ・ラドマは、他者から富を奪うばおうなどと考えない。しかし、もしかしたら。

（セクト殿下は、まさか……）

　もしアルフルードが周辺諸しよ国こくを侵略しようとして、ラハ・ラドマが動き出せば、きっと、どこも何もできないまま奪い尽つくされるだろう。

　なぜなら西大陸はずっと、エスカ・トロネアと正教会という二大支配者のもと、争いようもなく平和だったから。

（でも、いえ。そんな馬ば鹿かな）

　本人セクトに伝わらないとはいえ、一いつ瞬しゆん考えてしまった可能性をフローレンスは反省した。そんな愚ぐ行こうを望むだなどと、人格を貶おとしめるようなことを考えたのが申し訳ない。

「支配し続ける力は、この国にはありません。ですがそれが不要であることはお分かりですね？」

「ええ。財を略奪するだけなら必要ないわね」

　二人の間にひどく冷ややかな空気が流れる。それが途と切ぎれたのは、不意にアルフルードが微び笑しようを浮かべたときだった。大切な何かに思いを馳はせるように。

「まあ、現実には誰もそんなことにはうなずかないので無理な話ですが。やる気のない軍隊など、何の役にも立ちません」

　できるけれど、やらない。選ばない。そもそも選せん択たく肢しに入らない。

　フローレンスもそれには確信をもってうなずくことができた。

「シェイル・コーレスから氷の売ばい買ばいの提案を受けたのが三、四十年前でしたか。殿下の一族はそれ以降、一度も命を使った商売はしていません。他人の命がどれだけ安く使われるものかを知っている身としては、ただ敬けい服ふくします」

　その言葉には、苦さがあった。痛みを知っている苦さだ。

「人が集団になれば序じよ列れつができます。何の差もなかった奴ど隷れいたちの中で、殿下の一族が王に選ばれ連れん綿めんと続いているのは、彼らが常に、下に望まれている王者だからです」

　豊かな蛮ばん賊ぞくとなるよりも、貧まずしくとも誇りある人間となることをラハ・ラドマは選んだ。人ではないと蔑さげすまれながらも。

　──結果、自分たちを人間である、と認めさせることを成なし遂とげた。

「ええ。そうね」

（大丈夫）

　イスカもきっと、間違えない王となるだろうから。
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　夜会の開催を翌日に控ひかえた間ま際ぎわになって、ようやくフローレンスはハイヴィスとの面会を叶かなえた。互いの都つ合ごうを擦すり合わせたらそうなったというだけで、特に拒こばまれたり避さけられたりしていたわけではない。

　実際ハイヴィスはセクトが評ひようしたように、実に良い意味で神官らしく、そしてラハ・ラドマにとって好このましい客人であり続けている。

　来訪の目的として掲かかげられた通り、宮きゆう殿でん内で貴き族ぞくたちと会談し、城下に下りて町を視し察さつし、現地の歴史を学んでいた。そこでも何ら否定的な様子を見せていないという。

（自分が所属する団体が嫌悪してる異国に来て、完かん璧ぺきな好意を何の裏もなく演技で振り撒まくとか、気持ち悪すぎるっ。絶対、何かあるでしょう！）

　ハイヴィスがよっぽど面つらの皮が厚い性た質ちで、友情さえも照れて表現できない恥はずかしがり屋さんで、実は心の中では溢あふれんばかりの好意があるというなら、問題ない。

（いや、すっごい照れ屋さんの可能性も、なくはないわよ。世の中にはいろんな人がいるっていうし！）

　その場合はただの取り越し苦労なのでそれでいい。心の中で若じやつ干かん、ハイヴィスに申し訳なくなるだけで済む。

　しかしあらゆるものを繕つくろって居い座すわっているのなら、目的を知る必要がある。

　二人の間に本当に友情が成立しているのかを見定める目的もあって、フローレンスはハイヴィスとの仲ちゆう介かいをセクトに頼み、彼にも同席してもらうことにした。

　ミリアを連れ、ハイヴィスに用意された客室に訪れを告つげると、すぐに扉は開かれ、快こころよく招き入れてくれた。奥にはセクトの姿も見える。そこまでは問題ない。

　だが部屋の有あり様さまを目まの当あたりにしたフローレンスは、息を止めることになる。

　ハイヴィスは腰を落ち着けたばかりの客室に、余よ程ほど離れ難がたい趣味なのか大量の花を持ち込んでいた。彩いろどりを添そえるためにラハ・ラドマ側が用意していた分など、すっかり埋うもれてしまう量を、だ。三方の壁にわさりと花が溢れている。

（なにゆえ……!?）

　しかも飾られている花の趣味の悪さはどうだ。これでも『花か冠かんの王国』の王女であるフローレンスは、そこにあるすべての花の名前と特性を言える。

　色も形も様々だが、共通しているのは毒どく花ばなだ、ということ。

「ああ、失礼。驚かれましたか」

　扉の付近で硬直してしまったフローレンスの態度が、好意的なものでないのが分かったのだろう。ハイヴィスは軽く謝罪をした。

「ご心配には及びません。飾っているだけならどれも無害です」

「……存じていますわ」

　花のことを花冠の王国の王族に語るとは、馬鹿にしているのに等しい。

　フローレンスが冷ややかに応おうじると、ハイヴィスは再度、常と同じように、抑よく揚ようと雰ふん囲い気きだけは完璧な謝しや罪ざいをした。

　花か弁べんや葉、茎くき、根、樹じゆ液えきなどに毒が含まれる植物で、それを目的に精せい製せいすれば猛もう毒どくになる。だがハイヴィスの言った通り、飾ってあるだけなら人体には無害であり、花自体は可か愛わいらしかったり美しかったりするので、観賞用に使う者もいなくはない。

　しかし──しかし、存在だけでフローレンスには危険極きわまりない。

（実際もうヤバい気がする！　一分一秒、こんな所で話してられないわ！）

　すぐにここを離れなくては！

　扇おうぎを開き口元を隠しつつ、フローレンスは眉を寄せる。

「あまり趣味の良い環境ではありませんわね。場所を変えてお話ししましょう」

「そうですか？　残念です。王女殿下なら絶対気に入ってくださると思ったのですが」

（どういう意味よ!?）

　エスカ・トロネアの王女が、花はな責ぜめの歓かん迎げいに遭あうことは少なくない。ラハ・ラドマに来たときもそうだった。

　だが毒花だらけで歓迎されたことはさすがにない。

「こちらに嫁ごうとされている貴女ですから」

（確かに、ここにあるのは全部スノウフラウ近きん郊こうでも育てられる、強い植物だけど！）

　それにしたって毒花はないだろう。

　ハイヴィスの言葉を無視し、フローレンスは場所替えを決定事項として話を進める。

「今日は良い天気ですわ。外へ参りましょうか」

「構いませんよ」

　ミリアも連れてきているし相手も聖職者ではあるが、淑しゆく女じよ、しかも婚約者を持つ身で、狭い部屋の中、長時間異性と共にいるというのは好ましくない。その辺りの機き微びも含めて言うと、理解はしてくれたのか、ハイヴィスは固こ執しつすることなく了りよう承しようした。

「ほら、やっぱりあんまりいい趣味じゃないって言っただろう？」

「良い趣しゆ向こうだと思ったのですが」

　無害だと分かっていても、毒花に囲まれてやはり落ち着かなかったのか、セクトはフローレンスの主張に、むしろほっとしたようだった。

（分かってたなら言って！　セクト殿下！）

　ハイヴィスが良かれと思ってやっているのだと思えば、セクトが強く出られないのは──まあ、想像がつくが。

「フローレンス姫、どうしましょうか。やはり彩りのいい東の月げつ霜そうに行きますか？」

「いえ。今日は落ち着いた気分で語り合いたいのです。北の庭園にいたしましょう」

　イスカにアレルギー症しよう状じようを見られた月霜の庭はこの時期だともう無理だ。危険な気配がする。近付きたくない。

　フローレンスが具体的に名前を出せば、セクトもハイヴィスもそうですか、とうなずいてくれた。不ふ審しんがられた様子はない。

　安あん堵どに胸をなでおろして、そそくさと部屋から離れる。

　歩みを進めるフローレンスの隣となりで、ついてきたハイヴィスがくすり、と小さく笑う声がして、内心ぎくりとした。笑われるような行動を取ってしまっただろうか。

「どうかされまして？」

「いえ。私のような数ならぬ身が、エスカ・トロネアの王女殿下と言葉を交わす機会を得られるとは、大変光栄です。神の采さい配はいに感謝していたところです」

　当あたり障さわりないにもほどがある返事だ──と思って、ふと気が付く。

（そうか。自然すぎるから印象が散さん漫まんで、妙みような違い和わ感かんがあるんだわ）

　ハイヴィスの言動は大多数の人間の平へい均きんを割り出したもののように、すべてが無ぶ難なんで無個性なのだ。普通、己おのれを演じるにしても、見せたい『自分』は皆違う。そこには個がある。

　だが、ハイヴィスにはそれが感じられなかった。人混みに埋まい没ぼつするその容よう姿しと同じ。『彼』の印象がない。彼を言い表せと言われたら、『正教会の正位神官で……』のあとの言葉に詰まってしまう。

　その中で、毒花歓迎はずいぶん異い質しつだったと言える。

（趣味は悪かったけど、あれはそういう意味では気持ち悪くはなかったわ）

　あの毒花歓迎にはもしかしたら意い図とがあるのではないか。

　でもそれも、フローレンスが感じたことが正しければだが。

（とはいえ誰も、彼の態度を不自然に思ってる様子がないのよね）

　自分の感じ方がおかしいのだろうか。心こころ根ねがひねくれてる自覚はあるし。

　だとするなら──と自分の心しん性しように不安を覚えつつ、話を続けることにした。もっと、ハイヴィスに話をさせてみたい。

「まあ。クライメル卿こそ、お若くして正位を授さずかる方ですもの。優秀でいらっしゃるのでしょう？　わたしこそ、ぜひご教きよう授じゆいただきたいわ」

「お時間をいただけるのなら、喜んで」

「正位神官でありながら、他国に留学までされているのですもの。とても勤きん勉べんでいらっしゃるのね。──セクト殿下とは、いつお知り合いに？」

「セクト殿下が留学にいらして、すぐに。興味があったものですから」

「興味、ですか？」

　正負どちらとも取れる言い方だ。

　フローレンスが繰くり返かえすと、ハイヴィスは含みを感じさせない穏おだやかさでうなずいた。

「ええ。私は幼よう少しよう期きより正教会の中で育ちましたので、閉じた世界の常識しか知りませんでした。外に出て、よかったと思っています。知りたいことも知ることができました」

「知りたいこと、ですか？」

「人は人でしかない、ということです。そこに貴き賤せんなどありません」

　ハイヴィスの言葉は、正教会の唱となえる聖典の解かい釈しやくを、大きく逸いつ脱だつしたものだった。

（上うわ役やくがいないとはいえ……これを言えるのは相当のことだわ）

　本気で言っているのなら、自分の地位や家の立場を危うくしてでも貫こうという信念がなければ、まずできまい。

（言葉だけ見れば、本当に安心と期待をしていい方なのに）

　──だから余計に、噓うそくさい。

　心からの言葉というのをこの国でイスカやジゼルから受け取ったフローレンスには、どうにもその違和感が拭ぬぐえない。物事が徒と労ろうに終わったような疲ひ労ろう感かんが蓄ちく積せきされていく。ため息を堪え、辿たどり着いた庭園の四阿あずまやに腰を下ろす。

「ときに、フローレンス姫。貴女はなぜラハ・ラドマに嫁ごうと思われたのです？」

（あぁ……。またこの話なのね……）

　どこから誰が見ても不自然なのはよく分かっている。うんざりしつつ、仕方のないことだと気持ちを押し留とどめる。

　特に正教会からすれば、エスカ・トロネアの姫がラハ・ラドマに嫁ぐのは好ましくないだろうから、婚約に関しても一言ぐらい言われるのは覚悟しておくべきだった。

（今更だけど、破は談だんにさせたいとか？　なくはないかもしれないけど……）

　フローレンスに会いに来るより、エスカ・トロネアに文もん句くをつけた方が効こう率りつ的てきな気がする。耳には入ってこなかったが、苦情の一つや二つは言われていただろう。

　だがフローレンスの意志が優先されて実際この国に来られたのだから、そこまで大したものではなかったはず──と、思っていると。

「セリス殿下が、かなり強く擁よう護ごされたようですね」

（え。お兄様が？）

　──知らなかった。

（わたしが表舞台で生きられる場所がラハ・ラドマしかないから──陛へい下かもお兄様も認めてくださったのだろうけど、でも、お兄様がそこまで……？）

　ハイヴィスの言い方では、正教会側にかなり強い反発があったことを窺うかがわせる。それを撥はね付けてまで、なぜセリスはフローレンスの希望を通したのだろう。

（正教会に多大な不ふ興きようを買ってまで、わたしを嫁がせる利りはなかったはず）

　セリスはフローレンスを可愛がってくれているが、国の害になるような愛し方はしない。害になると分かっていれば、フローレンスもラハ・ラドマに嫁ぐことを諦めただろう。

　正教会の反発を受けてでも押し通す利が、一体どこにあったのか。

（いえ、今はお兄様の思おも惑わくを考えるときではないわ）

「ええ。お兄様にはとても感謝しています。イスカ殿下の妻となれる日を、ずっと心待ちにしていたのです」

　微笑み、ラハ・ラドマではなく、イスカの存在を強調してやる。

（普段はいろいろ落ち着かないけど、こういうときは殿下の美び貌ぼう、ありがとう！）

　大国の姫であろうとも、一人の少女としてイスカに恋をした──だから強引に嫁いで来たのだ。そんな言い分に説得力を持たせてくれる。

（否定できるものならしてみなさい！）

　そしてできなければ、この話はここで終わりだ。

「そ──、そう、ですか」

　ハイヴィスは初めて戸と惑まどったような声を上げ──しかし、フローレンスが望んだ通り、肯こう定ていの言葉を紡つむいだ。自分が口走った言葉に我に返ったハイヴィスが、目に苦い光を宿したように見えたのは、きっと気のせいではない。

（お兄様の思惑は知らないし、想像できても教えるつもりなんかないけど。でも同じぐらい、わたし個人の事情を追及されるのも困る！）

　さっさと切り替えようと、フローレンスが平和的な話題を探してセクトに目を向けると、彼は変わらず、無む垢くな笑顔を返してくれた。癒いやされる。

「ありがとうございます。我が国が不ふ便べんなのは承しよう知ちしていますから……。それでも望んでくださるのだから、フローレンス姫は本当に兄上を好いてくださっているのですね」

（う！）

　ハイヴィス相手ならさらりとうなずけるが、セクトに満面の笑みで言われると、言葉に窮きゆうする。

　いや、否定したいわけではないのだ。むしろ逆だから──困る。

「ええ……。もちろん、ですわ……っ」

　認めるのが恥ずかしい。改めて言葉にすると破は壊かい力りよくは絶ぜつ大だいだ。

　演技ではないフローレンスの恥じらいは、ハイヴィスにも説得力を与えたようだ。戸惑いはとっくに消して、今はどこか納得した顔をしている。

「フローレンス姫。貴女はラハ・ラドマをどのようにお思いですか？」

　試すような質問のされ方だ。セクトにならまだしも、ハイヴィスにされるには若干の不快を感じるが、目を真まっ直すぐに向け、微笑を浮かべたまま応じた。

「臣しん民みんが尊とうとばれ、皆がその優しさに応え、穏やかで誠実な、素晴らしい国だと思いますわ」

「──けれど、何もない」

（!?）

　フローレンスの言葉のあとに、セクトから付け足された一言に驚いた。

（セクト殿でん下か……!?）

　反射的にセクトを見たフローレンスと、視線がぶつかる。その瞳には苛いら立だちが映っていて、息を詰めた。

（殿下との言い合いの理由は、きっとこれなのね……）

　他国と自国の、豊かさの差ばかりが目について、どれだけこの国が得え難がたきものを得ているのか、セクトは見失っているのだろう。

　人の善ぜん意いを疑わない国民性。それが信じられる誠実な人々。ゆえに育はぐくまれる大らかな心。

　それらを作り、守り、当然のことにしてきたラハ・ラドマが、どれだけ誇ほこらしい国であるのか。

　本当に分かっていないわけではないだろう。だが、セクトにとってそれはあって当たり前のものになってしまっているのだ。

（目に見える物だけを重視してしまえば無理もないけど、でも）

　セクトに──国民が慕したう王族たる彼に、そんなことを言ってほしくはなかった。

「殿下、必要充分、という言葉がありますわ」

「フローレンス姫は、この国が充分であると？」

「……いいえ」

　ラハ・ラドマが充分に豊かかと問われれば、フローレンスも首を横に振る。

「けれどわたしの故郷は、間違いなく過剰です」

　目を伏せ、瞼まぶたの裏に母国の姿を思い描く。

　食べ切れないほどに作られた大量の豪ごう勢せいな料理は、余れば当然のように捨てられていた。作ったまま一度も袖そでを通すことなく、流りゆう行こう遅れになったドレスも同様。気に入ったからと蒐しゆう集しゆうしたものの、引き出しの中で眠ったままの宝ほう飾しよく品ひん。

　一方では、ラハ・ラドマの民よりずっと貧しい暮らしをしている者もいる。

　日々の食事も満足に摂とれず、服とも呼べないボロをまとう。その日生きるのさえ覚おぼ束つかない彼らにとって、結局のところただの石でしかない宝石や、腹の足しにもならない観かん劇げきなど、何の意味もない。

（エスカ・トロネアでは才覚と努力によって、一代で財を築きずける可能性がある。けれど無能な者にはとても冷たい）

　──役に立たない王女に向けられていた侮ぶ蔑べつや不満のように。

「ラハ・ラドマはもっと豊かになっていいと思います。わたしもできる限り、力を尽くしたいと思っておりますわ。けれど、殿下。どうかもう一度ご自分の臣民の顔をよくご覧になって。何もないだなんてことを、仰おつしやらないでください」

「──……」

　フローレンスの言葉に、セクトは虚きよを衝つかれたように黙った。

「人が人を想い合えることほど、幸福なことはありません。ラハ・ラドマは愛する豊かさを守り続けているのです。この国ほど人々が誇りを持って生きている場所を、わたしは存じませんわ」

　己を卑いやしく堕おとす行いをする必要がない国。それがどれだけ素晴らしいことか。

「そう、ですね。けれど──」

　セクトはうなずいたが、納得した様子ではなかった。

　外に出て自国の貧しさを実感してしまったセクトが、その状況を変えたいと思うのは無理のないこと。もちろん、上を目指すのは悪いことではない。

　ただセクトの様子が気にかかったので、肯定とは別の言葉をかけることにした。

「どうか今は、焦らないでください」

　その言葉を選んだフローレンスに、他た意いはなかった。

「焦、る？」

　なのにセクトの顔はその一瞬で強張った。思いがけない何かを聞いたような表情で。

（──何？）

「焦って、いる……のでは、なくて……？　僕は……」

「殿下？」

「当然の権利だと……。違う。僕は、何を──」

「セクト殿下。大丈夫ですか？」

　顔を歪ゆがめ、頭ず痛つうを堪えるように額を押さえたセクトに、腰を浮かせてハイヴィスが手を伸ばす。

「顔色が良くありません。今日はもう休んだ方がよいのではありませんか」

「僕は……。いえ、そうかも、しれません。フローレンス姫、申し訳ありません。先に失礼します」

「え、ええ。どうか、お大事になさってください」

「はい」

　何とかフローレンスに向けて笑みを作ると、やや覚束ない足取りで、セクトは侍じ従じゆうと共に四阿を後にした。

（どうしたというの？）

　具合が悪そうだったのも確かだが、そうなる直前の、明らかにおかしかった挙きよ動どうが気にかかる。

「フローレンス姫」

　セクトの背を見送っていたフローレンスの意識を引き戻そうとするかのように、ハイヴィスに名前を呼ばれ、反射的に目を向けた。

「貴女は将来、この国をどうしたいのですか？」

「まだ婚約者でしかないわたしに向ける質問ではありませんわね。──けれど、あえてお答えするのなら、臣民が心穏やかに過ごせる平和と、更なる発展。この二つを願わぬ王族はいないでしょう」

「なるほど」

　薄く唇に弧こを描えがき、ハイヴィスは笑う。

「！」

　上うわ辺べの表情しか見せなかった彼の顔に、初めて僅かに色が付いた。そんな気がした。

　平和と発展。この二つに関して、何か思うところがあるのだろうか。

「確かに、それを望まぬ王族はいないのでしょう」

　同意しているようでいて、含みを持たせた言い様。

「──国の、民のために」

　わざわざ『国』と区切って強調してきたハイヴィスに、フローレンスは答えなかった。

　無言のままのフローレンスに、ハイヴィスは再び己の色を消して、神官らしく和なごやかに微笑みかける。

「大変有意義な時間を過ごさせていただきました。次の予定がありますので、私もこれで失礼させていただきます」

「……ええ。お付き合いくださってありがとうございます」

「姫と話すのは実に楽しかった。また機会を設もうけていただければ幸いです」

「はい。いずれまた」

　挨あい拶さつを交わし、一礼してハイヴィスも北の庭園を後にする。

（凄く、疲れた……）

　ハイヴィスの姿が完全に見えなくなってから、いつの間にか体中に入っていた力を抜いて、フローレンスは息をつく。

（やっぱり、違う）

　彼が最後に見せた表情と、普段の、平均値を極めたような言動はまったく別物だ。

（ラハ・ラドマにとって理想的な神官として、限りなく正しい姿を演じているだけなんだわ）

　ではなぜそんな真ま似ねをしてまでラハ・ラドマを訪れているのか──肝心の目的の部分は想像がつかない。

　今日話して分かったことは、ハイヴィスが想像以上にラハ・ラドマに興味を持っていることぐらいか。あとは、予想外にフローレンスの婚約にも。まるでフローレンスがラハ・ラドマに嫁ぐ利が、エスカ・トロネアにあるような口振りで。

（何かが引っかかってるんだけど……）

　何か一つ、欠片かけらをはめ損ねている。全体像が分かりかけているのに、答えの出ないもどかしさに焦しよう燥そうを感じる。見方を変えれば、すぐにしっくりとした絵柄が出来上がりそうなのに。

「姫、わたしたちも戻りましょう」

「──ええ。そうね」

　ミリアに促され、フローレンスは立ち上がった。

（セクト殿下の様子がおかしかったことは、殿下に伝えておきましょう）

　覚悟していた厄やつ介かい事ごとは、思ってもみなかった明後日あさつての方向にも枝を伸ばし、不ふ穏おんな曇くもり空ぞらへと物事を進めようとしている。そんな気がした。
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（ついに……。ついにこの日が来てしまったわ……）

　今日のドレスはターコイズブルーを基き調ちようとした、華やかさよりも淑しとやかさを強調したもの。聖職者たるハイヴィスがいるためだ。

　宝石の数は抑え、代わりに職人が腕を振るってくれた銀ぎん糸しの刺し繡しゆうが精せい緻ちな模も様ようを描き出している。こちらもモチーフは静せい謐ひつな幾き何か学がく模様。髪はきっちりと結い上げた。

「いっそ……クライメル卿がもっとお堅ければよかったのに……。男女が密みつ着ちやくして踊るなんてふしだらな、ぐらい言ってくれたら……」

　個人の好こう悪おはこの際脇わきに放り投げ、つい、そんな勝手な恨うらみ言ごとが口を衝く。

　装よそおいは清せい楚そで美しいのに、纏まとう本人であるフローレンスはどんよりと沈み込み、明るさの欠片もない。幻げん視しで奈な落らくの底さえ見える気がする。結局、練習で満足のいく成果が出せなかったせいだ。

「だ、大丈夫ですわ、姫！　自信をお持ちになって！」

「そうです！　今のフローレンス様なら、転ぶことだけは滅めつ多たにないと思います！」

「貴女の正直さは尊い美び徳とくだと思うけれど、今はもうちょっと包つつんでほしかったわ……」

　ジゼルの素直すぎる評価に、フローレンスは重い息をつく。ようは転ぶ可能性さえまだ残している、ということだ。

「お、お気になさらずに、姫！　何もかもに秀ひいでている方など、そうそういるものではありませんわ。もう開き直って愛あい嬌きようだと笑わせるぐらいのおつもりで！」

「それは笑わせているのではなくて笑われてるのよッ！」

　大きな違いだ。

（だって教養だもの！　できて当然のことだもの！）

　公式の場で踊るなんて初めてだ。不得意だ、という劣れつ等とう感かんがどうしても拭ぬぐえない。だから余計に緊張してしまう。

　必ず過ぎ去るのが時間のいいところで、必ず訪れてしまうのが悪いところだ。控えの間に待たい機きしていたメイドが、ついにイスカの訪れを告げに来てしまった。

「フローレンス、時間だ。迎えに来た」

「はい」

　やや硬い表情でうなずき、立ち上がったフローレンスにイスカは首を傾げた。

「もしかして、緊きん張ちようしているのか？」

「……しています。だって、人前で踊るのなんて、初めてですもの」

　自分が笑われるのはもちろん嫌だ。全力で回かい避ひしたい。しかし避けられなかったとしても、他の誰のせいでもないのだから受け入れるしかない。

（でも、殿下に瑕か疵しはないから）

　巻き込んで一緒に笑われてしまうかもしれない。それが申し訳ない。

「せっかく手伝ってもらったのに、アルフルードにも呆あきれられるでしょうね」

「ああ。そう言ってたな。……だが」

　零こぼした呟つぶやきを拾って、イスカは残念そうにフローレンスを見下ろした。

「どうしてまず俺を誘さそってくれなかったんだ？」

「え!?」

　──たかが練習に、イスカを？

（と、とんでもないッ!!）

　彼にみっともないところを見せたくないからこその練習だというのに、本人を呼んでどうするというのだ。見栄以外の理由もある。

　それを伝えようと口を開きかけ、先日名前で呼ぶことを求められたのを思い出す。

　こくっ、と緊張に喉を鳴らし。

（ふ、奮ふるい立て、わたしの度ど胸きよう！）

「で、殿──、イ、イスカ、……っは、お忙しくしていらっしゃったでしょう？　お手を煩わずらわせるほどのことではありませんもの」

「貴女に触ふれられる機会なのに？」

「──えっ!?」

　穏やかに見つめられながら落とされたその声に、とんでもない艶つやが含まれているような気が──……

（いや、しない！　全然！　まったく！）

　きっと空そら耳みみだろう。断だん固こ、空耳にしておく。

　一気に顔を赤くして二にの句くを継つげずにいると、しかし、とイスカは平然と話を進めた。

「初めてだというなら、俺の責任は重大だな」

　その声音はただ柔らかいだけのものに戻っていて、ほっとする。それから言われた言葉にはっとして、申し訳ない気持ちになった。

「ごめんなさい。貴方にまで余計な気苦労を」

「舞ぶ踏とうはそもそも、ただの娯ご楽らくだ。音を外してもステップを間違えても大したことじゃない。今日の貴女にはただ俺と踊るのを楽しんでほしい」

「楽し、む？」

　間違えても大したことじゃない、なんて。

　そんな言葉を言われたのは初めてだ。完璧でなければ失しつ点てんとなるだけ。エスカ・トロネアの王族に、そんなことは許されない。

（あぁ……。でも、そっか）

　そもそもが、楽しむためのもの。そう言われれば肩の力が抜けた。

　舞踏も奏そう楽がくも芸術も、フローレンスにとっては学ばなくてはならない教養。その中に面おも白しろみを見つけられることがあったとしても、そのものを楽しもうなどと思ったことはなかった。

「フローレンス」

「はい」

　促されて、イスカの腕に手を添えた。

（うん、大丈夫）

　イスカを見上げて、自然と微笑む。彼とならきっと楽しく踊れるだろう。そんな気持ちになれた。

　控室を出て、会場のホールへと足を踏み入れる。先に入場した国王夫妻に続いて、二番目に登場する王族のイスカとフローレンスの名が高らかに告げられ、会場の視線が集まるのを感じた。

　ここがエスカ・トロネアであれば、幼少期以来一切姿を見せなくなった王女の登場に、好こう奇きと値踏みの視線が突つき刺ささるところだ。しかしイスカにエスコートされて入場したフローレンスに向けられたのは、彼女自身を見るだけの穏やかな眼まな差ざし。

（本当に、信頼されているんだわ）

　ここにいる誰もがイスカを次代の王として見ているし、その彼が選んだフローレンスも、未来の王妃だと、当たり前に受け入れている。

　広間の奥に設しつらえられた国王夫妻のための、一段高い場所にある玉ぎよく座ざ。フローレンスとイスカは、そのすぐ側に用意された席に座った。

　今日はホスト役として、ハイヴィスが入場するときは出迎えに行くが、その前にセクトの入場が控えているので、まだ少し余裕がある。

「……あの、殿……あ、イス、カ」

「どうした？」

「先日の、意い匠しようの話なのですが」

「あ、ああ」

　互いに微び妙みように気まずいだけの話なので、イスカの返事も若干喉のどに引っかかったものになった。だが話そのものを拒まれる気配はしない。勇気を振り絞って言葉を続ける。

　拙つたなくなるかもしれないが、まず、あのとき思ったことをきちんと伝えたい。

「せっかく作ってくださったのですから、婚約指輪はそのままいただけるのが、本当に一番嬉うれしいですわ。……なので、結婚指輪をいただくときの一意見としてお聞きください」

　せっかくなら、フローレンスにも希望ぐらいはある。

「この国に受け入れてくださる証あかしに、わたしは雪の結けつ晶しようが欲しいです。ですので、貴方が好きな花を選んで、組み合わせてくださればと」

「俺が好きな……花？　いいのか？」

「もちろん本物を近くに置きたいとはまったく思いませんが、こちらに来て、初めて花を美しいと思えるようにはなりました。それにやっぱり、生しよう国ごくの象しよう徴ちようですもの」

「……そうか」

　少し考える素振りを見せてから、イスカはうなずいた。

「分かった。そうしよう。楽しみにしていてくれ」

「ええ。そうさせていただきます」

　イスカが何の花を選ぶのか。それは純じゆん粋すいに楽しみだった。

　丁度そこに侍従が近付いてきて、イスカにハイヴィスの入場を告げる。

「フローレンス。来てくれ」

「はい」

　イスカと共に出入り口へと向かい、ハイヴィスを迎える。彼は当然神官の正せい装そうで登場し、お決まりのやり取りをして、役目は滞りなく済んだ。

（よかった……）

　フローレンスとイスカが席に戻ると、楽団の奏かなでるワルツが始まる。ファーストダンスは国王夫妻のものなので、フローレンスは観客でいればいい。

（ちゃんとできる、よね？）

　ラハ・ラドマではきっと、完璧であることをそれほど強く求められない。だからといって甘えていいわけではないし、相そう応おうの振る舞いはしたい。

　気持ちに変わりはないが、血が冷えるような緊張で体が硬くなることは、もうなかった。

　だから間もなく曲が終わろうとしていても、フローレンスはむしろ、楽しみにそのときを待つことができた。誰が参加しても許される、二曲目を。

　自分の両親へと向けていた目線をフローレンスへと移し、イスカは微笑んで立ち上がると、誘いかけた。

「では、行こうか」

「はい」

　差し出された手の平の上に、指を添えて立ち上がる。

　胸がどきどきしている。でも、締め付けるようなものじゃない。弾はじけそうな、湧わき立つ高こう揚よう感かん。

　場の中央まで堂々と進み出て、曲に合わせ、足を踏み出す。

　こんなにわくわくする気持ちで踊れるなんて、思ってもみなかった。奏でられる楽曲に合わせて、伸び伸びとステップを踏む。上手く踊らなくてもいいと言われただけで、素直に楽しめる心地ここちになっている。

　同時に、イスカはきっと上手いのだ、とも気が付いた。彼のリードはとても動きやすい。互いの動きを確認しつつ踊っていたアルフルードとは大分違う。

「ありがとうございます、殿……イスカ。夢の一つが叶いましたわ」

「そうか」

　フローレンスが浮かべる、心から湧き出た輝かがやく笑顔に、イスカは嬉しそうに目を細めた。

「楽しんでくれているなら嬉しく思う。貴女の笑みはいつも上品で美しいが──今は、とても可愛い」

「！」

　言われた言葉にフローレンスは驚いた。そして堪たまらない嬉しさと恥ずかしさが込み上げてくる。

　いつも彼に見せるよう心がけている笑い方は、心しん身しんに染しみついた仮面の延長にあるもの。美しく見えるように計算された、技術が伴ともなった微笑だ。

　それが認められていることも嬉しいが、イスカはフローレンスが無む防ぼう備びに浮かべた笑みを、『いつもと違う』と気付いてくれたのだ。

（可愛い、って言われた……）

　フローレンスという一個人として、素直に表れた気持ちだった。淑女としては、きっと感情が表に出すぎていてよろしくなかったことだろう。もっと楚そ々そとして、淑やかにあるべきなのだ、本当は。それが身を守るための武器で、鎧よろいだから。

　──でも、とても嬉しかった。

（……どうしよう。困る）

　幸せを感じて胸の中が温かいから、困った。手袋の中で手がじんわりと汗ばんでいる。繫つないだ手が手袋越しでよかった、と切実に思う。

　──もっと気き兼がねなく話したい。笑い合いたい。

　そんなことを思ってしまった。

（いや。待って。落ち着きなさい、わたしっ。これは一生ものの選せん択たくになるのよ！）

　イスカから見る自分は、アレルギー症状以外はきちんとした淑女でありたい。彼はその姿し勢せいを褒ほめてくれた。フローレンスが斯かくあるべき、と思っているのもそちらの方だ。

（でも）

　跳ねた心が、否定しない。

「フローレンス？」

「！」

　注意の大半が思考に持っていかれたせいで、ただでさえ拙い動きがより疎おろそかになったのに気付かれないはずがなく、イスカから気き遣づかう声をかけられた。

「……貴方が、びっくりすることを言うからです」

「驚かせた？　何を言った？」

　自覚はなしだ。本当に性質が悪い。

（あぁ、もう！）

「秘密ですっ」

「秘密にされると分からないんだが」

「いいのです。……嬉しかったから」

　何が、の部分は恥ずかしいから口にしないけれど。きっと体の方が正直で、顔は真っ赤になっているに違いない。

　イスカは数回瞬まばたきをしたあとで、フローレンスが確かに嫌がっていないのを認めると、それ以上は追及せずにうなずいた。

「そうか」

　そして代わりのように、唐とう突とつに手を強く引かれる。

（えっ）

　正面をイスカの体で覆おおわれるような近さにまで引き寄せられ、曲の最後の一音が耳をすり抜けていく。




「それなら、今の貴女の顔は、俺だけのものにさせてほしい」




「──！」
















「顔は上げずに、そのままで」

　上げろと言われても、絶対無理だ。

　でも言われた通りにするのも、受け入れたと表すようで恥ずかしい。

　では抵てい抗こうしたいのか、と言われれば否いなだ。込み上げてくる照れくささを押さえて、フローレンスは何とか首を縦たてに振り、意思表示を果たす。

　イスカにエスコートされて席に辿り着いたときには、もう次の演奏が始まっていた。あと二曲ほど終わると観劇へと移る予定だ。邪じや魔まにならないよう、始まる前に中ちゆう座ざしようと決めている。

　故郷ではほとんど姿を見せない病弱設定だったのだから、他国に行った途と端たんにいきなり活動し始めるのは不審すぎるだろう。

　イスカの隣に座る気き恥はずかしさが抜け切らなくて、いっそもう席を外はずしてもいいかなと、逃げ腰で周囲の様子を見回すと、途中ではっ、とセクトと目が合った。

「……！」

　セクトは驚いたように目を見開き、それから気まずげに視線を逸そらすと、人混みの中へと紛れてしまった。

「──……」

　隣でイスカが腰を浮かしかけるが、結局、弟を追うことはしなかった。

（言い合いしてから、まだ引ひき摺ずってるのかしら）

　セクトが避けたのはフローレンスではなく、兄のようだ。

　直接確認したわけではないが、対立した理由は想像がついている。

（人と喧けん嘩かするような性格じゃないし、兄弟きようだい仲も良さそうだからすぐ仲直りすると思っていたのに。言い合いしたこと自体、初めてだったとか……？）

　決して険けん悪あくなわけではないのに、どうすればいいか分からない、というような二人の間のぎこちなさが、フローレンスの推すい測そくの正しさを物語っている。

　フローレンスが表情を曇らせると、隣でイスカが重く息をつく。

「あいつの様子がおかしいとせっかく教えてくれたのに……。すまない。まだ話せてもいないんだ」

「いえ……」

　機会を計ってしまう心理は理解できるので、強く言えない。

「だが近いうちには必ず話すし、注意はしておく」

「はい。お願いいたします」

（セクト殿下が気がかりなのも間違いないけど、久しぶりに会った兄弟なんだもの。勿もつ体たいないわ）

　このまま別れることになってしまったら、次に会うとき、余計に身み構がまえてしまうだろう。

「殿下、ごめんなさい。わたし、少し外します」

「ああ」

　予定通りただ席を外すのだと思ったのだろう。イスカは短くうなずいて了承した。

　もちろんそのまま休憩を取りに行くつもりではあるが、その前に──

（セクト殿下は──あ、いた）

　王族一家の例に漏もれず、雰囲気のある天使な美少年はすぐに見つかった。

「セクト殿下、少しよろしいでしょうか？」

「フローレンス姫……」

　追ってきたのが見えていたのだろうか。声をかけたフローレンスに振り返ったセクトに、驚きの色はなかった。代わりに浮かんでいたのは、消しよう沈ちんした表情。

「……兄上は、きっと僕に呆れているでしょうね」

「そのようなことはございませんでしたわ」

　言い合いの直後に闘技場へ出かけたときですら、イスカが見せた感情の大部分を占しめていたのは戸惑いだった。少なくとも呆れや落らく胆たんといった、今セクトが怖れている類たぐいのものではない。

（他国の王女であるわたしに向けるより、きっと過か激げきな言い方ではあったでしょうけど。でも……）

「後こう悔かいしていらっしゃるの？」

「……はい」

　少しの間を空けて、恥じるようにセクトはうなずいた。

「兄上に口にしたことが、あまりに愚おろかしくて。あんなことを口にするべきではなかったのに。本気でそんなことを考えていたつもりもなかったのに、どうして……」

　口に出したことを後悔している内容を聞き出すことはできないが、セクトが充分に悔くやんでいることは分かった。同時に、自分への強い戸惑いを抱いているのも。

　フローレンスの脳のう裏りに過ったのは、昨日きのうセクトが見せた異い様ような様子。

「そういえば、お加か減げんはいかがですか？　昨日は……」

「あ、いえ。今日は大丈夫です。頭痛もすぐに収まりましたし。お恥ずかしいところをお見せしました」

　今のセクトは落ち込んではいるが、体調は良さそうだ。

「……あのとき、わたしが言ったことを覚えていらっしゃいますか？」

「はい。焦るなと、兄にも言われて──。でも僕は焦っているのではなく、当然の権利、だと──……？」

　だが喋っている途中でセクトは前回と同じく、痛みを堪えるように頭を押さえた。

「違う、そうじゃなくて……。でもハイヴィスが……。う……」

「セクト殿下！」

　思考を妨さまたげるように、セクトの名を呼ぶ。はっとしたようにフローレンスの方を見て、セクトは焦しよう点てんを失いかけていた目を瞬かせた。

　それから、何かを追い払うかのように首を振る。

「すみません。少し、頭を冷やしてきます。まだ他国で見た豊かさに浮かれているんですね、きっと」

「待ってください。先程──どなたのお名前を出しました？」

「名前？」

　きょと、としてセクトは首を傾げた。自覚がないのだ。

「……いえ。何でもありませんわ。どうぞ、ご無理をなさらないでくださいませ」

「ありがとうございます」

　力なく、それでも精一杯の微笑を浮かべ、セクトは言った通り、会場からテラスへと向かった。その背を見送ってから、フローレンスは会場を抜ける。

（あの様子は絶対に普通ではないわ。医師に診みてもらうべきでしょう）

　体の異常ではない。むしろきっと、精神的に。セクトが洩もらしたハイヴィスの名前に、心の中で警けい鐘しようが鳴る。

（けれど彼の異常は昨日今日のものではないでしょう。今、殊こと更さらに騒さわぎ立てる必要はない……。殿下も注意して見てくださっているはず）

　まずは夜会を滞りなく終わらせて、それから動こう。

　そのための予定は変わりない。休憩室で休んで、頃合いを見て会場へ戻るのだ。

　控室で待機していたミリアとジゼルが、すぐに付き従したがって労ねぎらってくれる。

「お疲れ様です、姫様。とても美しい舞踏でしたわ」

「はいっ。とても優ゆう雅がでした！」

「ありがとう。でも、あれは殿下がお上手じようずなのよ」

　フローレンスの実力ではない。しかしミリアもジゼルも気遣っている様子はないので、合格点だったのだろう。フローレンス自身、あんなに自然に体が動いてくれるとは思っていなかった。

　嬉しかったし、楽しかった。

　後にしてきた会場からは、華やかな──と言うよりも、穏やかにさざめく、のんびりとした明るさが流れてきている。この雰囲気がとても好きだ。

　守りたい、と思う。心から。

（そうね。半分過ぎた頃にでも戻れば、もう最後までいても大丈夫でしょう）

　緊張したのは確かだし、滅多に動かさない体を使って、早くも少し疲れている。病弱な演技でしかなかったのだが、案外本当に休憩が必要だったかもしれない。

　自身の状態を鑑かんがみて思い直し、フローレンスは真面目に休むことにした。
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「では、そろそろ会場に戻るわ」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　しばらく休憩室で休んだフローレンスは、時間を見計らって立ち上がった。だが扉のノブに手をかけようとした瞬間、前触れなく外から扉とびらが開かれる。

　目の前に広がったのは、正教会の白い神官衣。ハイヴィスに付き従っていた従じゆう神しん官かんの一人だ。

「……何か？」

　近すぎる距離を厭いとわしく感じて一歩下がりつつ、フローレンスは眉をひそめて問いかけた。急用があるにしても、無ぶ礼れいな訪問だった。

「フローレンス、姫」

　どこか茫ぼう洋ようとして濁にごった従神官の目が、フローレンスの顔を確認して。

「フローレンス様、お下がりください！」

　次の対応を取るよりも早く、鋭するどいジゼルの声と共にフローレンスは後ろに引き倒されていた。その頭上、フローレンスの首があった位置が、従神官の手にした短剣で薙なぎ払われる。

「!?」

　引き倒された勢いきおいのまま床に尻もちをついたフローレンスと従神官の間に、ためらいなくジゼルは体を割り込ませ、

「ふっ！」

　短く吐いた呼こ気きと共に半身を捻り、体の横面積全体を使って体当てを放つ。体重の軽い女性の体当てなどさしたる効果はない──はずの常識は、一瞬で覆くつがえされた。

　どぅっ、という重い音と共に、従神官は両足を宙ちゆうに浮かせたあと、数歩たたらを踏んで後こう退たいした。

「聖ソエル・メイカルダ正教会の従神官が、何の真似ですか」

　フローレンスを庇う位置に立ち塞ふさがり、ジゼルは低く抑えた声で襲しゆう撃げき者しやへと問う。引き締しめられた表情と鋭い印象の美貌が重なって、常の彼女からは想像のつかない迫力が滲にじむ。

　怯ひるんだ様子で従神官は一歩足を引き──それをきっかけに何も答えないまま手にした短剣をジゼルへ投げ付け、逃げ出した。短剣の軌き跡せきは真っ直ぐジゼルの頭部へと続いている。

　顔面に向かって飛んでくる短剣を意にも介かいさず、ジゼルは即そく座ざに逃亡を図はかった従神官を追って駆かけ出す。眼がん前ぜんに迫せまった短剣に自ら距離を縮めるという暴ぼう挙きよに出つつ、難なんなく人差し指と中指で刃やいばを挟んで受け止めたジゼルは、そのまま廊下の端にある花か瓶びんへと投げ入れ刃先を収めた。避よけるだけで済んだ物をわざわざ処しよ理りしたのは、後ろにいるフローレンスとミリアを庇うためだろう。

　先に駆け出した男に、ジゼルは容易たやすく追いついた。

「ひっ」

　目の前の侍じ女じよが、自分の常識の中の侍女とは別物であることに気が付き、従神官はおののいた声を上げる。竦すくんだ一瞬でジゼルは肉にく薄はくし、胸きよう腔くうを狙ねらって手の平で打ち抜いた。

「かっ、ふっ」

　潰つぶれた息を吐き出し、従神官はその場に崩れ落ちる。

「ジゼル！　大丈夫!?」

「はい。横おう隔かく膜まくを強きよう打だしただけです。しばらく呼吸が困こん難なんになりますが、それだけです」

「そっちじゃなくて！　いえそっちもだけれど貴女がよ！　助かったけど！　でも危ないのに追わなくても！」

「重心も定まっていませんでしたし、斬ざん撃げきの姿勢も話になりませんでした。わたしでも充分御ぎよせると思いましたので」

　危険は感じなかった、と確信した言いようだった。

（いやいやいや！　ちょっと待って！）

　ジゼルは当然のことを語る口く調ちようで話しているが、明らかにおかしい。

「ジゼル、一つ確認したいのだけれど、貴女、侍女なのよね？」

「はい」

「と、特とく殊しゆな訓くん練れんを受けた侍女だったりするのかしら」

　とにかく平和で人の好よい国である。町の外を出歩くのでさえ、護ご衛えいを付けないラハ・ラドマでは考え難いことだが、フローレンスが大国の姫だからとか──と、強引にでも辻つじ褄つまを合わせようとしてみる。しかし、ジゼルはあっさりと首を横に振った。

「いいえ。教養として学び、修しゆう練れんしているだけですが」

（き、教、養……。教養って、何だっけ……）

　愕がく然ぜんとしてフローレンスは単語の意味を思い浮かべてみる。人格的な生活を向上させるための知・情・意の修練──武ぶ術じゆつが入るのは微妙に間違っていなくもない気がしてきたが、それは果たして淑女が習うことなのか。

　フローレンスの反応に、ジゼルもようやく自国の常識は他国と違うのだと思い至いたり、自らの行動に不安を覚えたようだった。

「ええと……。ラハ・ラドマでは普通なの、ですが……。一市民はもちろん、爵しやく位いを持つ家ならば、相応の技量を持つのは当然の義ぎ務むですし……」

（あ、そうか！）

　義務、の言葉でラハ・ラドマの歴史を頭の中でなぞり、可能性に気が付いた。

　ラハ・ラドマの貴族階級は、奴隷時代、傭兵時代に集団のまとめ役を担になっていた者の子し孫そんなのだ。現実的な意味合いでも、下の者を守る力を持っていた人々である。

　集団の長は武力だけで選ばれるわけではないだろうが、国の成り立ち上、重じゆう要よう視しされてきたのに違いない。

（本当に教養なんだ、これ……）

　侍女が当然の顔で、成人男性を身一つで宙に浮かす国。今こそアルフルードが言った『ラハ・ラドマの兵士は有能』という言葉を目の当たりにした気がする。何しろ、侍女でこれだ。日々専門的に鍛たん錬れんを重ねている兵士はいかほどのものか。

（いや、ちょっと待て）

　ラハ・ラドマの常識に流される勢いで、もう一つ、無視してはいけない事じ象しようを忘れていないか。

「人って……体当たりで宙に浮くものだったのですね……」

（そう！　それ！）

　呆ぼう然ぜんとしたミリアの呟きに、フローレンスは強く同意する。現実味のない光景だった。

　だというのに、やった当人であるジゼルは不思議そうに小首を傾げ。

「ちゃんと体重を乗せれば、人ぐらいなら浮きますよ？」

　自じ明めいです、とでも言わんばかりの口調だった。

「打だ撃げきの威い力りよくを決めるのは速さと重さです。雪を詰めただけの袋でも、重みをつけて投げれば相応の威力を生みます。はるかに重い人間にできない道どう理りはありません」

　それは道理の問題なのか。

　突っ込むべきなのか納得するべきか、迷うフローレンスの足元で、苦しげな呻うめき声がしてはっと我に返る。あまりの衝撃に元げん凶きようを忘れかけていた。

「姫、この者をどういたしましょう」

「そうね。──ミリア、殿下を呼んできてくれる？」

「かしこまりました」

　ミリアは即座にうなずき、やや足早に会場へと戻って行った。

（クライメル卿に見つかるより先に、殿下に部屋を用意してもらって、邪魔が入らない所で話を聞いておきたいわ）

　そう考えた直後。

「何をしているのです!?」

「！」

　今聞くには面倒な声が響ひびいた。眉み間けんにしわを刻きざみ、大おお股またでこちらに歩み寄ってくるハイヴィスを、フローレンスは渋じゆう面めんを作りそうになるのを堪えて見守った。

（またずいぶん都合のいいことね！）

　この瞬間にこの場を訪れたのであれば、おそらくハイヴィスは無関係ではない。そんな偶然はそうそうない。

　声を張り上げなくても届く位置にまでハイヴィスが来ると、フローレンスは責せめる口調で口火を切った。

「まあ、クライメル卿。こちらがお訊きしたいわ。貴方がお連れになった従神官殿が、いきなりわたしに危害を加えようとしてきたのです。一体どういうことなのかしら」

「貴女に危害を？　私には真逆に見えますが」

「優秀な侍女がわたしを守ってくれたのです。そのことは彼が喋れるようになり次し第だいはっきりするでしょう。従神官殿の身み柄がらはこちらで預かります。お下がりください」

「そんなわけにはいきません。私の目には貴女方が我が友を害し、強しいては正教会へと難なん癖くせをつけようとしているように見える」

　見つめるフローレンスの視線から、ハイヴィスは逃げない。向こうも譲ゆずる気がないのだろう。

（そう。喋られたらさぞかし不都合なことがあるのね）

　ならばこちらは、何としてもそれを訊き出さなくてはならない。

　共に退ひく気がないのなら長い話になるだろう。立ち話で済ますことでもない。

「クライメル卿、まずは場所を移しましょう。彼の手当てをすることには、貴方も異い存ぞんはないはず」

「もちろんです。私も側にいさせていただきますが」

「構わないわ」

「それと、彼を運ぶのに手を貸してくださる方を呼んでいただけますか？」

　自分はこの場を離れないことを言げん外がいに主張しつつ、ハイヴィスはフローレンスへ──正確にはジゼルへと、人を呼びに行くことを求めた。

　だが当然、ジゼルにこの場でフローレンスを一人にする、という選択肢はない。

「すでに呼びに向かわせていますわ。ご心配なく」

「そうでしたか」

　無理からぬことだが、ハイヴィスはいつもより数段、冷ややかな調子でうなずいた。

（……妙ね？）

　知人が倒れているのだ。側に寄って声をかけるぐらいしてもいいのではないか。これまでのハイヴィスの行動を見るに、間違いなくその選択をしそうなのにと、フローレンスは不思議に思う。

　しかしハイヴィスは、フローレンスとジゼルを挟はさんだ位置で立ち止まったまま。手持ち無ぶ沙さ汰たになったのか、首にかけられた聖せい架かを指先で弄いらう。金属の擦こすれる音が、微かすかに耳に届く。

　──と。

「ぅぐっ」

「!?」

　呼吸も落ち着きかけていたはずの従神官が、唐突に、激しく体を波打たせた。

「あ……、ぁ、が……っ」

　苦く悶もんの呻きを発しながら、痙けい攣れんが続く。それはすぐに小刻みなものへとなっていき──

　神衣をかきむしっていた腕が、コトリ、と力なく床に落ちた。それきり一切動かなくなる。

（な、何……!?）

　何が起こった──と動揺するフローレンスの横を、すっとハイヴィスが通り過ぎる。

　表情を硬くし、従神官の側らに膝ひざを突き、手を翳かざして息を確かめ、次ついで脈みやくを採とって──目を伏せた。

（な……）

　何をする間もない、あっという間の出来事だった。

「──どうした、何があった!?」

　そこに、ミリアに連れて来られたイスカが来て、目の前の状況に目を見開く。

「これは一体」

「貴女の責任ですね」

　説明を求めたイスカを遮さえぎって、ハイヴィスはジゼルに向かって言い放った。

　呆然としていたジゼルはその厳しい声にはっとして、それから自分に向けられた言葉の意味を理解し、息を吞のむ。

「貴女が、彼に手を上げたのでしょう？」

（くっ！）

　先程、フローレンス自身がそう言ってしまった。否定できない。

「そ……それは。けれど、こんな……。命を落とすまでのことは……」

　震えながらジゼルは弱々しく頭かぶりを振った。しかしその声はとてもか細い。彼女を責め立てるハイヴィスと対照的に。

「断言できるのですか、自分の責任ではないと。貴女方がなぜ我々に危害を加えようと思ったのかは分からないが、現に一人、死者が出てしまった！　これは由ゆ々ゆしき事じ態たいであるとご理解いただきたい！」

「待て！　経けい緯いはともかく──ジゼルが人を殺あやめるような間違いを起こすはずはない！」

　ジゼルに代わってあり得ないと断言したのはイスカだった。その彼へと、ハイヴィスは冷ややかな目を向ける。

「イスカ殿下。貴方もご自分のお立場を考えた方がよろしい。ラハ・ラドマの民が、我が聖ソエル・メイカルダ正教会の信しん徒とを害したのです。聖席に座す皆々は、この蛮ばん行こうをお許しにはならないでしょう！」

「……！」

　ただでさえラハ・ラドマと正教会の仲は悪い。口実ができれば激はげしく糾きゆう弾だんされるに違いない。

　青ざめ、息を詰めたイスカの代わりに、フローレンスはわざとらしく、パチンっ、と音を鳴らして扇を開いた。皆の視線が一いつ斉せいに集中する中、ハイヴィスを睥へい睨げいする微笑みを浮かべる。

「では、貴方はわたしたちを害する理由が正教会にはないと、確かにそう仰るのね？」

「当然です」

「結けつ構こう。であれば、こちらで証明しましょう。わたしたちは襲おそわれた被ひ害がい者しやであり、彼を死に至らしめたのも彼女ではないと！」

　武術に疎うといフローレンスでは、実際のところ、ジゼルに落ち度があったかどうかは分からない。だがそれでも断言する。

（殿下はあり得ないと言ったわ）

　確証のないことなら、イスカは言い切ったりはしないだろう。その彼が確言したのだ。ならばきっとジゼルの咎とがではない。イスカのことだけは信じると、フローレンスは決めている。

　それにハイヴィスの都合のよい登場から見ても、これは偶ぐう然ぜんなどではないはずだ。

「ほう？　貴女は彼に──正教会の従神官にこそ、咎があると言うのですね。エスカ・トロネアの王女殿下」

「ええ。わたしたちは純じゆん然ぜんたる被害者。そう申し上げましたわ」

　エスカ・トロネアの名を一ひと際きわ強調してきたハイヴィスに、これは初めから仕組まれていたのだとフローレンスは悟さとる。

「しかし遺体をこのままにしておくのはあまりに不ふ憫びんですわ。このお話は改めていたしましょう。今は、彼をしかるべき場所へと移して差し上げるべきです」

　唯ゆい一いつの証しよう拠ことも言える遺体である。正しく保管し、誰にも手を出されないようにしなくては。

「……そうですね」

　ややあって、ハイヴィスはうなずく。

「イスカ殿下。彼のための寝しん台だいを用意していただけますか」

「すぐに」

　幸いにしてここはラハ・ラドマ。他のどの国よりも、遺体の長期保存に適てきした氷ひ室むろがある。

「ミリア。アルフルードに言こと伝づてをお願い。信用できる警けい備びの人を手配して。絶対に殿下と……そうね、あと、アルフルード以外の人を遺体に近付けさせないようにと念を押してちょうだい。代理で人をよこすこともないと、しっかり言い含めて。それと顔見知りの兵士がいたら同行してもらって。一人になる道は通らないでね」

「承知しました」

　扇で口元を隠しつつ、フローレンスがミリアへとした耳打ちに、ジゼルは戸惑った顔をした。

「代理も……ですか？」

「命めいを受けていない人間が、殿下に命じられて参りましたと言ってくるかもしれないわ」

　それはラハ・ラドマの人間でなくても通用してしまう。だから先に、何があっても代理はない、と徹底させておくのだ。

　従神官の遺体は布に包まれ、担たん架かに乗せられた。そしてラハ・ラドマの兵によって運ばれていく。案内に立ったイスカについていく直前、ハイヴィスはフローレンスを振り返った。

（！）

　凡ぼん庸ような容よう姿しだという第一印象のときからそれだけは変わらない、鮮せん烈れつな雷かみなりの、紫むらさきの瞳。その目が酷く楽しそうにきらめいて、フローレンスを射い抜ぬいた。

　全身が危険を訴うつたえる。

　目を離してはいけない。姿を見失えば食い殺される。

　──そんな、獰どう猛もうな獣けものの気配がした。










[image: ]




　部屋の中には重い空気が立ち込めていた。そこにワゴンを押して戻ってきたミリアが、皆の前に温かな茶を並べていく。イスカの執しつ務む室しつに集まったのは部屋の主あるじとフローレンス、アルフルード、そしてジゼルだ。

「ジゼル、貴女あなたもどうぞ。体の中から温まれば、きっと前向きな気分になれますわ」

「ミリア様……。ありがとうございます」

　本来給きゆう仕じをする側であるジゼルだが、消しよう沈ちんした彼女に今その役割を求める人間は、ここにはいなかった。

「貴女は姫様を守ってくれたのですもの。何も気にすることなどありませんわ」

「……はい。でも、もしわたしのせいだったら……」

　俯うつむき、ジゼルは膝ひざの上で両手を組む。その手は彼女の不安そのままに細かく震ふるえていた。

　取り返しのつかない過か失しつを犯したかもしれない可か能のう性せいに怯おびえるジゼルへとイスカは目を向け、穏おだやかに問いかける。

「お前は、相手を死に至いたらしめるつもりはなかったんだろう？」

「もちろんです！」

　顔を上げはっきりと答えたジゼルに、イスカはうなずく。

「ならお前がそんな間違いを犯おかすはずはない。人体の急きゆう所しよを習いたての三歳児でもあるまいし」

（三歳児に何を教えてるのラハ・ラドマ!!）

　突っ込みたい気がしたが、余計知りたくない事実が返ってくるだけのような気がするので、フローレンスはせり上がってきた言葉を何とか飲み込んだ。

　ラハ・ラドマの基き礎そ教育に対する疑問はともかく、素しろ人うと目から見ても、ジゼルの技量が本物であることは分かっていた。

「しかし、こちらの責せきではないことを証明するのは難むずかしくありませんか。手を下したのがジゼルである、ということに間違いはないのでしょう」

「そうでもないわ」

　眉み間けんにしわを刻きざみつつ言ったアルフルードへ、フローレンスは首を横に振った。

「やっていないことを証明するのは困こん難なんだけれど、今回は相手が手を下したことを証明すればよいのだもの。人間の行動には、必ず痕こん跡せきが残るものよ」

「相手が手を下した？」

（あ。そこからか）

　きょと、としたイスカに、フローレンスはうなずいた。

「殿でん下かには考え難いことでしょうけど、従じゆう神しん官かん殿どのを殺さつ害がいしたのは、おそらくクライメル卿きようです」

　ハイヴィスは状況を見るなり『どうしたのか』ではなく『何をしているのか』と言った。何かが起きていることを知っている人間の言い方だ。この段階で、従神官の襲しゆう撃げきと彼は無関係ではない。

　従神官の暴ぼう挙きよに居合わせたのは当事者のみ。他に目撃者がいないため、どちらからの暴ぼう行こうかを証明するのは難しい。だから自分の方こそ被ひ害がい者しやだと、正教会側は言い張ることができたのだ。

「失敗したときに自じ害がいするようあらかじめ計画に入っていたなら、ずいぶん悠ゆう長ちような間がありましたわ」

　ハイヴィスは不自然なほど、従神官に近付かなかった。それはきっと、これから起こることが分かっていたから。訪れる結果の責任をジゼルに押し付けるために、従神官に手を触ふれるわけにはいかなかったのだ。

「クライメル卿と従神官殿は正教会に所属する仲間だ。命を奪うばう理由はないんじゃないのか」

「従神官殿に殺される理由は、きっとありません。ラハ・ラドマを糾きゆう弾だんするのに都合が良かったから、あの場で命を奪われただけです」

（そしてエスカ・トロネアを糾弾するのにもね……）

　フローレンスが口を出したことをハイヴィスは喜んでいた。

　彼がそこまでしてラハ・ラドマ、エスカ・トロネアを陥おとしいれたい事情は分からないが、それを望んでいるのは間違いない。

「そんなことのためにか……っ!?」

　顔を歪ゆがめたイスカの声から滲にじんだのは、驚きと、そして謀ぼう略りやくのために喪うしなわれた命への悼いたみ。

「そんなことをする方なのですわ」

　ひと一人の命より、重要なことがある。そんな考え方をする人間が存在することを、フローレンスは知っている。

（きっと、人が好いいセクト殿下も騙だまされているのでしょうね。知ったら……さぞかし傷付かれるでしょう）

　自分が騙されていたことにも、騙されたことで国に災さい厄やくを招まねいてしまったことにも。

（今わたしにできるのは、そのときの後こう悔かいがより少なくなるようにすることだけ。──絶対に負けられない）

　そのためには、こちらに非ひがないことを証しよう拠こ立だてなくてはならない。

「まずは、早急に死因を特定しなくてはなりませんわ。原因が判明すれば、それだけでこちらの無実を証明できるかもしれません」

　従神官が心臓の発ほつ作さ持ちだったり肺が弱かったりするのでなければ、あの場で都つ合ごうよく死に至った要よう因いんは、毒どく以外にあるまい。外がい傷しようによるものではないのだから。

（し、心臓とか肺が弱かったら、ま、万一のこともあり得るけど……！　それでもこっちが被害者だからね！）

　ジゼルが本当に最後の一押しをしてしまっている可能性も、皆かい無むではない。だが殺されそうになって、防ぼう衛えいのためにしたことだ。一方的に責せめを負おういわれはない。

　ただその場合は加か害がい者しやがどちらであるかが争そう点てんとなるだろう。何とか証明するしかないが。

「正教会側との協きよう議ぎを急ぎ、検けん死しをする医師を派は遣けんしてもらう第三国を早く決めなくては」

　ラハ・ラドマの医師による見立てを、ハイヴィスは拒きよ絶ぜつした。事が事だけに、当事者が検けん分ぶんするのはお互い望ましくないというのは確かである。

　なので今、遺体はただ安置されているだけの状態だ。

　他の国ではそんなに長期間遺体を保存していられないが、幸か不幸かラハ・ラドマの氷ひ室むろなら可能だ。

（でも……。どうやって手を下したのかしら）

　あらかじめ従神官を使い捨てにする予定だったのなら、行動を共にしていたハイヴィスには、遅ち効こう性せいの毒を仕込む機会はあっただろう。だが見計らったような頃合いで亡なくなったことが解げせない。

（クライメル卿にとって、どこまでが想定内だったの？）

　今はラハ・ラドマに不ふ利りに働いているが、そもそもは。

（従神官はわたしを殺そうとしていた。もしジゼルがいなければ、きっと……。でも成功していたとして、それこそどうするつもりだったの？）

　たとえその場で侍女二人も殺害し口くち封ふうじしたとして、逃げおおせるとでも思っていたのか。事が明るみに出た瞬しゆん間かん、正教会が浴あびるだろう非ひ難なんは計り知れない。

（正教会がわたしを殺したい理由も分からない。ではジゼルがわたしを守れることが分かっていたとでも？　そこでジゼルに手を出させ、従神官を殺したことにするつもりだったとでも。……どれだけの確率で成功するの、それ）

　あり得ない。腑ふに落ちない。

　どう考えても──今のこの状況は、たまたまこの展開になった、としか思えないのだ。不思議なのは、この展開にならなかった場合、正教会に咎とがが向くだけだ、ということ。

　目的が分からないのが、怖い。

（早く彼の目的を知らないと、ずるずる後ご手てに回っていくことになるわ）

　考え込むフローレンスの頭ず上じようで、ミリアのため息が零こぼれた。

「いっそ部屋に持ち込んだ毒どく花ばなのどれかが使用されたのであれば、簡単に済みますのに」

「さすがにそれはないと思うわ」

　あれだけ堂々と飾っていたのだ。体内から痕跡が出てきたりしたら、いっそ笑える。

「毒花を部屋に、ですか。それはまた」

「飾っているだけなら無害な物ばかりよ。さすがに今回の死因とは無関係でしょうけど、精せい製せいして毒として使えば、すべて結けつ構こうな代しろ物ものだったわ」

　アルフルードの言葉に、フローレンスが部屋にあった六種類の花の名前をあげていけば、なぜかイスカの表情が強こわ張ばる。

「フローレンス。その花の名に間違いはないのか？」

「え、ええ」

　花の種類を間違えるなど、エスカ・トロネアの姫にはあり得ない。

「偶ぐう然ぜん、にしてはあまりにも……。だが、なぜ正教会が……」

「……殿下？」

「！」

　フローレンスに呼びかけられ、イスカははっと顔を上げた。四人の視線が自分に集まっているのに、気まずげに目を逸そらす。

「いや、何でもない。確かに、精製すれば充じゆう分ぶん人を殺あやめることのできる花だと思っただけだ」

　何でもないと言い張るには無理のある動どう揺ようを晒さらしつつ、それでもイスカは答えなかった。

（……どうしよう）

　問い詰めなくてはいけない気がする。ハイヴィスが持ってきた花の意い図とがイスカに分かったというのなら、きっと無関係ではない。

　それどころか、ハイヴィスが僅わずかにでも見せた『個』の部分なのだ。来訪の真実にさえ関わっている可能性が高い。

　けれどきっと、それはイスカにとって言いたくないことなのだろう。でなければ彼が誤ご魔ま化かそうとするはずがない。

　だからフローレンスは、問うための言葉を発することができなかった。

（訊きいて嫌いやがられるのが、怖いんだわ。わたし）

　駄だ目めだ訊け、という理性と、イスカに嫌がられることをしたくない、という感情の葛かつ藤とうは──後者が勝まさってしまった。

「そう、ですか。……ええと、わたし……」

　問うべき言葉を飲み込み、さまよったフローレンスの視線は、アルフルードで止まった。

「あの、すみません。わたし一度、部屋に下がらせていただきます。何にせよ、医師の検分待ちですから」

「そうだな」

　休みたいという意思を告つげれば、当然引き止められはしなかった。イスカの方も誤魔化したことに罪ざい悪あく感かんがあるのか、微かすかに目を逸らしながらうなずく。

「フローレンス様──」

　慌あわてて立ち上がり、従したがおうとしたジゼルとミリアを手で制する。

「貴女たちも今日は休んだ方がいいわ。ミリア、ジゼルのことをお願いね」

「はい。けれど姫は……」

「部屋に戻るだけよ。心配ないわ。──殿下、アルフルードを少しお借りしてもよろしいでしょうか」

「構かまわない。アル、フローレンスを頼めるか？」

「はい」

　流された視線で、アルフルードも、なぜフローレンスが自分に同行を求めたのか、意図を察さつしたようだった。

「では殿下。失礼させていただきます」

　イスカに断り、二人で執務室を後にする。

　なるべく人目を避さけようと、中心から離れて柱ちゆう廊ろうに出たところで、フローレンスは話を切り出した。

「ねえ。貴方は殿下が誤魔化した理由を知っている？」

「直ちよつ球きゆうですね。殿下には直接訊けないから、私にですか」

「そうよ」

　訊けない理由が相手に嫌われたくない、という感情のせいなので若じやつ干かん気き恥はずかしさを覚え、フローレンスは羞しゆう恥ちを堪こらえつつ認めた。

　その反応を、アルフルードは面白がるように口元を緩ゆるめたが、特に言葉にはせずに問いに答えた。

「知りませんでしたが想像はついてしまいましたね。私の故こ郷きようでも研究はされていたので」

「研究？」

「以前、鬼き人じんの王国ラハ・ラドマ──と言いましたが、常識的に考えて、人間の身体能力にそこまで大おお幅はばな差があるわけがないでしょう。一人で十人百人を圧あつ倒とうするような違いがあったら、本物の化け物です。少なくとも同じ人間ではない。……だから、鬼人の王国、と呼ばれたのですがね」

「結局どちらなの？」

　ラハ・ラドマは鬼人と呼ばれるだけの力が、あるのかないのか。

「戦争中、彼らは薬物を用いて自身の身体能力を底上げしていたようです。ならば他の国が自分たちも使えばいい、という発はつ想そうに辿り着くのは当然でしょう。私がいた頃はまだ、原材料は植物だろう、程度にしか分かっていませんでしたが……。正直、あまり服ふく用ようするべきではなさそうなものでしたね」

　ハイヴィスの部屋に飾られていたのは、一種類を微び量りよう摂せつ取しゆするだけでも危険な代物ばかりだった。

（……あぁ。でも、効こう能のうはあるんだわ）

　同時に、母国で得ていた知識のせいで、分かってしまった。

　毒も使いようによっては薬になる。用よう途とを探ってエスカ・トロネアでは研究に余よ念ねんがなく、その過か程ていで、不幸な結果の上に効能を後こう世せいに残してきた例も少なくなかった。

　ハイヴィスの部屋に飾られた花々も、その中に名を連ねている。

　毒性を一切無視するなら、脳のう神しん経けいを活かつ性せい化かさせるものや、疲ひ労ろう感かんをなくすもの。そういった、戦いにあれば有ゆう利りになるだろう効能が、確かに存在する。

　しかしまさかだ。常人が考えることではない。効能を得たとしても、強すぎる副作用で命を落とすか、生しよう涯がいの健康を損そこなうことになる。

（でも、ラハ・ラドマでなら、あり得る……？）

　虐しいたげられ、無む情じような死は常に自分たちの傍かたわらに在あり、再び『物』になることを恐れ、北の果てまで逃げてきた精神状態であれば、あるいは。

「……待って。もしクライメル卿が持つ原材料が素材として正しかったとして、正教会がどうしてそんな物を……」

「使うため以外に目的があるんですか？　殿下の様子からして、材料と製せい法ほうはおそらくラハ・ラドマの秘ひ儀ぎ。副作用を抑おさえるなりなくすなりできる、特とく殊しゆな製法があるのかもしれません」

　それを知るために、わざわざハイヴィスがこの国を訪れたのだとしたら。

（本気……っ!?）

　ぞ、とフローレンスは悪お寒かんが全身を走り抜けるのを感じた。

（いえ、セクト殿下に近付いたのも、そのためだという方が余程納なつ得とくできる！）

　もしかしたらハイヴィスは、この一件を糾弾だけで済ませるつもりが初めからないのかもしれない。

　正教会が理由を得て、なおかつ武力に自信を持っていれば、開戦に踏み切りかねない。アルフルードの言う通り、他国に乗り込んできてまで力を求めるのなら、使う以外の目的はないだろうから。

「なんてこと……！　絶対に無実を証明しないと！」

　理由を与えてはならない。唸うなるようにしてフローレンスは呟つぶやく。直後に柱廊を吹き抜けていった夜風に髪がなびいて──瞬間、アルフルードに引き寄せられた。

「!?」

　驚きに息を詰めたフローレンスの目の前で、動きに遅れた髪が一筋、鋭えい利りな刃物で切せつ断だんされ、はらりと宙ちゆうを舞う。

（何!?）

　見えなかった。しかし間違いなく刃物だ。

「困りましたね」

　口調だけは柔やわらかな、冷たい声がさほど困ってもいなそうにそう言った。

「先程、氷室にお伺うかがいしました。よりによって、入るのに許可が必要な同行者がイスカ殿下とアルのみとはね。もう少し幅はばが広ければ、成りすますのも唆そそのかすのもどうとでもなったんですけれど」

　静かに足音を響かせつつ歩み寄ってきたのは、ハイヴィス・クライメル。

「そうでしょうね。だから、殿下とアルフルードなのよ」

　この宮きゆう殿でんにいる誰もが存在を知っていて、悪あく意いに唆されても揺らがない人間。そして装よそおうことが不可能な容よう姿しの持ち主。

（手順を踏ふみさえすれば、クライメル卿が氷室に入ることを拒こばめない。でも彼はそうしなかった。なぜなら人の目を嫌がったから。その理由は──）

「このままだと、何も起こらないまま収しゆう束そくしてしまいますしね。仕方ないので直接的にいくことにします」

「な……、」

　ハイヴィスの姿がはっきり視し認にんできるようになったとき、フローレンスの頭上でアルフルードが震える声で一音だけ発して、硬こう直ちよくする。

「アルフルード？」

「──くッ！」

　フローレンスの疑問の声に応こたえるように笑い声を立てたのは、ハイヴィスの方。

「くっ、はっ！　はっはははっ！」

　抑えていた何かを発はつ散さんするように、ハイヴィスは高らかに哄こう笑しようを響かせる。

「カフィ、エズ……？」

「そりゃあね、うん。まあこの距離で君と顔合わせたら無理だよねえ！　ちょっとぐらい似てた方が、君は勝手に僕じゃないと思い込んでくれるだろうから、それほど気合いも入れてないしね」

　知ち己きへと向ける親しさで、ハイヴィスは笑って手を振った。

「やあ、久しぶり、アル。元気そうで何より」

「なん、で、テメェがここに」

　掠かすれた声の問いも、彼を知人であると認めたもの。そしてその反応は、ダンス練習のときにハイヴィスを見た動どう揺ようと同じだった。

（あのとき話に上がっていた知り合い……。ということは）




　──彼の正体は大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの軍部の人間！




　訪れたのは正教会神官などではなかった。その事実が、謀略の全体図を完成させる。

　知人と似ている、とアルフルードは気付いていたが、否定した。

　それはきっと、少しでも似ている人間を何度も見間違えるぐらい、特別な相手だったから。──おそらく、悪い方の意味合いで。

　聞いた出しゆつ自じや今の台詞せりふから察するに、『彼』は変へん装そう術じゆつに長たけている。思い込みを禁きんじるあまり、件くだんの知り合いではないと逆に思い込んだ。アルフルードの性格と心理を、相手は熟じゆく知ちしている。

「いやいや。この状況で僕が君に目的を教えるとか、なんで？　ってなるだろう？」

　楽しそうに語る口く調ちようと共に、ハイヴィスの持つ雰ふん囲い気きは一変していた。うっとうしい膜まくを取り払ったかのように、紫し雷らいの瞳ひとみが活いき活いきと輝かがやく。

　しばし事じ態たいが飲み込めない様子で愕がく然ぜんとしていたアルフルードは──徐じよ々じよにその目を怒りの色へと染めていく。

「よく……ッ。俺の前にそのツラ出せたもんだなッ！」

「え、何。君の部隊餌えさにして釣つりしたの、まだ気にしてるの。あの一戦のおかげで陛へい下かの勢せい力りよくは台たい頭とうできて、君、立たて役やく者しやとして立りつ派ぱに弔とむらわれたのに。──それにさ、アル」

「！」

　凶きよう猛もうな光を宿す瞳に正面から射いられ、アルフルードは一瞬、手を腰に伸ばしかける気配を見せる。しかしすぐに自分が帯たい剣けんしていないことに気が付き、フローレンスを背に庇かばうと、ジリ、と一歩下がった。

「人が死んだばかりの王宮で武装し忘れるとか、どんだけ平和ボケしちゃったのさ。君、人の斬きり方ちゃんと覚えてるかい？」

　トッ、とハイヴィス──否いな、カフィエズは床を軽く蹴けった。静かな動作だ。そして速い。

　彼の背がいきなり伸びたように感じてフローレンスは戸と惑まどったが、すぐにそれが気のせいではないことも分かった。振り下ろされた、刃の薄うすい長剣をアルフルードが手の甲こうで払ったとき、接近した二人の身長差が変わっていたからだ。

　弾はじかれた刃から細かな飛沫しぶきが飛ぶ。同時に繊せん維いが焼け焦こげる音と臭においがして、アルフルードのはめていた手袋が焼やけ爛ただれ、下の皮ひ膚ふにまで火傷やけどを負わせた。飛び散った滴しずくが触ふれた頰ほおも同様。鼻を突く臭いが辺りに立ち込める。

（刃に強きよう酸さん性せいの毒を塗ぬってる！）

「ちっ！」

　アルフルードは自分の上着を乱らん暴ぼうに脱ぐと、フローレンスへと投げて寄よ越こした。

「頭から被かぶって下がってろ！」

「アルフルード！」

「離れすぎない程度に離れとけッ！」

　カフィエズに付き従ってきた従神官たち──彼らもまた敵である可能性が充分にある。今ここに姿が見えないからといって、近くにいないとは限らない。引き離されれば助けられなくなる。

　アルフルードが逃げろ、と言わないのはそのためだろう。

　離れすぎないように離れるというのは、どのくらいの距離が適てき切せつなのか。荒あら事ごとに無む縁えんで生きてきたフローレンスには判断がつかなかった。それでも、絶対にアルフルードの動きを阻そ害がいする位置にいてはいけない。ただでさえ不利な状況で、さらに足あし枷かせになっているのだから。

　切り結ぶための武器もなく、毒が塗ってあるとなれば迂う闊かつに触れることもできない。回かい避ひに徹てつするしかないアルフルードの皮膚に、衣服に、剣が閃ひらめくたび傷が刻まれていく。周囲に異い臭しゆうが充じゆう満まんしていく中、フローレンスは辺りを見回した。

（人を呼ばなきゃ！）

　しかし時刻は夜。警けい備びの巡じゆん回かい兵へいはいるが、犯はん罪ざいがほとんどないラハ・ラドマでは、その間かん隔かくが長いことをフローレンスは知っている。おそらくアルフルードも、カフィエズも。この時間帯、近くを通る兵はいないのだ。少しばかり声を張り上げる程度では、きっと届かない。

（音！　音を出す物！）

　本能的に背後を守ろうとして、フローレンスは背中を障しよう害がい物ぶつ──円柱につけて、はっとする。装そう飾しよく性せいの高いその円柱には、金属で飾り付けられた個所も少なくなかった。

　すぐに屈かがんで石を拾い、思いきり叩たたき付ける。カァンっ、と高く澄すんだ音が、中々の大だい音おん響きようで響き渡る。

　続けてガンガンと叩き続ける。煩うるさく、耳みみ触ざわりで不快だがこれでいい。異常であることが誰にでも分かるだろう。

「あー……」

「諦あきらめろ！　ラハ・ラドマの兵は対面に立てば優秀だ！」

　響き渡る警鐘代わりの金属音に、眉まゆを下げて呟いたカフィエズへとアルフルードが告げ。

「──これはっ!?」

　思ったより早く駆かけつけてきた第三者の声に、フローレンスは振り返る。残念ながら救きゆう援えんの兵士ではなかった。

「アル!?　ハイヴィス!?　何を──？」

　現れたセクトはその場の状況に戸惑った声を上げ、知り合い二人を交互に見る。

（まずい！）

　今ここにセクトが来るのは都合が良すぎる。偶然なわけがない。そして彼の状況を考えればそれを仕組んだ人間は。

「セクト！　フローレンス姫を連れて下がれ！」

「セクト、フローレンス姫を押さえてくれるかな」

　アルフルードとカフィエズは、ほぼ同時にセクトへと向けて、真ま逆ぎやくの要よう望ぼうを発した。

　それを聞いたセクトは、フローレンスへと手を伸ばす。

「うっ」

　逃のがれようとする体を捕とらえられた。首に腕を回され喉のどが圧あつ迫ぱくされ、フローレンスは呻うめく。

「セク……、殿、下……！」

　セクトが従ったのは、やはり、カフィエズの指示だった。

「セクト、お前──」

　何を、と言い切る前に、アルフルードはカフィエズを振り返る。

「テメェか！　どこまでやりやがった！」

「ちょっと従じゆう順じゆんになってもらっただけだよ。彼の人格にはまだ用があったし、どうやら薬物耐たい性せいも大だい分ぶ強くて、上う手まく支配できないんだよねえ。素直だから言葉の方はそれなりに利きくんだけど。──セクト、周りの掃そう除じは滞とどこおりなく済んだかな」

「……終わった」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、こくん、とセクトは首を縦たてに振る。

「掃除って……何を！」

「騒そう音おんを耳にしそうな兵士の処しよ理りをね」

「！」

　セクトに──この国の王子にやらせたというのか、それを。

　血の気が引いたフローレンスにカフィエズはくすり、と小さく笑った。

「多分セクトは殺してまではいないから安心するといい。だって、ねえ。無い物は奪えばいい──って、せっかく僕がお手軽に国を豊かにする方法を教え込んであげたのに、側から離れた途と端たんに本来の意思が勝つ子だよ。もう少し暴ぼう走そうしてくれると思ったんだけど」

　目もく論ろ見みが外はずれたようなことを口にしながらも、カフィエズはそれを、むしろ楽しんでいるようだった。

「やっぱりラハ・ラドマは面おも白しろい国だ。ここまで上手くいかなかったのも久しぶりだよ。でもだからこそ、目的のものは貰もらっていきたいかな。──セクト、おいで」

（くっ……！）

　セクトがカフィエズの言葉に従い、引ひき摺ずって行こうとするのに、フローレンスは渾こん身しんの力で踏ん張って、抵てい抗こうする。

「さっき君が余計なことをしてくれたから、時間がないんだ。面めん倒どうかけさせないでくれるかな」

　カフィエズは息をつき、神官服の襟えり元もとから長く細い針を取り出す。その針先から、つ、と液体が滴したたるのが見えた。

「よせ！」

　アルフルードが焦あせった声を上げ、一歩踏み出したその瞬間。カフィエズはフローレンスを見たまま軽く手を振って、針を投げた。

　長針を深く潜もぐり込ませたのは、アルフルードの腿ももにだった。

「あ……！」

「うッ」

　フローレンスの短い悲鳴と重なるように、アルフルードはその場に、崩れるように膝を突く。

「うん。じゃあ、まあ」

「くっ……」

　もうアルフルードが動けない自信があるのだろう。カフィエズは無む造ぞう作さに屈み込み、彼と目を合わせて微び笑しようした。それから手の平を口に押し付けアルフルードの声を塞ふさぐと、懐ふところから新しい──腕の長さほどの刀とう身しんの剣を取り出し、守る物のない腹ふく部ぶに突き刺す。

「──ッ!!」

　苦痛に顔を歪ませ、押さえ付けられた口から低い呻きが微かに漏もれた。だが悲鳴と呼ばれる種類のものは飲み込んで、アルフルードは強く目の前のカフィエズを睨にらみ付ける。その瞳から戦せん意いは失うしなわれていない。

　それに対し、カフィエズは嬉しそうに、楽しそうに、いっそ優しいとさえ言える光を宿した目で視線を合わせたまま、囁ささやく。

「君のそういう、虐いじめ甲が斐いあるところが大好きだよ、アル」

　ハイヴィスを演じていたときと同じく、穏やかで柔らかい口調のままで狂きよう人じんの言葉を紡つむぐ。

　柄つかを摑つかんだその手がゆっくりと、体の中心へ向かって動く。真横に捌さばくつもりか。

「やめなさいッ！」

「あ。この状況でも命令形なんだね」

　間の抜けた感心の仕方をして、カフィエズは振り返った。

　フローレンスが声を上げるのを待ち望んでいたかのような、躊ちゆう躇ちよのない行動だ。真正面から相あい対たいする恐怖を押さえ付け、フローレンスは紫雷の瞳を真まっ直すぐに見返す。

「他人の態度に拘こだわりを持つようには見えないけれど？」

「うん、全然ないね。でも君はプライドが高そうだ。こんな機会も滅めつ多たにないし、大国の姫君には跪ひざまずいてお願いしてほしいなあ」

　カフィエズの態度は、興味のある珍しいものを見たときのそれと同じ。フローレンスがどう対応するか、本当に楽しんでいるのだろう。

「膝を突くまでに一時間ぐらいかかると思うわ。何しろ、プライドが高いから。待っていてくれるならやってあげてもいいわよ」

「僕は結構気の長い方だけど、さすがにそこまでは待てないね。──まあ、いいよ」

　剣から手を離した次の瞬間、カフィエズは足を振り上げ、完全に根元まで柄を踏み付け押し込んだ。そのまま体重をかけ続け、アルフルードの体を地面に仰あお向むけに転がす。
















「ぁ、ぅぐっ」

「アルフルード！」

「人を運ぶのは手間なんだ。僕と一緒に来てくれるかい？」

　晴れやかな笑みを浮かべつつ、カフィエズはフローレンスへと手を差し伸べる。親しい相手へダンスを申し込むような気軽さで。

「……仕方ないようね」

「ふ……、ざ、けろッ！　んな真ま似ね──！」

　途中でアルフルードが言葉を切ったのは、苦く痛つうの声を飲み込むためだろう。カフィエズが柄の頭に載のせたままの足裏で、剣の向きを僅かに変えたのがフローレンスからも見えた。

「いいえと言えば、気き絶ぜつさせられて連れていかれるか、面倒なくこの場で殺されるかのどちらかだと思うわ」

　ここにフローレンスとアルフルードの死体が転がって、カフィエズのせいだと分かればまだいい。だがおそらく、犯はん人にんに仕立て上げられるのはセクトだ。そして操あやつられているだろうセクトは否定しない。やってもいない罪を認めてしまう。

　そうなればラハ・ラドマはエスカ・トロネアの制せい裁さいを受け、遠からず滅めつ亡ぼうの道を歩むことになる。

　行くしかない。たとえ、それ以上の最悪の展開を目論まれているのだと分かっていても。

「くっ、ふふっ」

　フローレンスの瞳を受け、カフィエズは笑う。

「まだ負けないって顔してる。いいね。とても魅み力りよく的てきだよ、フローレンス姫」

「ええ。後悔させてあげるわ」

「それは楽しみだな。僕、後悔って一度もしたことないんだよ。──セクト。姫を放して、一緒においで」

　カフィエズが言えば、セクトはただ無言で従った。

「じゃあアル。生きてたらまた会おう。よければイスカ殿下にフローレンス姫と一緒に待ってるって伝えておいて。殿下一人だったら歓かん迎げいするよってね」

「はっ、ぐッ！」

　がんっ、と思いきり柄を踏み付け、庭の土にまで刃を埋うめ込ませてから、カフィエズは歩き出す。それにフローレンスと、セクトが続いた。

（落ち着いて）

　心の中で復ふく唱しようし、言い聞かせる。

　まだ事態は何も決まっていない。

　あらかじめ人目につかない道みち筋すじを把握しておいたのだろう。散歩するような足取りで、悠ゆう々ゆうと宮殿内を歩く。抜け目なく正確な情報をカフィエズは摑んでいるようだが、今は彼が半はん端ぱな人間でないことに安あん堵どするべきだ。

　誰かに見つかれば、カフィエズは相手を排はい除じよするのをためらうまい。

「あぁ、そうだ。フローレンス姫」

　ふと思い出したような体ていで、カフィエズはフローレンスを振り返った。その目には相手を試す悪趣味な光が楽しげに踊おどっている。

「実は死んだ彼だけは本物の正教会神官だよ。名前はハイヴィス・クライメル。従じゃなくて、正せい五ご位い神官だったね、本当は」

「……そう」

　もたらされた情報は、フローレンスやラハ・ラドマにとって、不利なものでしかなかった。フローレンスはただ短く答えるに留とどめる。

（ハイヴィス・クライメルではない人物がその名を騙かたっていた事実は、留学先に確認してもらえればすぐに片付くわ。問題ない）

　ただし、生きて帰れたらの話だが。





[image: ]






　ややあってフローレンスは宮殿の外へと連れ出されていた。宮殿内は未いまだ静かなまま。

　さすがに、ここに来るまでに完全に無人だったわけではない。だが出で会あい頭がしらにカフィエズかセクトが一瞬で相手を昏こん倒とうさせていったため、今も騒ぎは起こっていない。常じよう駐ちゆうの兵の行動は、やはり完かん璧ぺきに把は握あくしている。

（アルフルード……。早く誰かに見つけてもらえればいいけど……）

　騒さわぎになっていないということは、まだ彼は動けない状態ということだ。負ふ傷しようしたまま長時間放置されてしまったら──と心配になる。

　背後になってしまった王宮を気にしながら、それでも大人しくついてくるフローレンスに、カフィエズは意外そうな目を向けてきた。

「君は本当に冷静だねえ。冷れい徹てつ、って言ってもいいかな。普通、目の前で知り合いがああなったら、もっと混乱するものだよ？　淑しゆく女じよだったら血を見て卒そつ倒とうしたっておかしくない」

「そのようね」

　カフィエズの語る『普通』に、フローレンスは同意しつつも、感傷は湧わかない。

「慌てふためいても事態は悪化するだけよ。わたしが傷付き、動けなくなったわけでもない」

　知り合いだからこそ、助けるべき相手だからこそ、自分の行動は正しいものを選ばなくてはならない。卒倒している暇ひまなどない。

　言い切ったフローレンスに、カフィエズは納得した様子でうなずいた。

「ああ、分かった。君、子どもの頃からあまり人と接せつ触しよくしてこなかっただろう。周りに優しくない人が多かったのかな。それとも、その共感性の低さはわざとそうされた？　──そういえば、エスカ・トロネアの第二王女は、病弱で表に出てこないんだっけ」

「……」

　嫌な話になった。

（間違ってもこの手合いには知られたくないわね……）

　無言のままのフローレンスに、カフィエズは小さく笑う。

「まあ、君と直接会って病弱の噂うわさが噓うそだっていうのは分かったよ。体が弱い人間は、見れば分かる」

「そう」

　フローレンスの素そっ気けない返事を、カフィエズはまったく気にしない。

「ラハ・ラドマに送られるぐらいだ。第一王子はずいぶんと君を信用していると見える」

（それはまあ、わたしがお兄様の敵になることは絶対ないけど……）

　カフィエズは大砂漠帝国の人間なので、ラハ・ラドマを警けい戒かいする理由は分かる。大砂漠帝国から見れば、フローレンスとイスカの婚こん姻いんは、エスカ・トロネアがラハ・ラドマを戦力として使うための布ふ石せきに見えるのだろう。

（お兄様が強く推おしたというなら、間違いなく何らかの思おも惑わくがあるのでしょうけど）

　それがカフィエズの言うようなものかは、フローレンスにも分からない。

「セクトに訊いて原材料は分かったんだけど──常じよう人じんより薬物耐性がある僕でも、このままじゃ使えない代物だ。王太子のイスカ殿下なら、もっと詳くわしく知ってるんじゃないのかな」

　イスカがラハ・ラドマの秘儀に詳しいのはそうだろうが、フローレンスはどんなものか知らない。知っていたとしても答えるつもりはないから、いっそ知らなくて都合がよかった。

「ここ最近、エスカ・トロネアの第一王子は軍ぐん備びに力を入れてるよねえ。騎士団領任せの国こつ境きようが不安なのか、南の正教会に警戒してるのか──。兄君の期待には応えられそうかな？　不自然にゴリ押しして嫁とつごうとしている大国の姫君」

「さあ。どうかしらね」

「くっ、ふっ。まあ、君から聞こうとは思ってないから安心していいよ。吐はいてくれても、本当のことを教えてもらってるかどうか分からないし。さ、乗って乗って」

　城壁の外に用意されていたのは、二頭の馬。フローレンスがまごついていると、自力で乗れないことを察したカフィエズに容易たやすく引き上げられた。後ろの一頭にセクトも騎き乗じようし、静かに走り出す。

「……どこへ行くの」

「内ない緒しよ」

　当たり前といえば当たり前の返事がきた。

　人っ子一人見当たらない夜の静せい寂じやくの中、二頭の馬は堂々と町を駆け抜ける。声を上げればすぐに助けを呼べるのに、セクトの存在がそれをさせてくれない。

　あっという間に町を抜け、馬は足を速めた。町中では一応抑えていた音を、気にしなくてよくなったためだ。馬にも騎乗者にも優しくない速度で走り出す。

　イスカのように落馬に気遣ってくれているわけではないのも分かるので、フローレンスは不本意ながら、しっかとカフィエズに寄り添そう。万一のときは道連れにしてやる、と心に決めながら。

　──しばらくして、がくんと速度が落ちた。街かい道どうを外れたのだ。馬の足には向かない、荒れた雪道を走っている。

（っていうか……）

　ふと、気が付いてしまった。今はやや東に方向をずらしたようだが、基本、カフィエズは南に向かって進んでいる。

　国境を抜けるつもりだろうか。

（まずい……！　まずいわ!!）

　大変だ。フローレンスはここにきて、一気に焦りを覚える。

　南に進む──なんと危機感を煽あおる響きなのか！

（危険すぎる！　だって花が咲いてるものッ！　なんでよりによって南に進んでるの!!）

「……どこまで行くつもりなの」

　フローレンスの声に滲む、隠し切れない怖おそれに気付いて、カフィエズは首を傾かしげる。

「僕、内緒って言わなかったっけ。君、そういう無む駄だな質問するようには見えなかったんだけど」

（うるさいわねっ！）

　これが北なら、もしくは東なら西なら、フローレンスだって何も言わなかった。

（今暖だん季きに入ってるのよ！　いくらラハ・ラドマだって、南に行けば行くほど植物増えちゃうんだから!!）

　その中にアレルギーが出る物があったら致ち命めい的てきだ。

（こいつに知られるのは絶対に嫌!!　嘲ちよう笑しようされる予感しかしないッ!!）

　急にそわそわしだしたフローレンスの胸きよう中ちゆうなど、カフィエズに分かるはずもない。不思議そうに首を捻ひねってから、思い立ったのだろう。ああ、と小さく呟いて。

「もう少しなんだけど……。一いつ旦たん、馬から降ろそうか？」

「は？」

　いきなり、意図の分からない問いかけをされた。

「残念ながら丁ちよう度どよさそうな茂みもないけど。まあ他に人もいないしね。自然に呼ばれてるなら我が慢まんさせない方がいいかなあ、と」

「なっ！」

　何を勘かん違ちがいされたのかが分かって、フローレンスは羞恥で頰を熱くした。

「結構よ！」

「いや、無理はしなくていいよ本当に。同乗してる僕のことも考えてほしい。生あい憎にくソレは僕の趣味じゃないんだよね」

「馬にならまだしも、貴方のことを気き遣づかうつもりは欠片かけらもないけど、本当に不要よ！　大体それ、貴方あなたが見張りにつくのではないの!?」

「必然的にそうなるよね。逃げられても面倒だし。でも気にしなくていい。本っ当興味ないから」

「強調してくるところが余計怪あやしいけど！」

　狂人がどんな特とく殊しゆ嗜し好こうを持っていても驚かない。

「純じゆん粋すいに嫌だから言ってるのに」

「安心して。嫌がらせのためだけにそんな捨て身の手段取る淑女はいないから。何があってもあり得ないわ！」

　一人になれるなら悪くない口実だが、見張りに付かれたのでは意味がない。実際、自然に呼ばれているわけでもない。

「な、何があってもって」

「何があっても、よ！　ヒールとコルセットで鍛きたえられている淑女の覚かく悟ごを舐なめてもらっては困るわ！」

「そ、そう」

　異い様ような迫力をもって言い切ったフローレンスに、カフィエズはやや身を引きつつ、うなずいた。それからそんな自分の反応に気が付いて、啞あ然ぜんとした表情で何度か瞬まばたきをしたあと、くすくすと笑い出す。

「君は面白い子だなあ」

「貴方に面白がられても寒さむ気けしか感じないわ」

「だからいいんだよ。嬉き々きとして僕についてくる奴って、相当気持ち悪いと思わないか。僕、自分と同じモノに興味はないよ」

「同類だけで戯たわむれて、さっさと絶ぜつ滅めつすればいいのに……」

　吐き捨てたフローレンスに、カフィエズはさらに笑みを深くする。

「さ。到着だ。降りようか」

　先に馬の背から降りたカフィエズが、軽々とフローレンスを抱かかえ上げて有う無むを言わせずに下ろす。

　フローレンスの目の前にそびえ立っていたのは、先日イスカと訪れた闘とう技ぎ場じようだった。通って来た道が違ったので、建物が見えるまで分からなかった。

（目的地がここだと知っていたら……！）

　花に怯える必要などなく、恥はずかしい誤ご解かいなどされなくて済んだというのに。もう何をされても腹立たしい。カフィエズとは相性が余よ程ほど悪いに違いない。実に喜ばしい。

「暖季に入ったって言ったって、屋おく外がいで夜を明かすほど無む謀ぼうじゃないよ」

「それはよかったわ」

　もし外で夜を明かすとなれば、一番危険なのは体力のないフローレンスに間違いない。

「わたしを連れてきて、一体どうするつもりなの」

　手入れされている建物の中に花はなかった。一夜をここで明かすつもりなら、様々なことに猶ゆう予よができる。

　一時期鼓こ動どうを速くしたフローレンスの心臓は、大分落ち着きを取り戻した。

「アレ？　何か余裕になった？」

　が、それがカフィエズの不ふ審しんを買ってしまったようだ。

「ここは知っている場所だもの」

「ああ、なるほどね」

　少し正直になりすぎてしまった。ヒヤリとしたが、取り繕つくろった言い訳にカフィエズが納得したので、ほっとする。中へと入っていくカフィエズに、フローレンス、セクトと続いた。

（ここからならスノウフラウへの道は分かるけど、逃げ出せそうにはないわね）

「それなら失敗したかなぁ。地図上で確認しただけだから、君の方が詳しいかもね」

（大した差ではないでしょうね）

　せいぜい、フローレンスはスノウフラウからの正規の道筋を知っているとか、その程度だ。

「ま、この手の施設に付き物の牢的などこかはあるだろうし、構わないか」

　大量の人間を受け入れる娯楽施設だったため、フローレンスを閉じ込めることもできて、出入り口が複数存在し、いざというときの逃走に便利。土地に明るくないカフィエズが選んだにしては、上々の潜伏先だろう。

　セクトを正気に戻せれば何とかなるかもしれないが──と思いつつ、周囲に目を走らせていく。役立ってくれそうな物は、残念ながら見当たらない。

「こっちに来て驚いたんだけどさ、西大陸にはラハ・ラドマの戦せん功こう、ほとんど伝わってないんだね」

「セクト殿下と話したのなら、理由は分かっているのでしょう」

「そうだね。──でも多分、セリス殿下は知ってるんだよね？」

（お兄様なら、その可能性はあるでしょうね）

　ラハ・ラドマについて詳細に調べて行けば、きっと気が付いただろう。

「エスカ・トロネアに鬼人の力を持たれたられた厄やつ介かい極きわまりない。僕のこっちでのお仕事はいくつかあって、鬼人の調査もその一つ。あぁ、でも正教会神官の身分って便利だったんだよなー……」

　ふぅ、と少しだけ惜おしそうに息をつく。そんな理由で身分を、おそらく人格も奪われたあげくに殺されたハイヴィス・クライメルに同情する。たとえ彼が選せん民みん意い識しきに凝こり固まった差さ別べつ主しゆ義ぎ者しやであったとしても、それですべてを奪われ、殺されてしまうのは──あまりに無情だ。

「で、潜せん伏ぷく中ちゆうにセクトと会ってさ。エスカ・トロネアの姫がゴリ押しして鬼人の国に嫁ぐっていうし、これはもう僕も行けっていう天てん啓けいだなと」

「ないわ」

　そんな天啓があってたまるか。

「セクトは素直ないい子だから暗示かけるのは難しくないんだけど、元の精神性を残しとくと駄目だね。子どものわりに大した意志力だ。国の現状に不満を持ってる人間は少なくないだろうから、兵でも町人でも同調して、近隣の国の町の一つや二つ襲おそってくれたら一番早かったんだけど」

「無駄よ」

　ラハ・ラドマには、確かにそれだけの力があるのだろう。

　けれど絶対に、この国の人間はその手段を選ばない。

「そうだったね。だからエスカ・トロネアや正教会と喧けん嘩かしてもらおうかなーって思ったんだけど、やっぱり駄目だったね」

　ジゼルがラハ・ラドマの貴き族ぞくとして優秀であったから。フローレンスが冷静だったから。問題になる一手を起こさせなかった。

　何か一つ間違った行動を取っていれば、今頃は取り返しのつかない事態になっていただろう。──そしてどうやら。

「大砂漠帝国は、平和を望んではいないようね」

　近年内戦を収めたばかりの、西大陸全体の忌敵いみがたき。玉座に就ついた皇こう帝ていの、荒れた帝国を御ぎよする辣らつ腕わんの噂はフローレンスの耳にも聞こえてきていた。

　平和に慣れた西大陸諸しよ国こくは、どこも軍備に金などかけたがらない。自国の平定を優先するしかない大砂漠帝国と、正式に休戦できるのでは、という期待も少なくなかった。

　それがどれだけ平和の恩おん恵けいを受けた甘あまい考えかは、ここにカフィエズがいることで証明されている。

「国の民の平へい穏おんと発展を望まない王族はいない。君も否定しなかったじゃないか」

「手段が最低よ」

　自国のために他国を侵おかすことを、許きよ容ようするような世であってほしくない。

「結果は悪くないかもしれないよ？　陛下は有ゆう能のうではあるし、壮そう大だいな平和をお望みだから。何しろ、天と地の間にあるすべてを、ご自分の統とう治ち下かに置かれるつもりだ。成された暁あかつきには歴史的に平和な世になるだろう。そんなことができれば、だけどねえ」

　目を細め楽しげに言ったカフィエズは、皇帝の野や望ぼうが実じつ現げん可か能のうだと思っているようには見えない。だが成すために動いてもいる。

「大層な夢む想そう家かだわ」

　皇帝の真意は測はかれないが、ただの誇こ大だい妄もう想そう癖へきを拗こじらせた暗あん君くんでないことだけは確実だ。皇帝は実に冷徹に、そして身勝手に利りを選んでいる。

（皇帝は、わたしたちを敵にすることで民意を一つに束ね、略りやく奪だつによって貧まずしさを補おぎなおうとしている）

　内乱を収めた英雄は、血ち塗まみれの覇は王おうに相応ふさわしい方法で、自国を豊かにしようとしているのだ。

（わたしを攫さらったのは、殿下に薬の話を訊く餌にするため。そしてセクト殿下にわたしを殺害させて、ラハ・ラドマを西大陸の敵にするためなのね……）

　どれだけ大砂漠帝国がラハ・ラドマを怖れているか、よく分かる。

（あんな強引な手に出てまで、目的を貫くことを選んだんだもの）

「君が邪じや魔ましなければとっくに諸もろ々もろ片付いてたんだけどな。ま、楽しかったからいいんだけど」

「……せっかくだから、訊いておきたいのだけれど」

「何かな？」

「検死の結果が出たら、ジゼルの責任ではないことがはっきりするでしょう。どうするつもりだったの？」

　カフィエズの出身と能力が明らかになった今なら、ハイヴィス殺さつ害がいの方法は、訊かなくても分かる。

　ハイヴィスは完全にカフィエズの支配下にあったに違いない。自害を命じられれば従うほどに。襲撃のときに見たハイヴィスの茫ぼう洋ようとした瞳は、今のセクトのそれと酷こく似じしている。

（あのときの、聖せい架かの鎖くさりの音が合図だったのでしょうね）

　ハイヴィスがフローレンスを殺せればそれでよし。捕らえられた従神官の身元を改めれば、正位神官ハイヴィス・クライメルであることが判明する。同時にハイヴィスを名乗っていた『誰か』が別人であることも明るみに出るが、本人がフローレンスを殺害した事実が変わるわけではない。

　ラハ・ラドマはフローレンスを守れなかった咎を負い、エスカ・トロネアは正教会に償つぐないを求めるだろう。関係悪化は間違いない。

　しかし現実には、ジゼルがハイヴィスを撃げき退たいし、捕らえてしまった。

「あれはなー。うん、びっくりした。まさか侍女に邪魔されるとは思わないものなー。空気はこんなに温ぬるいのに、鬼人は未だに衰おとろえてないねえ」

　しみじみとした調子でカフィエズは言う。感心しているのは本当のようだ。

「でも勝算はあったよ。検死の前に肺の圧迫で死んだ死体を用意すればよかったんだから。似てる人間なら調達できなくはないし、ちょいちょい顔変えて、医師の到着までに軽く腐くさらせれば、何とかなったんじゃないかな」

　遺体保存の不適切さはラハ・ラドマに押し付けてしまえばいい。

　もし検死の結果が殴おう打だによるものと出てしまえば、ジゼルの無実を証明するのは難しい。当事者の証言しかない当時の状況を、どこまで考こう慮りよしてもらえるか。

　ハイヴィスの死をラハ・ラドマの責として負わせることができれば、大砂漠帝国としてはそちらでも悪くなかったのだ。

「でもそっちもちょっと無理そうだった。まったく。君が余計なことばかりするから」

「一番余計なことをしているのは貴方だから！」

　ラハ・ラドマ兵が監かん視ししている中で、遺体をすり替える隙すきはないと諦めたのだろう。強引に隙を作れば不自然になる。一つ二つの不自然は偶然にできても、数が重なれば疑いが向く。

　──結果、自身の正体を晒してでもフローレンスを攫い、イスカを呼んで薬の話を訊き、用済みになったあとでセクトにフローレンスを人目のある場所で殺させる──という方向に切り替えたのだろう。

「君は正教会を助けたけど、このままだと代価は君の命になるねえ」

「そしてそのときには、結局ラハ・ラドマがすべての責を負わされるわね」

　セクトがカフィエズに捕らえられている以上、ラハ・ラドマに逃げ道はない。

「くっ、ふっ」

　フローレンスの言葉に、満足したようにカフィエズは笑う。

「さて、負けないためには君は僕から逃げなきゃいけないけど、どうするのかな？」

「内緒よ」

「くっ、はは！　そりゃそうだ」

　思い付いていないのを見み透すかされている気がしたが、フローレンスは無表情のまま、ただついていった。

　カフィエズに連れてこられたのは、先日イスカと訪れたときには足を向けなかった地下。

　いくつかはきちんと部屋の体てい裁さいをしていて、控室として使われていたのだろうと推すい測そくできる。そのさらに奥には、格こう子しの嵌はまった牢ろう屋やがあった。壁の、低い位置に取り付けられた枷かせから見て、人ではなく、獣けものを入れたのだろうと思う。

　理由を考えれば、やはりフローレンスには野や蛮ばんだとしか思えない。同時にイスカの言葉も思い出したので、平静に受け止めることはできたけれど。

「さ。中に入ってて。朝になったら迎えに来るよ」

「……寒いのだけど」

「体に異常が出る前に助けてもらえるといいね」

　最終的には殺す予定のフローレンスの体がどうなろうが、カフィエズにはどうでもいいことだろう。文もん句くを付けたがあっさりかわされて、フローレンスは諦めた。代わりに成り行きのまま羽は織おっていたアルフルードの上着の前をしっかりと合わせる。

「じゃ、僕は用があるから外すよ」

「どんな用か、聞いておきたいわね」

「ん？　セクトに君を殺してもらうための下準備。もう人格残しておく意味もないし、さくっと精神崩ほう壊かいさせて、使いやすくなってもらおうかと。セクトは戦力として有能だから貰っていくよ」

「！」

　当然の展開のように、さらりと非ひ道どうを口にされた。

「じゃ、また後で」

「っ……！」

　今のフローレンスに止める手立てはない。去って行くカフィエズとセクトの背を見送り、強く格子を握にぎり締しめた。

　きっちり手入れされているせいで、古い建物のくせに頑がん丈じようだ。閉じ込められる側になると忌いま々いましい。

（……何とかしないと）

　牢の中に立って、フローレンスは腕を組む。

　この先逃げ出す機会が皆無──かどうかは分からないが、体力的に厳しくなっていくのだけは間違いない。それに今なら、自力で王都まで帰り着くこともできる。

（牢から抜け出せれば逃げられるのに）

　古びてはいる施し設せつだし、実はどこか脆もろくなっていないだろうか──と、壁に触れて歩いてみる。と。

「う！」

　鼻の奥がむずりとして、反射的に息を止め、飛びすさった。

　ささやかだったが、フローレンスにとってはもの凄すごく慣れた気配。

（花ね！　花があるのね!?　こんな所にまで！　くっ。本当にどこででもなくなるってことがないのね！）

　幼い頃から着々と積み重なってきた苛いら立だちが膨ふくれ上がる。が、一瞬後には首を傾げた。

（って、どこから？）

　地下に設しつらえられた牢や控ひかえ室しつの中には、花どころか土もない。壁はきちんと石で塗り固められている。逞たくましい雑ざつ草そうが顔を見せていることさえなかった。

（もしかして、近くに外と繫つながってる通路があるのかしら）

　カフィエズと共に下りてきた入り口方面に花はなかった。少なくとも体は反応していない。

（この辺だったのよね……）

　一番初めに違い和わ感かんを覚えた場所に手を添えてみる──と、温度の違う空気を手の平に感じた。軽く壁を叩いてみると、反対側に音が抜けていく。空くう洞どうがあるのだ。

　その場に屈んで床を調べれば、獣の爪つめ痕あとに重なるようにして、重たい何かが擦こすれた跡あとがある。

（ということは……）

　立ち上がり、壁に手を突いて──

「ん！」

　力いっぱい押してみる。

　重すぎたら自分の力では開かないかもしれない、という危き惧ぐは杞き憂ゆうで済んだ。

　石壁は回転式にゆっくりと口を開けていく。抵抗の少なさからして、ここも手入れされているのだろう。拍ひよう子し抜けするほど簡単に扉とびらは開いた。

（……罠わなかしら）

　目の前に現れた道を前に、ためらう。

（でも今更、わたしを罠にかけてどうこうする必要もないだろうし）

　計画の失敗を前提に行動することはないはずなので、カフィエズにとって今ここにいるのは想定内であっても予定外のこと。抜け道を調べ損なっているという可能性はある。

　であれば、最悪どこにも続いていなくても、それなりの奥おく行ゆきさえあればカフィエズの手から逃げられるかもしれない。

（わたしとセクト殿下がいないことは、たとえアルフルードが喋しやべれない状態に陥おちいっていたとしても、すぐに分かるわ）

　特にミリアは、先に部屋に戻ったはずのフローレンスがいない異常にすぐ気付いてくれるだろう。一晩やり過ごせれば、きっと助かる。

（セクト殿下のことも何とかしたいけど……今のわたしじゃ無理ね）

　諦め、意を決して通路の中へと入り、隠し扉を戻す。微かな隙間から漏れ入ってくる光だけを残して、一気に視界が利かなくなった。

（結構深そう。道が分かれてたら忘れないようにしないと）

　戻ってこられなくなったらそれはそれで危ないが、記き憶おく力りよくにはそれなりに自信があるので、特に問題はない。頭の中で地図を作りつつ、フローレンスはそのまま足を進めた。

（にしても、ここ、何のために作られたのかしら）

　闘技場の地下に隠し扉だ。目的が分からない。

　微かに漏れ入ってくるだけだった明かりは、すぐに届かなくなった。やはり奥に行かずに、扉の近くに隠れているべきだろうか──と、暗くら闇やみに刺し激げきされた恐きよう怖ふ心しんが囁きかけてくる。──が。

「へくしっ！」

　突いて出てきたくしゃみに、考え直す。

（うん。やっぱり行こう）

　もしかしたら外に繫がっている可能性だってある。ただしそこには、確実に体が反応するアレが存在しているだろうが。

（どうせ人はいないでしょうから些さ細さいなことよ！）

　見られさえしなければ、恥はじだのなんだのは心配しなくていい。

　地下はやや、複ふく雑ざつな造りをしていた。しばらく進んで反応が大人しくなると、引き返して別の道を探す──といったことを繰くり返す。

（おかしい……。ラハ・ラドマに来てから、微び妙みようにアレルギーが役立ってる気がする……）

　この体質に感謝をしろとでも、何かに告げられているのだろうか。

（冗じよう談だんじゃない……、の、かなあ）

　少し前のフローレンスなら、そんなささやかなお得感いらないから、普通に生きていける体を寄越せと思っただろう。実際、どちらが便利かと言われれば、アレルギーなどない方に決まっている。

　けれど今のフローレンスは言い切れない。

　花アレルギーでさえなかったら、フローレンスは今頃エスカ・トロネアの王女として、堂々と表舞台に立っていたはずだ。

　そう在りたかった。そちらの方が理想だった。──なのに。

（イスカと話せなかっただろう未来は……嫌かも、しれない）

　フローレンスが問題を抱えていなければ、辺へん境きよう小国の王おう太たい子しなどとは、せいぜい挨あい拶さつをする程度の接点しか生まれなかっただろう。

　たとえセリスがラハ・ラドマと接点を持とうとしていたとしても、第二王女を嫁がせる必要はない。イスカに惹ひかれたとしても、国の誰も認めてくれなかったに決まっている。フローレンスも、強きよう固こに押し通しはしない自分を想像できた。

　理想だったはずの未来を、フローレンスは今、それほど望んでいないことに気が付いた。

　複雑な気持ちを胸中に抱えつつ、どこに続いているとも知れない先を目指す。その視界の先に、ぽつんと明かりが浮かび上がった。それを目が捉とらえた瞬間、心臓が一度、大きく脈打つ。

（もしかして、本当に外に出られる……!?）

　やや足を速くして近付く。暗闇の中の明かりは、それだけで緊きん張ちようを少し緩ませた。

「え……？」

　光こう源げんに辿たどり着いたフローレンスは、そこが行き止まりの小部屋であることにまず落らく胆たんした。それからなぜか植物園の体裁を成している部屋の在りように、首を傾げる。

「どうしてこんな所にわざわざ？」

　まるで隠すように栽さい培ばいされている花々は美しくとも、どことなく不ぶ気き味みに映る。

　吹き抜けの天てん井じようから月と星の光が降り注そそぎ、冷たい外気が肌を刺さした。

（外と繫がってはいるけど、ここを登って抜け出すとか、まず無理だわ）

　地下に下りてきた分だけの高さがある高い壁を見回して、フローレンスはため息をつく。

　入ってきた風が草花を揺らし、フローレンスの口から盛せい大だいにくしゃみが出た。どうせ誰もいないのだからと開き直って、抑える努力は放ほう棄きする。

「ああ、もう。いっそ損した気分──って……。ん？　そういえばここにあるのって、クライメル卿の客室に持ち込んでいた花と同じ？」

　ということは、例の薬の材料か。

「だから隠して栽培してるのねぶしゅ！」

　今のラハ・ラドマに用があるとは思えないが、傭よう兵へい時代には切らすわけにはいかなかったのだろう。建物に守らせながら栽培している場所が、他にもあるのかもしれない。

　しかし、花と同じ空間にいるのが本格的に辛つらくなってきた。ここに来るまでにも大分花粉を吸ってしまったのだろう。

「どうやら一晩通路でやり過ごす方向でいくしかなさそうね……」

　ぐずつく鼻をハンカチで押さえつつ、フローレンスは呟く。

　そのフローレンスの背後から、影が差しかかる。目の前の光景に気を取られ、後ろの気配に気が付かないフローレンスへと──ためらいなく手が伸ばされた。





[image: ]






　遠くで、金属が打ち鳴らされる高い音がした。

「──？」

　イスカがその異い音おんを耳にしたのは、フローレンスとアルフルードを送り出してしばらくして。

「イスカ殿下？　どうかなさいましたか？」

　つ、と眉を寄せたイスカに敏さとく気付いたミリアから声をかけられる。

「金属を叩く音がした」

　答えつつ、イスカは席を立つ。繰り返し叩きつけているだけの金属音は、数度続いて止まった。

「音……ですか？」

「俺はわりと耳がいいんだ」

　ミリアは不思議そうだったが、イスカは自分の耳が拾ったものを疑わなかった。

　音を立てて遊ぶような子どもは王宮にはいない。あれは誰かからの警けい鐘しようだ。であれば、放っておけない。

　壁に掛けてあった愛あい剣けんを手にしたのは、何となく、以上の理由はなかった。そうするべきだとどこか落ち着かない空気に言われている気がする。

「ジゼル。お前はここに残れ」

「あ──。は、はい」

　ジゼルをミリアの側に残し、イスカは迷わず、音が響いてきた方へと向かう。フローレンスの私室へも続いている通路だ。

（一体何が起こっている？）

　生まれてから十九年、一度も感じたことのない不ふ穏おんな気配がする。

　部屋を出て足早に回廊を進む途中で、足を止めざるを得ない状況と出会った。巡回の兵が倒れている。

「おいっ!?」

　慌てて駆け寄り、息を確かめた。返事はないが呼吸も脈も規則正しい。気を失っているだけのようだ。まずは安堵する。

　そして次に、少し逡しゆん巡じゆんした。人を呼んで兵を介かい抱ほうさせるのが先か、それとも──

（起こっていることを確かめる方が先だ）

　兵の体を壁に預け、イスカは先を急いだ。嫌な予感しかしない。

　横手が外に開けた柱廊に差しかかったとき、予感は現実となって確定する。

「ぐっ……、く、ぁ……！」

　聞き慣れない苦痛を孕はらんだ、しかし耳に馴な染じんだ声がした。

「アル!?」

「イ──、イスカ、か!!」

　呼びかければすぐに答えが返ってきた。しかし辺りに満ちる血の臭いと、月明かりに鈍にぶく色を映す血ち溜だまりが、急を要することを告げている。

　腹を貫かん通つうして地面に突き刺さっていた剣先を、土から引き抜いたところだったようだ。その腕は痺しびれを残しているようで、見ていて分かるほど危なっかしい。

「無理な角度で抜くな、傷口が広がるぞ！　すぐに人を呼ぶから大人しく──」

「俺のことは後でいい！　それよりすぐに人を集めて姫を追え！　今なら雪に跡が残ってるはずだ！」

「！」

　アルフルードと一緒にいたはずのフローレンスの姿がないことに、イスカは言われて気が付いた。

「来てたのは正教会神官じゃなかった。大砂漠帝国の工こう作さく員いんだ！　セクトも操られてる！」

「は……!?」

「あいつはお前に用がある口振りだった。今すぐ動けば多分追いつける。──悪わりィ、守れなかった……！」

「──分かった」

　気にするな、とは言えなかった。

「お前はまだ動けるんだな？」

　膝を突いて患かん部ぶを確認したとき、急所を外れていることは分かった。重じゆう傷しようには違いないので無茶を言っているとは思う。だが、返ってくる答えは分かっていた。

「これぐらいで動けなくなるようなら、俺はとっくにくたばってる」

　アルフルードは地面からは身を起こしたものの、体を支えるために突いた手は震えている。

「野や郎ろうはお前一人をご指名だ。だが幸い、まだラハ・ラドマの鬼人を舐めてる。お前なら姫と自分の身は守れるだろう。誰でもいいから手て練だれを連れて、ひとまず招待を受けて来い。姫を見つけたら合図を送れるようにしておいて、合流まで切り抜けろ」

「分かった。道には迷わないよう目印を残しておく」

「おい!?」

　立ち上がったイスカが向き直った先は、護ご衛えいを呼ぶための宮殿内ではなく、外へと続く道だった。

「待て、一人で行く気か！」

「間に合わなくなる方が怖いんだ」

「っ……」

　アルフルードは心配ない、とは言わなかった。相手がどれぐらいイスカを待つつもりがあるのか、分からないのだろう。

「何とかする。後は頼んだ」

　譲ゆずる気のない問答をこれ以上続ける気はなかった。自分が動けばアルフルードはそれを助ける形で動くしかないし、動いてくれるとも分かっている。

「──いいか!!　無理だと思ったら迷うな、相手を殺せ!!」

　背中に怒ど鳴なるように声をかけられたが、応えられなかった。

　手の中にあるのは、逃げてきた祖そ先せんが磨みがいた力。ラハ・ラドマを国として維い持じさせてきた力。そして現在では教きよう養ようとして残っている、最も原始的で見苦しく、それでいて圧あつ倒とう的てきな、武力という『力』。

　だがそれを実戦で振るったことはない。

（殺す必要があったら──それしかなかったら、できるのか？　俺は）

　相手は凶きよう悪あくな害がい意いを持っている。アルフルードを縫ぬい止めた剣は致ち命めい傷しようこそ避さけていたが、失しつ血けつによって命を失う可能性も充分あった。死んでも構わない、という残ざん酷こくさが表れている。

　護るべきもののために、必要ならば。

（だが、できれば──……）

　迷わない自信はない。護る力だけでありたいと、切せつに願った。

　宮殿を抜け、北の鹿シエーヴエルヌイ・アリエーニを繫いである飼育小屋へと走る。

　隣となりの厩きゆう舎しやを覗のぞいてみれば、馬が二頭少ないことが分かった。足にするために奪ったに違いない。

　雪深いラハ・ラドマで移動手段にするにはやや不向きな馬を選んだのは、きっと北の鹿を乗りこなす自信がなかったからだろう。

　一体、何がどうなっているのか。事態への理解はまったく追いついていない。だがフローレンスの救出が先だ。起こった事件の解かい明めいは後でいい。

　フローレンスを傷付けられたくない。自分の立場に、役割に、真しん摯しに生きているだけの彼女が、なぜ害されなくてはならないのか。

（きっと、不本意だったはずだ）

　元は奴ど隷れいの国。傭兵の国。そして今は何もない辺境弱小国。大国の王女の嫁ぎ先には相応しくない。

　──それでもフローレンスは、ラハ・ラドマを大切にしようとしてくれている。

　自分たちが懸けん命めいに生きてきた証を認めてくれた。良い国だと褒ほめてくれた。そして、この国のために力を尽つくそうとしてくれている。

　フローレンスを求めたイスカに、彼女は応えてくれた。ここにしかいられないからだとしても、向き合うことを選んでくれたのだ。

（なのに、俺は……！）

　危険に晒してしまった。こんなことになるとは思わなかったというのは、何の言い訳にもならない。

　北の鹿に跨またがり、夜の町を駆ける。追わせるつもりがあるのなら、町中に潜伏したりはしないだろう。町を抜け周辺を捜さがしてみれば、やはり街道を外れた蹄ひづめの跡あとが二頭分、雪の上に残っていた。

　見つけた足跡をひたすらに追う。アルフルードに跡を残すと告げてきたが、これで充分だろう。

　はじめは道から外れていて気付かなかったが、ややあって、イスカは足跡の向かう先に見当がついた。

（闘技場……か？　意外に近い……。フローレンスを連れているからか？）

　夜の外気に長く晒しては、フローレンスの体がもたないと思ったのだろうか。

　──そうであってほしい。

（体調を気遣うぐらいに必要とされていればいい……。それなら無茶はされないだろう）

　希望を込めての考えだ。

　辿り着いた闘技場には、やはり馬が二頭繫がれていた。中に入る前に、繫がれている綱つなを解ほどき、表に連れ出す。

「さあ、戻れ」

　軽く首を叩き、帰き巣そうを促うながす。しつけられた馬は賢かしこく、己に求められた行動を理解して歩き出した。

　足を残しておいては遠くへ逃げられるおそれがあるし、帰るときは後から救援が来るはずだから問題ない。

　足音を殺して中へと入る。造りが単純なせいで隠れて進むのは困難だ。誰かと出会ったら力尽くで通るしかない。

　ここで夜を明かすつもりなら、外気を防ぐ個室を選ぶだろう。だが建物が作られた目的が見み世せ物ものなので、部屋と呼べるような場所は少ない。地上部分なら観客のための救きゆう護ご室しつ。地下なら闘とう士したちが使っていた控室。

（……地下から行くか）

　捕らえた人間を閉じ込めるなら地下のような気がする、という先せん入にゆう観かんで決めた。

（っと……）

　地下への階段に差しかかる手前で、軽食を載せた盆ぼんを運ぶ男を見かけ、角まで引き返してやり過ごす。見覚えのある男だった。

（クライメル卿を名乗っていた男と来ていた従神官……というか、工作員か）

　神官服ではなく、旅衣装らしき装しよう束ぞくになっているが、間違いない。

　工作員が牢のある地下で一人食事をしたいという変わり者でなければ、それを持っていくべき相手がいるはず。

　地下へと下りて行った工作員は、すぐに階段を駆け戻ってきた。その手は空からだが、滞りなく用を済ませた、という様子ではなく慌てている。

（フローレンスが牢の中にいるなら、もしかしたら）

　入れ替わるようにイスカは地下へと下りる。迷わず奥の牢まで行くと、格子の前の床に盆が残されていた。だがそれを受け取るべき者の姿はない。

　自分で対応するのではなく報告に行ったのなら、すぐに戻ってくるだろう。

　だがイスカにとっては好こう機きだ。荒事を起こす前にフローレンスと合流できる。

　フローレンスにイスカが知らない隠し技ぎ能のうがあるならともかく、彼女が鍵かぎのかかった牢から消えた理由は分かっている。

　そしてこの状況はもう一つ、イスカが安堵できる材料を与えてくれた。

（とりあえず、無事なんだな）

　か弱い女性を手荒く扱あつかうなど言ごん語ご道どう断だんだが、相手は人ひと攫さらいという暴挙を働く人間だ。当然のことさえ期待できない。

　剣を抜き、鍵を一ひと太た刀ちで割ると、自由になった扉を開いて中へと入った。

（ここに閉じ込められて逃げ出したんだろうが、なぜ分かったんだ？）

　イスカは無む論ろん、隠し通路のことを知っている。ラハ・ラドマの秘薬──六りつ花かの狂きよう薬やくの材料となる花を保護して栽培している場所だ。迷路じみた深い奥行きがあるが、外に続いているわけではない。

　六花の材料と製法は王族と、高位貴族のみの口く伝でん。当然通路のことは紙面に一切残されていないし、フローレンスにも話していない。

（……彼女は敏さとい人だからな）

　視野が広く、考え方が柔じゆう軟なんだ。思考力を支えるための知識も、きっと自分では及びもつかないのだろう。

（彼女の隣に立ちたいのなら、俺はもっと学ぶべきだ）

　ラハ・ラドマの王太子としてなら、年相応の教養は身につけられているかもしれない。しかし、エスカ・トロネアの王女の夫としては足りないだろう。

　改めて決意しつつ、奥へと進む。

　──ややあって、人の気配を通路の先に感じるようになった。微かな振しん動どうさえも敏びん感かんに拾った耳が、それを音に変へん換かんして伝えてくる。

　お前の空くう間かん認にん識しき力りよくは化け物だ、とアルフルードに言われたことを思い出す。ただ反論させてもらうなら、これぐらいの処理能力は普段から身につけておかないと、六花を使ったときに拾う情報量に対応し切れず、動けなくなってしまうのだ。

（いや、そもそも使えるようになっておく必要がない時代なんだが……）

　理性では分かっているのに、捨てられない。腰に帯びた剣の鞘さやをなぞり、イスカは息をつく。文化や教養と言い切るには物ぶつ騒そうである自覚はある。

　だが断じて、奪うために伝えてきた力ではない。

　セクトが力を以もつて富を得ればいいと言ってきたとき、愕然とした。まさかと思ったが、やはり間違っていなかった。

（アルは、セクトは今操られているのだと言っていた）

　口論となった内容もセクト本来の意思ではなかった。そのことにとてもほっとした。

　悔くやまれるのは、様子がおかしいとフローレンスが教えてくれたときに、さっさとセクトを捉つかまえて話すべきだった、というところだ。

　これ以上の後悔を重ねないために、今はできることをしなくては。

　急いで歩みを進めるイスカの耳に盛大なくしゃみの音が届く。ここに至るまで確信はなかったが、これではっきりした。間違いなくこの先にいるのはフローレンスだ。

　フローレンスに遅れることしばしで、イスカも小部屋へと辿り着く。

（──いた……！）

　見知った、華きや奢しやな背中。

　無事だ。よかった。そう思った瞬間手を伸ばして、彼女を抱き締めていた。

「!!」
















　フローレンスが驚き、体に力を入れるのは分かったが、つい、反射的にその抵抗を抑え込む形でイスカも力を込め、離さなかった。

「無事だな。フローレンス」

「殿、下……？」

　自分を呼ぶときの敬称と共に、彼女が心を緩ませた気配が滲む。腕の中のフローレンスが緊張を解いたのに喜びを感じていることを、イスカは自覚した。

　が、次の瞬間、フローレンスは身を捩よじる。明らかにイスカから逃れようとする意思で。

（……まあ、そうだろうな）

　仕方がない。そもそも断りもせず女性に触れた方が悪い。

　腕の中から解放すると、フローレンスは俯いたまま顔すら向けてこない。

「……フローレンス？」

「待って来ないで見ないでくださいっ。自分で分かるものですわ。わたし今、かなり酷ひどい顔をしています！」

「そういう体質なのはもう知っているし、大したことではないだろう」

「わたしにとっては大したことだと──というかあ、貴方いつからこちらに!?」

　フローレンスは焦りに満ちた上うわ擦ずった声を上げて、詰きつ問もん口調で訊いてくる。

「いつというか、ついさっきだ」

　こんなときに、隠れて様子を窺うかがうほど悪趣味だと思われているのかと、若干落ち込む。

「さ、さっき……？」

「ああ」

　フローレンスの呟きは、おののくように震えている。

「……どうした？」

「な……っ、何か、お聞きになりまして？」

（……あぁ）

　彼女が何を気にしているのか、ようやくイスカにも分かった。どちらかというとくしゃみの音で確信が持てて助かったのだが──言えば恥ずかしがらせるだけだろう。

　フローレンスの女性らしい様子はただただ微笑ましい。つい、笑みが零れてしまいそうになるのを、慌てて声に出さないように引き締めた。が、気配は漏れてしまったらしい。

「殿下!?」

「いや、何も」

　うろたえたフローレンスに、意識して知らない風を装った。

「本当に!?」

「貴女を捜すのに必死だったから」

「そ、そう……。そう、ですか」

　まだ疑心を見せつつも、何とか納得しようとしている。

「まあとにかく、ここは離れよう。辛いだろう？」

「え、ええ！　ぜひに！」

　こくこく、とフローレンスは大きく首を縦に振る。

「後からついて行かせていただきます。絶対、振り返らないでくださいねっ。約束ですわよ！」

「分かったから」

「もう前を向きました？　向きましたわね？」

　まだ向いてなかった。

（一目ぐらい顔を見たい……のは、俺の勝手か）

　今のフローレンスにそれを言ったらただの嫌がらせだろう。

　絶対に見せまいとする必死な様子がとても愛らしい。苦笑してイスカは彼女の要望通り、反転して通路側を向いた。

「もう大丈夫だ」

「で、では」

　後ろで空気が動く。こちらを向いたのだろう。

　それを確認して、道を引き返そうとしたとき。




「やあ、殿下。思ったよりずっと早いお着きで」




　通路に立ち塞がった男から、楽しげに声をかけられた。
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（見つかった……）

　思ったよりずっと早い、なんて、それはフローレンスこそが言いたい。一晩ぐらい軽く放置してくれるかと思っていたのに。

　カフィエズの背はい後ごには従じゆう神しん官かんのフリをしていた男たちが三人控ひかえているが、セクトの姿はない。

「セクト殿でん下かはどうしたの！」

「まだ調整中。ってか、本当に薬やく物ぶつ耐たい性せい強いよね。王族だからっていっても、さすがに異常な気がしてきたよ？」

　人ひと質じちとしても使い勝手のいいセクトを連れてきていないということは、おそらくカフィエズの言葉は噓うそではない。少しだけほっとした。まだ間に合う。

「お前が今回の件の首しゆ謀ぼう者しやか？」

　フローレンスを背に庇かばったまま、イスカはそう問いかける。カフィエズへと向ける目も声も硬かたく、冷ややかだ。

「そうだよ。改めまして、イスカ・ヴァル・ラハラドマ殿下。並びにフローレンス・テア・エスカトロネア殿下。僕はカフィエズ・タラジア。大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの工こう作さく員いんだよ。一応局長やってたりするから、捕とらえることができたら君たちには有意義かも？」

　変へん装そうを解といたカフィエズは、二十代の半なかばほどに見える。隠していたらしい長髪も今は露あらわになっており、後こう頭とう部ぶで一本に束たばねられた髪は、わざわざそのあとから二ふた又またに分けて結われていた。

　表情を作っていたせいか、それとも化け粧しようのなせる技か、今のカフィエズにハイヴィスに抱いだいた凡ぼん庸ような印象はない。きらめく紫むらさきの瞳ひとみには獣けものの獰どう猛もうさが宿り、精せい悍かんな造ぞう形けいに反比例するように、表情には退たい廃はい的てきな毒の艶つやが滲にじむ。不ふ均きん衡こうな危うさゆえに人を惹ひきつけてやまない、独特の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　大砂漠帝国の人間であることは分かっていたが、追加された情報には驚かされる。

（ずいぶん腰の軽い局長だわ……）

　彼個人の腰が軽いのももちろんだろうが、局長を派は遣けんしてくるぐらいだ。皇こう帝ていの本気が窺うかがえる。

「大砂漠帝国の工作員が、ラハ・ラドマに何の用だ。うちのような小国を引ひっ搔かき回したところで、得はないだろう」

「──ってことにしてるんだね、鬼き人じんの国の王おう太たい子し殿でん下か。その方がお互い都つ合ごうがよかったってことか」

「っ」

　カフィエズの言葉に、イスカは素直に息を吞のんだ。これで確定だ。西大陸に残っている戦史は書き換かえられている。

　小国に華はなやかな武ぶ功こうを奪われるのは、大国と名の付く国々にはきっと面おも白しろくないことだっただろうし、ラハ・ラドマの傭よう兵へいが欲ほつしたのは自分たちの生活を守るための金品。両者の都合が嚙かみ合い、戦せん功こうを買い取る交こう渉しようが横おう行こうしたに違いない。

　だから西大陸に残った記録では、ラハ・ラドマ人の名前が大して残っていないのだ。雇った国の誰かの名前に書き換えられているのだろう。

　けれど被ひ害がいを被こうむった大砂漠帝国では違う。誰が自分たちを敗北せしめたか、正確に記録に残っているのだ。

「平和ボケした西大陸の連中見てると力押しで充じゆう分ぶんかなー、って思ったけど、楽に勝てるに越したことはないからね。──さてさて。せっかく役者も揃そろったところで、聞かせてくれないかな、イスカ殿下。ラハ・ラドマに伝わる六りつ花かの狂きよう薬やく。どうやって副作用を抑おさえ、人体に使える代しろ物ものにするのかを」

「……あれはただの毒だ。歴史なんて、往おう々おうにして大おお袈げ裟さに語られるものだろう」

「くっ、ふ。各地に残る敗戦記録を、大袈裟の一言で片付けてくれるんだ？　ま、それならそれでゆっくり訊きくさ。君みたいな人種は自分の痛みには強いけど、人の痛みには弱いからね。結構簡単に口を割る」

（う……！）

　カフィエズに目を向けられたフローレンスは悪お寒かんに耐えかね、一歩下がった。

「心配ない」

　そのフローレンスへと、イスカは迷いなく告つげた。

「貴女あなたには傷一つ負おわせない」

「強気だね、王太子殿下」

「フローレンスに手を出させるつもりはないが、手を出されてまで隠す情報もない。知りたいなら俺を降くだせ。──俺は俺で、お前たちに訊きたいことがあるしな」

「確かにお互い条件は一いつ致ちしてるね。でも君、人を斬きったことないだろう？　こんな温ぬるい国で、形だけ学んだ君に、命を奪う覚かく悟ごがあるのか？」

「覚悟をする必要がどこに？」

　さも不思議なことを聞いたかのように、イスカは訊き返す。

「お前たちは生かして捕らえた方が有意義だろう。殺すつもりも必要もない相手に、その覚悟が必要か？」

「くっ、はっ！」

　イスカの言葉に失しつ笑しようし、カフィエズは腰に佩はいた剣を抜く。細身の長ちよう剣けん。体の至いたる所に武ぶ具ぐを仕込んでいそうだが、主な武器として扱あつかっているのはそれなのか、手にした姿は今までで一番しっくりはまっている。

「戦場で敵の命を守るのがどれだけ難むずかしいか、やってみるといいよ！」

　カフィエズが手を振ると同時に、背後に従したがっていた三人が部屋へとなだれ込む。いずれも手にしているのは短たん刀とう。限られた空間で立ち回りをするのに、長い得え物ものは向かない。

　イスカも分かっているのだろう。帯たい刀とうしてきた長剣に手を伸ばしもしなかった。

「フローレンス。しばらく貴女の身を俺に委ゆだねてくれ」

「率そつ直ちよくに『下へ手たに動くな』で結けつ構こうですわっ」

　微び妙みようにいかがわしく聞こえなくもない言葉は即そく座ざに訂てい正せいする。

　フローレンスから見ても、状況はアルフルードのときよりさらに悪い。逃げる場所もなく、相手の数も多い。

（どうしよう!?　どうやって──）

　二人で無事に切り抜ければいいのか。

　イスカの左右、そしてフローレンスを標ひよう的てきにして背後から一人、同時に間合いを詰めてきた。

　逃げようがない。体を強こわ張ばらせるフローレンスの腰に、イスカの手が回されて。

（えっ？）

　ふわり、と優ゆう雅がとさえ言える流りゆう麗れいさで、体がターンする。その間にイスカはフローレンスを動かしたのと逆の手で、正面に向き直った一人の額を手の平で打つ。速かったので目で見ただけでは確証が持てなかったが、手の腹と指先とで、二度衝しよう撃げきを与えていた、気がする。

「う」

　呻うめいてよろけた男の顎あごを掠かすめる程度に蹴けり上げる。触ふれたかどうか、というぐらいにしか見えなかったのに、相手はそのまま後方に倒れ込み、這はいつくばってえずきだした。

　そのときにはいつの間にか奪うばっていた相手の短刀を、もう一人の足に投とう擲てきして動きを止めた上で、側そく頭とう部ぶをやはり掠める程度に打つ。

　当たらないとかためらっているのではなく、それで充分なのだ、とようやく理解した。

　ぐらりと目を回して、危うい崩れ方をするその様子は。

（脳のう震しん盪とう!?）

　倒れた男の様子に気を取られているうちに、イスカは最後の一人へ視線を向け──フローレンスを、やや強く引いて自分の体の内側に抱き込む。

「！」

　頭上で空くうを切る何かの音がして、ぱたたっ、と数すう滴てき、イスカの頰ほおから滴したたった血が宙ちゆうに零こぼれる。イスカは自分の傷に頓とん着ちやくすることなく、至し近きん距きよ離りに迫った最後の一人の胸を打ち、あっけなく沈しずめた。

　そしてイスカの頰を浅く薙ないだ刃物は、うねる軌き跡せきを描いてカフィエズの手に戻り、再びやや細身なだけの長剣の姿を取る。

　金属製の鋼こう糸しで細かく分裂させた刃やいばを繫つなぎ、可か動どう式しきにした奇き剣けん。構造上、一般的な剣よりも強度は劣おとりそうだが、使い手の意思で自在に動くため、軌き道どうを捉とらえることが難しそうだ。

「殿下……！」

　傷自体は些さ細さいなもの。だがカフィエズが繰あやつる武器の多くに毒が仕込まれていることを、フローレンスは知っている。カフィエズの唇くちびるが描いた弧こが、それが致ち命めい的てきなものであることを示していた。

　だが──

「心配ない」

「……あれ？」

　傷口を指で軽く擦こすって確かめつつ答えたイスカに、カフィエズの方が戸と惑まどった声を上げる。やがて得とく心しんがいったように、声を立てて笑い出した。

「あぁ、なるほどね！　そういうことか！　くっ、はっ！　ただの毒──か、そりゃそうか！」

　それから肩を竦すくめ、諦あきらめたように首を振る。

「セクトは知らなかったんじゃなくて、そもそも副作用を抑える方法なんてものがないのか。使える物にするための方法は、正せい攻こう法ほうしかないってことだね。三百年かけてその体に薬の抗こう体たいを作ってきたわけだ。あれだけの作用に耐たえられるのなら、そりゃ生なま半はん可かな毒は効かないだろうさ！　──だとすると、僕たちにはやっぱり使えない代物だね。気が遠くなる年月だ」

　言って、カフィエズは首の後ろを搔かく。

「陛下は残念がるねえ。ま、人生上う手まくいかないこともあるさ」

「！」

　軽い動作でカフィエズは腕を上げ、大きく振るった。壁の端に届くまで伸びた奇剣をかわしたイスカはフローレンスを抱かかえたまま、反対側の壁へと後こう退たいする。そうしながら腰の剣をようやく抜き、眼がん前ぜんに迫った刃を叩たたき斬った。

（や……、まず……！）

　カフィエズの目的はイスカとフローレンスであり、そして部屋で栽さい培ばいされていた花々だ。飾ってあるだけなら無害だが、その樹じゆ液えきには毒どくがある。

　掬すくい上げるように刈かり取られた花が舞い上がり、甘い芳ほう香こうと毒どく液えきと花粉が部屋中に散った。

　精せい製せい前の原げん液えきは、もちろん毒としては強くない。だが肌の弱い人間なら、かぶれて痕あとを残すことがある。それが淑しゆく女じよにとって、どれほどの苦く悩のうを与えることになるか──

　迷わずイスカはフローレンスを壁側へと押し付け、自分の体で庇う。

　毒液からはそれで逃のがれられたが──

「うっ。ふ、えっ」

　花粉からは逃れようがなかった。

「へっぶしっ。ぶへっくしゅっ。殿……、ひぶしっ。ごめ、なさ……っ。ちょ、も、離っ、ひ、べくしっ！」

「危ないから、下手に動かないでくれ」

　間近でくしゃみを連発したのも申し訳なくて、フローレンスはぐずぐずと鼻を鳴らしながら離れようとするが、上からイスカに押さえられて、叶かなわない。

「──で、いいんだったな？」

「──……」

　うなずく以外に、どうしろというのか。

　イスカに縋すがりつつ、そろりと顔を上げたフローレンスと、カフィエズとの目が真まっ直すぐに合ってしまった。きょと、とした紫し雷らいの瞳が、数度瞬またたく。

　その目を見た瞬間、フローレンスの心に、反射に近い早さで怯おびえが走った。

「い、や……っ」

　とっさに顔を隠すが、すでに遅かった。カフィエズはフローレンスの恐怖を的確に読み取り──ニィ、と笑って。

「くっ、ふっ。ふふっ。はっははははっ。なるほどね！　妙みように僕の部屋でビクビクしてたのもそのせいか！　そりゃ怖がりもするねえ。そんなみっともない有あり様さまになるんなら！」

「──！」

　響いた嘲ちよう笑しようにフローレンスは息を吞む。心臓が引き絞しぼられるように、苦しい。痛い。過去に刻きざみ付けられた苦い思い出が甦よみがえり、心を抉えぐる。痛みと羞しゆう恥ちが堪え切れない感情を溢あふれさせた。

（ち、違う。落ち着いて……！）

　揺さぶられた心が呼吸を浅くさせる。必死に理性を働かせ、動どう揺ようを押さえ付けた。

　感情を、心から切り離さなくては。感じたままに受け取ってしまったら──心の柔やわらかな部分が傷を負う。

　カフィエズはフローレンスの反応そのものを笑っているわけではない。それは目が合った瞬しゆん間かんの、彼の瞳が物語っている。彼はフローレンスが傷付くと分かったから嘲あざけっているだけなのだ。

　思う壺つぼに嵌はまってやるのは悔くやしい。けれど──

「病弱設定で長年表に出てこなかった理由もそれか！　くっ、ふっ。あァ、深読みしすぎたね。出てこなくて正解だったよ。──無ぶ様ざま極きわまる」

（う……っ）

　カフィエズの選ぶ言葉は、いちいちフローレンスの傷口を的確に抉った。せり上がってくる嗚お咽えつを殺すため、口を押さえて奥歯を嚙かみ締しめる。それでも堪え切れないものが視界を滲ませ、瞳から滴っていく。

「君さあ、よく恥はずかしげもなく外に出られたね？　国に引きこもって役立たずでいた方が、まだ恥はじにならないだけマシ──」




　ガッ！




　フローレンスを辛しん辣らつに冷れい嘲ちようするカフィエズの言葉を遮さえぎったのは、イスカが投げた剣が壁に突き刺ささった音だった。

「黙れ」

　場の空気が切り裂さかれ、落ちた沈ちん黙もくに響ひびいたのは低く、短く発されたイスカの声。宿った憤いきどおりには、誰が逆らうことも許されない威い圧あつが込められていた。
















　支配者がもたらす服ふく従じゆうの空間。張り詰めた静せい寂じやくの中、ただ一つ許されたのは。

「……ふ、く。……ぇ……」

　小さく零れ出る、フローレンスの抑えた泣き声だけだった。

「フローレンス。泣くな」

　場を冷れい厳げんに支配した男のものとは思えない、ふんわりと相手を包つつむ柔らかな声でそう言って、イスカはフローレンスの濡ぬれた目元に手を伸ばし──かけて、自身の手が先程毒液を浴びたことを思い出し、途中で止めた。だが僅わずかなためらいの後、フローレンスの目元に唇を寄せ、舌先で零れる直前の涙を拭ぬぐう。

「！」

　微かすかに肌に触れた、濡れた温ぬくもり。驚いてフローレンスが顔を上げると、ただ真しん摯しに自分を見つめる青い瞳がそこにあった。

「すまない。だが、貴女が泣くのを見たくなかった」

　謝りつつも、したこと自体は後こう悔かいしていない迷いのなさ。何をされたのか、じわりと頭に浸しん透とうしてくると──思考よりも体が先に反応した。涙は止まって、代わりに全身が熱を生む。

「傷付く必要など何もない。貴女という人の尊とうとさは、何一つ失うしなわれていないのだから」

　そもそも馬ば鹿かにされるような事ではないのだと、当然の道どう理りを説く口調で断だん言げんされた。

「殿、下……」

　──ずっと、フローレンスは怖かった。

　アレルギーで起こる症しよう状じようを嘲あざ笑わらわれた瞬間から、刷すり込まれた「恥」。自覚もあったから余計に、笑われることを当然だと思ってきた。笑われる要因のある、無様な自分が悪いのだと。

　けれど──

「人が傷付くのを見てなお、それを笑う貴き様さまこそが醜しゆう悪あくの極みだろう」

　向き直ったイスカの目に射いられ、カフィエズは息を詰めて足を引いた。下がって壁にぶつかった衝撃にはっとした表情になる。

「くっ、ふっ」

　そんな自分にどこか楽しげな笑いを漏もらす。そして彼は、身を翻ひるがえして駆かけ去った。

「あ……！」

　カフィエズはフローレンスがラハ・ラドマに嫁とつごうとした理由を、おそらく正確に悟り、六花の狂薬が帝国には無用の長物であることを知った。

　そしてフローレンスを残して逃とう亡ぼうしたということは、殺さつ害がいにより混乱を招まねく計画に見切りをつけたのだ。きっとイスカの技量は、カフィエズに勝まさっているのだろう。無理はせず、持ち帰れるものだけを得ていくつもりなのだ。

（──どうするべき？）

　次に取るべき行動を、フローレンスは迷った。

　部屋の中に転がるカフィエズの部下たち。ラハ・ラドマで起きたことに関しては、彼らを詰きつ問もんすれば証明が可能だろう。しかし──

「フローレンス。さっき、セクトもここにいるようなことを話していたな？」

「……はい」

「そうか。俺に気配を悟さとらせないとは……腕を上げたな」

「兄心に浸ひたっている場合ではなくっ」

　どことなく嬉うれしそうなイスカに突っ込みつつ。

　カフィエズが自じ陣じんに戻るとして、果たしてセクトが無事に解放されるかは分からない。

「カフィエズを逃がして、セクト殿下が無事に帰ってくる保証はありませんわ。危険ですけれど、でも──」

「彼を追おう。だが、先に貴女を」

「殿下」

　先日と逆に、フローレンスはイスカの唇の前に人差し指を立て、続く言葉を遮った。

「わたしは足手まといです。だから何とか、一人で逃げてみますわ。殿下がここにいるということは、事じ態たいは明らかになっているのでしょう？」

「そうだが、救きゆう援えんがいつ来るかは分からない」

「手配されているなら構いません。どこかで合流できるでしょう。問題ありませんわ」

「いや、あるだろう！」

「わたしに構かまっていたら、絶対に追いつけません！」

「……っ」

　イスカも分かっているのだろう。フローレンスの言葉を否定しなかった。

「彼のやり方から見て、多くの人員が入り込んでいるとも思えません。きっと大丈夫です」

　怯えを見せないようフローレンスは微び笑しようし、イスカを促うながす。

「カフィエズを追って──どうか、セクト殿下を取り戻してください」

「……分かった」

　逡しゆん巡じゆんは短かった。イスカはうなずくと、いきなりフローレンスの体を抱き締しめた。

「!?」

「すまない。ありがとう」

　耳元で囁ささやかれた言葉はとても強くて、そして優しかった。

　ほんの数瞬の間だった。カフィエズを追って駆けていったイスカを見送って──フローレンスはへた、とその場に座り込む。

（び、び、びっくり、した……!?）

　唐とう突とつだったから、何の反応もできなかった。今になって激しく心臓が脈みやく打うっている。

　動揺は体の隅すみにまで行き渡って、床に突いた指先まで震えていた。

　──でもこれでいいんだと、彼の声を聴きいた心から迷いが消える。

　数回深呼吸をして心臓の鼓こ動どうを落ち着かせると、フローレンスは靴くつを脱ぎ、ヒールを叩き折った。平らになった靴を履はき直してから、慎しん重ちように歩き出す。

（万一のことがあっては、絶対に駄だ目め）

　必ず逃げるのだ。イスカの足を引っ張らないように。
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（──さすがに速いな）

　カフィエズとの距離は、追いかけ始めたときから比べると徐じよ々じよに縮まってはいる。しかし建物内で追いつくのはまず不可能だ。

　だが気配を断たつ余裕はないようで、乱れて流れてくる空気の形で行き先を見失うことはない。どうやら真っ直ぐ地上に向かっているようだ。

（先に出られてはしまうが、馬は放してあるからそう遠くへは行けないはず……いや）

　考えている最中、思い違いに気が付いた。

　カフィエズ以外の人員が徒と歩ほで来たわけでもないだろう。表に繫がれていた馬は二頭。フローレンスは乗馬ができないから、カフィエズと、もう一人分しかない。

　元は娯ご楽らく施し設せつだった闘とう技ぎ場じようは、出入り口がいくつかある。別の出入り口に足が残されているかもしれない。

　実際、地上に上がったカフィエズが入った通路は正面入り口に向かうものではなく、闘技場の舞台へと続く道だ。

（馬で逃げられたら、もう追えなくなる）

　イスカがしたように、他の馬を放されたらきっと逃げ切られてしまう。

　先に抜けられた舞台へとイスカが足を踏ふみ入れると──突如頭上に影が差しかかる。ここまでの接近を容易たやすく許した気配の断ち方に馴な染じみがある。と、いうことは。

「セクト！」

　腕を振り上げ、襲おそってきた相手の刃を自分の剣で弾はじく。高く鋭するどい音を立てて、かかった重じゆう量りようが身軽に飛とび退のき、離れた。

　ザリ、と薄うすく積もった雪を擦って着地したのは、やはりセクトだった。

　名前を呼びかけるが、生せい気きのない瞳には何の反応もない。

　アルフルードの言った『操られている』は、どうやら誇こ張ちようでも何でもないようだ。怖おそろしい技を使う人間が存在しているものだと戦せん慄りつする。

　両手に携たずさえた片刃の直ちよく刀とうを構え、姿勢を低くして突っ込んでくる。

　だがその刃はどちらも背面。斬ろうという意思はない。

（セクト……！）

　自己の判断を失ってさえ、人を斬ることは禁きん忌きであると魂たましいに刻んだ弟を、誇りに思う。

　だからこそ、護まもらなくては。

　突き出される刃を受け、弾く。

　──一合。

　二合三合四合──イスカの力に押し負け、セクトが柄つかを握にぎり直す呼吸を割って。

「セクト！」

　叫んだイスカの声はまだ届かない。けれど。

「お前はラハ・ラドマの王子だろう！　お前が守るべきもののために──」

　再度の交こう錯さくの構えが整う前に、踏み込む。直刀の切っ先を地面に向ける形で抑え込み。




「戻ってこいッ!!」




「──あ……？」

　自みずからの間合いを外はずし、近距離で重なった刃には、どちらにも力は入っていなかった。

「兄、上？」

　セクトの瞳が揺れて光を取り戻し、イスカを捉える。

　──直後、背後に気配が湧わいた。

「くっふっ」

「ぐッ！」

　意識の大半がセクトへ向かった刹せつ那なを突かれ、背後から伸びてきた赤しやく胴どうの髪が目の前を掠めて、気が付いたときには遅かった。

　警けい戒かいしていなかったわけではない。それでもカフィエズが割り込む機は完かん璧ぺきに過ぎた。

　首に巻きついた二本の髪かみ束たばが、一気にイスカの喉のどを絞しめ上げてくる。中に感じるひやりとした金属の感かん触しよく。濡れたような冷たさを感じるので、これもおそらく、本来は毒で殺すためのものだろう。

　生半可な毒はイスカには効きかないが、完璧に決められた状態が危険だ。怯ひるんだ隙すきに首に腕を回され、強く引かれた。

（まずい！）

　カフィエズが何をしようとしているかを悟り、イスカはその腕を摑つかみ、力を逆にかけて妨さまたげる。だがその間にも絡からみ付いた髪と、仕込まれた鋼こう糸しが喉に食い込み、息を圧あつ迫ぱくし血を滴らせていく。

「さーて。絞まるのが先かなー。落ちるのが早いかなー。それとも頸けい椎つい抜けるかなー？」

「は……く、」

　頸椎が軋きしむ。

　絞めるだの斬り落とすだの、そんな悠ゆう長ちような技じゃない。派は手でさ奇き抜ばつさに気を取られ、そちらに注意を向ければ最後、即座に首を引き抜かれて終わる。

（落ち、る……）




「──イスカ……!!」




「っ!!」

　悲鳴のようなフローレンスの声を耳にして、イスカは目だけでそちらを見た。目の前の光景に顔色を失った彼女は、入り口の壁に縋ったまま瞳を見開いている。

（な、ぜ）

　──逃げてくれなかった。遠目からでも状況は分かったはずなのに。

　そうすればきっと、フローレンスだけは無事に──……

「丁ちよう度どいいところに、って言いたいところだけど、ちょーっと逃げるのが精一杯な感じだから、見逃してあげるよ、フローレンス姫。そこで大人しくしておいで」

「！」

　カフィエズの言葉に、フローレンスは目をつり上げた。おもむろにその場にしゃがみ込み、両の手の平に少し余る程度の雪玉を作り上げ。

「えいっ」

　場に不似合い極まりない、懸けん命めいな、しかし愛らしすぎる掛け声と共に、フローレンスは球速も頼りないそれをカフィエズへと投げ付けた。

　避よけるにも値あたいしない、ささやかすぎる抵てい抗こうだと、カフィエズは雪玉を鼻で笑って見送って──




　ゴッ。




　命中したそれは、殊ことの外ほか重い音がした。

「っ痛ァッ!?」

　予想外の衝撃に仰のけ反ぞったカフィエズの腕の力が緩ゆるむ。イスカは即座に後頭部をカフィエズの額に勢いきおいよく打ち付け、追い打ちをかけた。ようやく少しだけ髪束との間に隙間ができる。

　動けば皮と肉が裂さかれるのは分かっていたが、迷うことは許されない。金属の冷たさを皮膚の内側に感じながらも、身を反転してカフィエズの髪を断つ。そのまま、右の腰からもう一刀を抜き放ち。

「くっ！」

　力を入れていた分、行き場を見失ったカフィエズがたたらを踏んで後退すると、即座に手首を振って、袖そで口ぐちに隠した鎖くさりを鳴らし、叫ぶ。

「セクト、押さえろ！」

　セクトに命めいを発しつつ、カフィエズの目線がフローレンスをなぞるのを見て、イスカはぞっと肌を粟あわ立だたせた。阻そ止ししようと足を踏み出す、が。

「ぅ、あっ！　ああぁぁあッ!!」

　正気と支配の狭はざ間まにあったセクトは、カフィエズの声と鎖の音に反応した。まだ支配を振り切れていない。

　脳を蝕むしばむ痛みに半ば錯さく乱らんした悲鳴を上げ、セクトは刃をイスカへと向けた。

　無理だと思ったら相手を殺せ──アルフルードの忠告が耳の奥で甦る。

「セクトぉっ!!」

「っ！」

　兄の必死の声に、セクトはひくっ、と体を震ふるわせた。止まった一瞬で充分だ。セクトをすり抜け、カフィエズへと向かう。

「ちッ！」

　舌打ちをしてカフィエズは襟えり元もとから針を抜く。手首に納おさまった鎖が動くたびに音を立て、セクトの正気を揺らがせる。後ろでセクトが動いたのは分かったが、構わなかった。

　二人を相手に先制を取れるのは一ひと太た刀ちのみ。カフィエズを必ず殺し、セクトを落とす。そのために刃を返した瞬間、背後の空気が大きく揺らいだ。

　響いたのは鋭い金属音。自分の背を守るように割り込んだ人影に、イスカは安堵に一瞬、表情を緩める。

「アル！」

「片付けてこい！」

「ああ！」

　アルフルードの声を背に、イスカは眼がん前ぜんの敵のみを見み据すえ、駆ける。

「動くな！」

　フローレンスを示し、指に毒針を備えたカフィエズから牽けん制せいが飛ぶが、イスカは脅おどしに応じなかった。距離を詰めたイスカに、カフィエズは躊ちゆう躇ちよなくフローレンスへと毒針を投じる。

「フローレンス！　絶対に動くな!!」

　叫んで視線を投げた先で、フローレンスの緑の瞳も自分を捉えたのが見えた。宿る光は迷いなく強い。彼女は身じろぎする素振りさえ見せなかった。

　目まの当あたりにした彼女の強さに、ぞくりとイスカの全身を走ったのは、おそらく歓かん喜き。

　足元の土を蹴り上げ、適当な大きさのある小石を指で弾く。新たな力を加えられ、針が行き先をずらすのを確認して──カフィエズの背に追いついた。

「くっ」

　振り返ったカフィエズの首を、二本の剣の背を交差させて挟み、頸けい動どう脈みやくを圧迫した。そのまま自分にとって一番都合のいい高さまでつり上げる。

「は、」

　瞬間的に血の巡めぐりを断たれて、カフィエズの目が一瞬、焦しよう点てんを失う。さっき絞めてくれた礼、というわけではないが──

「落ちろ！」

　喘あえいだ無む防ぼう備びな瞬間に、思いきり水すい月げつを蹴り上げる。

「か──、はッ！」

　成なす術すべなく一度体を宙に浮かせ、そのまま地面に崩れ落ちたカフィエズは、打たれた腹を押さえ赤黒い血を吐きながら──手足を震わせたものの、立ち上がれない。

「イスカ！」

　勝敗が決したのを確信してか、フローレンスが愁しゆう眉びを開いて駆け寄ってくる。

　適てき切せつな距離を保って止まろうとした彼女に手を伸ばし、腕を摑んで引き寄せた。

「わっ!?」

　慌てた声が上がったが、それも無視して、しっかと細い体を抱き締める。

「な、な、なに……」

「嬉しかった」

「え!?」

　全身を巡った昂たかぶりを口にしても、フローレンスには伝わらなかった。ただ戸惑って身を硬くしている。

「命を懸かけて信じてくれたんだな」

　カフィエズの一投は脅しだったが、苦痛を与える意図はあった。だが目の前の凶きよう器きを見ても、フローレンスはイスカの言葉に一切の迷いなく従ったのだ。

「貴方あなたのことは信じています」

　言って、ためらいがちにではあったが、そっとフローレンスはイスカの胸に身を委ゆだねた。

「貴方の望む真実が、わたしの理想です」

「…………すまない。もう一回頼む」

　聞こえなかったわけではないが、意味がよく分からない。正直に説明を求めると、フローレンスはくす、と小さく笑った。

（わ、笑われた……ッ）

　心に若じやつ干かんの傷を負う。戻ったらもう少し、芸術的な感性を鍛きたえるべきのようだ。

「貴方はわたしを助けるために最善を尽つくしてくださいますし、わたしも好き好このんで傷付いたり死んだりしたくありませんもの。それだけです」

「そ、そうか……!?」

「はい」

　わざわざ解説させてしまった居いた堪たまれなさに頭も冷えて、フローレンスから手を離す。

「貴女を守るのは当然だ。それを言うなら、貴女も俺を助けてくれただろう」

　言いながらイスカはフローレンスが投げた雪玉へと目を向ける。ただしそれは──

「ジゼルに聞いたことを思い出しまして。でも、人に衝撃を与えられるだけの量を投げられる自信がなかったので、少し重さを加えてみたのですわ」

　カフィエズに投げ付けられたそれは、雪玉というか、雪で覆おおって目隠ししただけの石だった。

「力のない淑女のやることですもの。これぐらいは大目に見ていただかなくては」

「……まあ、俺も相手も余よ程ほどしっかりした武器使ってるしな……」

　殺さつ傷しようするための得物を携けい帯たいしている身としては、投とう石せきをどうこう言えようはずもない。

（やはり、仕し合あいでやるのとは違うな）

　できれば無む傷きずに近い形で落としたかった。カフィエズと相あい対たいしたときにできるのではと相手を甘く見たのは否いなめない。技量だけなら自分の方が上の自信があるし、きっとカフィエズが判断した彼ひ我がの差も、イスカと同じだっただろう。

　──だが、甘かった。殺し合いは技量だけでは決まらない。フローレンスがいなければ、イスカは命を落としていただろう。

　首に刻まれた傷口に触れて、改めてぞっとする。

　長く息を吐いたところに、もう一人の恩人であるアルフルードが近付いてきた。遅れて到着してきた兵たちに、粗あら方かたの指示を出し終えたようだ。

「殿下、ご無事ですか」

「ああ。助かった。悪かったな、無理をさせて」

「無理だったら来ませんから、ご心配なく」

「セクトは？」

「気き絶ぜつしていただきました。向こうで介かい抱ほうさせています」

「そうか」

　アルフルードが顔を向けた先にいたセクトは、拘こう束そくこそされていたものの、扱い自体は丁てい重ちようなようだった。

「一体、何がどうなってるんだ？」

　そろそろ事情が知りたかったので、おそらく自分よりは事態を把は握あくしているだろうフローレンスへとイスカは訊たずねた。

「大砂漠帝国の目的はラハ・ラドマ、エスカ・トロネア、正教会の関係を悪化させること。それと、わたしが嫁ごうとしている理由がとても気になっていたようですわ」

「でしょうね」

　同じく大砂漠帝国出身のアルフルードは、即座に肯こう定ていした。

「勘かん繰ぐられるような物ぶつ騒そうな事情など、何もありませんのに」

「そうだな」

　フローレンスがこの国に嫁ぎたい理由とは、花から逃げたいということだけ。

　うなずいたイスカにフローレンスはびくっ、と肩を跳はね上げ、口止めするように窺ってきた。アレルギーについて口を滑すべらせかけた前ぜん科かがあるからだろうが。

（さすがに何度も同じことはしないからな？）

　口を閉ざしたまま微笑すれば、フローレンスもほっとしたように、しかしちょっと口元を引きつらせつつ、笑ってはくれた。

「殿下は姫が嫁いできた理由をご存知で？」

「ああ」

「それは──？」

　アルフルードがその問いを口に乗せるよりも早く。

「た、ただイスカの妻になりに来ただけですわ！」

「噓つけ。そりゃ会ってからの話だろうが」

　フローレンスの建たて前まえを、アルフルードはばっさりと切り捨てた。

「あ、あ、貴方という人は……！」

　耐たえ難がたい何かを言われたかのように、フローレンスは顔を赤くしてアルフルードを睨にらみ、次ついで、イスカを見る。

「？」

　イスカが不思議そうに見返していると、フローレンスは複ふく雑ざつそうな顔をした。それから諸もろ々もろの疲れを吐き出すようなため息をつく。

「……でも、わたしが来たことが今回の事件の要因の一つとなったのは間違いありません。迷めい惑わくを、おかけしています。ごめんなさい、イスカ」

「貴女を望んだのは俺だ」

　項垂うなだれたフローレンスに、そんな顔をしてほしくなくて、はっきりと言い切る。

「それにむしろ、今回のことは幸運だっただろう。貴女が来て、カフィエズが行動を起こしたことで、俺はセクトを取り戻せた」

　もしカフィエズがラハ・ラドマに来ようと思わなければ、セクトは留学先から戻ってくることなく、知らないうちに弟を失っていたかもしれない。

「……ありがとうございます」

　多少なりと効果はあったのか、フローレンスの顔から緊きん張ちようが緩んで、ほっとする。

「カフィエズはラハ・ラドマのことを、仕事の一つだと言っていました。まだ企たくらんでいることがあるのでしょう」

「その辺はこれから訊いていきましょう。幸い、生きてますから」

　まだ地面に転がったままのカフィエズへと近付いて、アルフルードはかなりの勢いをつけ、腹に踵かかとを落とした。

「ぇ、ぅぐ。……ったいよ、アル。酷ひどい……」

「酷かねェよ。俺だってテメーのせいで腹に穴空あいてんだよ」

「くっ、ふっ」

　切れ切れの息でカフィエズは小さく笑い、アルフルードを見上げた。

「あのさ、アル。将しよう軍ぐん閣かつ下かは君のこと、心配、してるよ？」

「！」

「帰ったら、きっと喜ぶと、思うよ？」

　アルフルードは目を瞠みはり、ゆっくり──長い時間をかけて一呼吸をし、吐き捨てる。

「ふざけろ。テメェを切って捨てた国に戻って、何しろっつーんだ」

「やだなあ。君を切り捨てたのは、僕だよ。──閣下は、ご存知ない」

「……っせえ」

　吐と息いきと共に、かろうじて声として出た、と言える拒きよ絶ぜつの言葉を紡つむいで。

「厳げん重じゆうに拘束しろ！　特に口はな！」

　言って、振り切るようにカフィエズに背を向けた。

「アル」

「……何か」

　声をかけたイスカに、アルフルードはやや強張った表情で応おうじる。

「いいのか？」

「はい。お疑いですか」

「いや。お前は出て行くにしても、俺に挨あい拶さつぐらいはしてくれるだろうから」

　離り脱だつはあっても裏切りはない。アルフルードがラハ・ラドマに来てから八年。信頼に足る関係を築きずいてきた自信がイスカにはある。

「行きませんよ。……言われなくたって、閣下が何もご存知ないことは分かっていました。その上で、ついていけなくなっただけです」

　だから八年経たっても、帰らなかった。

「今はこっちに骨を埋うずめるつもりでいますので」

「そうか」

　ならばそれでいい、とうなずく。

「お前にそう思ってもらえて、嬉しく思う」

「あー……」

　口にするかどうか迷った一いつ拍ぱくを置き、アルフルードはがしがしと後ろ頭を搔いて。

「……俺もだよ」

　結局、口に出して同意した。
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　──事が収しゆう束そくしてからも、しばらく慌あわただしい日々が続いた。

　正せい五ご位い神しん官かんが亡なくなったせいで少し揉もめたが、正教会もカフィエズに成り代わられていたことを、長期間気付くことができず、そのせいでラハ・ラドマの弟王子まで巻き込まれた、という負い目がある。結局、互いの責任は追及しないところに落ち着いた。

　大砂漠帝国に対してはラハ・ラドマ、正教会共に抗こう議ぎ文ぶんを送ったが、皇帝から反応が返ってくることはないだろう。

「正教会は、いっそ喜んでいるかもしれませんわね」

「そうね……」

　仮想の悪あく徒とではなく、現実に平へい穏おんを脅おびやかす蛮ばん国こくとして、堂々と大砂漠帝国を非ひ難なんできるようになった。神官が成り代わられていた恥を塗ぬり潰つぶそうとするかのように、今、正教会の大砂漠帝国への批ひ判はんの声は大きい。

　自身の正しさを敵を貶おとしめることで証明しようというのは、何とも皮ひ肉にくな話だ。

　息をついたフローレンスの耳に、誰かの訪れを告げるノックが届く。確認に行ったジゼルがすぐに戻ってきて、来訪者の名を告げた。

「フローレンス様、セクト殿下がいらっしゃいましたが」

「え？」

　告げられた名前にフローレンスは戸惑いの声を上げた。実はこのあと、元々セクトとは顔を合わせる予定がある。なのに先立って部屋を訪れるとはどんな用向きだろうかと不思議に思った。

「いいわ。お通しして」

　拒む理由もない相手だ。中に通すことを了承する。

「急に申し訳ありません、フローレンス姫」

「いいえ、構いませんわ。どうぞお掛けになって」

　セクトに座るように勧すすめて、フローレンス自身も対面のソファに腰を落ち着ける。

（快かい癒ゆされて、本当によかった）

　カフィエズによる精神支配は、ラハ・ラドマ国民の持つ強力な薬物耐性と、セクト自身の意志の力によって克こく服ふくしたと聞いている。

「今回のことは、本当に申し訳ありませんでした。貴女にはどうしても、直接謝っておきたくて」

「もうお気になさらないで。責められるべきは貴方ではありません」

　深く頭を下げたセクトへと、フローレンスは優しく、しかし強い口調で断だん言げんした。被害者でもあるセクトに、いつまでも気に病やんでほしくないというのは本心だ。

　しかし顔を上げたセクトは首を横に振る。

「いいえ。僕が他国を羨うらやんでいたのは事実です。だからハイヴィス──いえ、カフィエズに奪ってしまえと、かつての功こう績せきに見合う権利を手に入れるべきだと言われたとき、否定し切れなかった。間違っていると分かっていたけれど、多分、ずっと……心の中で思っていたんです。だから彼の言葉に抗あらがえなかった。……本当は、責せめられてしかるべきでした」

　正教会からもラハ・ラドマからも、セクトは責任を問われなかった。そのことに本人が一番苦しんでいる。

（罰ばつを与えられない方が、辛つらいこともある）

　良りよう識しき的てきであればあるほどに、罪つみの意識に苛さいなまれ、償つぐないどころを失ってしまう。

「恥ずかしい話だと思います。この国に来て日が浅い貴女にだって見えている国民の顔が、僕には見えていなかったのだから。彼らが笑えなくなるような豊かさを勝手に欲した僕は、妬ねたみに意思が負けた、ただの敗北者です」

「いいえ。貴方はご自分の意思で踏み止とどまりましたわ」

　卓たく越えつした誘ゆう惑わくにも、強制的な支配にも、セクトは最後の一線を超えなかった。

「皆のおかげです。僕も、誰かを支えられる信念と強さが欲しいと、そう思いました」

「だから騎士団領へ行かれるのですね」

「はい」

　西大陸と大砂漠帝国との境さかいを護る、最前線の砦とりでへ。

「人を支える重さを、きちんと理解したいのです。己おのれの護るべきもののためにあの場に集つどっている、騎士たちと同じように」

　そしてその強さを持って、ラハ・ラドマの王族としてもう一度立てるように。

（本当は、お見送りのときに渡すつもりだったけど）

　フローレンスはミリアに目配せをし、花束を一つ持って来させる。持じ病びようを考こう慮りよしてやや小振りにまとめたそれは、黄色のガーベラ。

「こちらを、セクト殿下に。受け取っていただけますか？」

「は、い……？　あ、ありがとうございます」

　花束を差し出されたセクトは、戸惑いつつ受け取った。

「騎士団領へ行かれるのは、殿下が自ら選んだ、進むべき道です。罰であっても償いであっても、そこは前へと続く道ですから。ガーベラの花言葉は『前進』。歩む貴方へ、花冠の王国の王女から、祝福を」

　過去を悔くやんで引ひき摺ずられ、立ち止まるために行くのではない。

　セクトは贈られた花束を抱え、しなやかに咲くガーベラを見つめる。それから顔を上げてフローレンスを見て、力強くうなずいた。

「はい。必ず」

　それから、一礼をして立ち上がる。

「急に押しかけてすみませんでした。謝罪に伺うかがったのに、僕が励はげまされて終わってしまいましたね。──では、また後で」

「はい」

　部屋を辞じすセクトを見送り、フローレンスは窓の外を見た。旅立ちに相応ふさわしい晴天だ。

（これもきっと、選んだ道への祝福でしょう）
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　最後の見送りのためフローレンスが庭に出ると、真っ先にアルフルードの姿が目に留とまった。イスカはまだ来ていない。

　アルフルードもフローレンスが来たことに気が付き、互いに目が合う。なので、挨拶をするためにそのまま近付いた。

「顔を合わせるのは久しぶりね。具合はどう？」

「順調です。お気き遣づかいありがとうございます」

　怪け我がの療りよう養ようのため、アルフルードはずっと侍じ従じゆう業ぎようを休んでいたが、今日この場に来たのはやはり相手が特別だからだろう。

「丁度よかった。姫にお会いしたら言おうと思っていたので。先日はお守りできずに申し訳ありませんでした」

「そのあからさまなついでの言い方をしなければ不ふ敬けい度どが軽けい減げんされるのに、わざわざ口にするということは。少しは気を許してもらえた証あかしなのかしら」

「まだ血の巡りが悪いだけです」

「そう。お大事に」

　謝しや罪ざいされる側とする側なのに、空気がおかしい。ギスギスしている。

　アルフルードもこれは違うと思ったのか、決まり悪げに付け加えた。

「反省はしているんですよ、これでも」

「なら、貴方には貸しということにしておくわ」

「容よう赦しやないですね。しらばっくれときゃよかった」

　苦い顔をしたアルフルードに、フローレンスは笑った。

「貴方には貸すだけの価値があるからと言っているのに」

「……それなら、まあ。光栄ですと言っておきましょう」

　軽かる口くちに応じたアルフルードの唇は、微かだが笑みを形作る。フローレンスもつられて、互いにごく短い間だけ、微笑を交かわした。

「貴方が剣を忘れることができるこの国が、わたしはとても尊いと思っているの。だからいいのよ。よくないけど」

「ありがとうございます」

　存ぞん外がい素直な調子で言われたアルフルードの礼を受け取って──フローレンスは宮きゆう殿でんの中から歩み寄ってくる人影を見つけ、自らもそちらに歩み寄った。

「イスカ」

「フローレンス、少しいいか？　セクトが貴女に話したいことがあると」

「わたしに？」

　つい先程訪問を受けて話したばかりだが、言い忘れたことでもあったのだろうか。

　不思議に思いつつ、イスカと共に、宮殿の柱の陰かげで待つセクトのもとへと行く。

「すみません。兄上とフローレンス姫に言っておきたいことがあったので」

　どうやら今度はイスカも込みか。しかしフローレンスと同じく、イスカにも内容は想像できていないらしい。

「何でしょうか？」

　疑問の表情を向ける二人へと、セクトはフローレンスが贈ったガーベラを一輪ずつ、手渡した。

「貴女を義あ姉ね上うえと呼べる日を楽しみにしています。兄上のこと、よろしくお願いします」

「！」

「おい……っ」

　弟によろしくお願いされた兄は、さすがに何かを言いかけて──しかし、隣となりのフローレンスを見て、続きは言い換えた。

「……貰もらっておく」
















　ガーベラをしっかと両手で握って硬こう直ちよくしていたフローレンスは、受け入れたイスカの台詞せりふに、一いつ層そう顔を赤くする。

（イ、イスカ、ガーベラの花言葉知ってる？　知った上で、セクト殿下の言葉に対してってことでいいの？）

　大人しく引き下がってから、イスカはセクトを改まった表情で見下ろした。

「今回のこと、お前には辛い経験になっただろうが、教きよう訓くんとして活いかすことはできる」

「はい」

　素直にうなずいたセクトへ、イスカは優しく微笑を浮かべ、その頭を撫なでた。

「俺はやはり、今のラハ・ラドマの在あり方が好きだ。壊されたくないと──これが俺たちが守ってきた国なんだと、そう感じた。だからお前も、自みずからを許せたら本来在るべきここに戻ってこい」

「はい。必ず」

　思いの外、セクトがちゃんと吹っ切っていたことが分かって安堵したのか、イスカは破は顔がんしてわしわしと弟の髪を搔き回した。

「ちょっ……！　兄上！　やめてください！」

　わりと本気で迷惑そうな声を上げ、イスカの手を振り払ったセクトと、様子を眺ながめていたフローレンスの目が合った。自じ尊そん心しんが刺し激げきされたか、頰を染めたセクトに、堪こらえ切れずに小さく吹き出してしまう。

「あ、兄上！　淑女の前で恥をかかせるとか！　鬼ですか!!」

「未来の義姉の前で恰かつ好こうつけようとか、百年早い」

　未来の義姉、とかさらりと言われてどきりとしたけれど、それよりすぐに微笑ましさが勝った。

　笑うフローレンスとイスカを見て、セクトはまだ少しだけ表情を取り繕つくろう抵抗を見せようとしたが──すぐに諦め、照れが混ざった笑みを浮かべた。

　彼らしい、濁にごりのない清きよらかさで。
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　クリスタルの花か瓶びんに活いけられたガーベラは、少し元気をなくしつつある。

（花が枯かれるのが残念だって思うの、初めてかも）

　とはいえ、新しいものが欲しいわけではない。一番大切な、贈り主ぬしからの気持ちは、受け取ったときに胸に残したから。

　ミリアとジゼルはこれから訪れる客のために、ティーセットの準備をしている。そろそろ予定の時刻だ。

（ずいぶん改まった感じだったけど、イスカ、何の用なんだろう）

　前もって約束を取り付けてのイスカの訪問だ。用向きが気になる。

　そして時間丁ちよう度どにイスカはフローレンスの部屋を訪れた。立ち上がると、フローレンスは礼を取り、歓かん迎げいの意を示す。

「ようこそ、イスカ。どうぞおかけになって」

「ああ、邪じや魔まをする。だが、フローレンス」

　テーブルを挟んで対面の席を勧すすめたフローレンスに、イスカはその隣となりを示して。

「こちらに来てくれないか？」

「えっ」

　びっくりしたが、互いの関係を思えばそうおかしいことではない。

「……はい」

　枯れゆくガーベラを寂さびしい、と感じた心のまま、フローレンスは素直にうなずく。了りよう承しようされたことにほっとしたのか、イスカもふわりと微び笑しようを浮かべた。

　腰を下ろして、──側にいるためだけの近さに、どぎまぎする。視線を外はずし続けるのも態度が悪すぎるので、そっと隣のイスカを見て、ふと違い和わ感かんを覚えた。そして気が付く。

「首の傷、治なおったのですね」

　長らく巻かれていた包ほう帯たいが取れている。ない方が自然なのに、あることに慣れてきていた。皮ひ膚ふも綺き麗れいに再生されていて、目に見えて分かる完かん治ちに安あん堵どする。

「少し前にな」

「本当に、ご無事でよかった」

　心の底から、そう言った。

　あのとき──万が一にも捕つかまらないように、慎しん重ちように、そして必死に周囲を警けい戒かいし、窺うかがいながら外を目指していたフローレンスの耳に届いた剣けん戟げきの音。

　注意が自分に向かっていないことを確認するために、様子を見るだけのつもりだった。

　けれど外の明かりと共に目に飛び込んできた光景は、フローレンスにとって衝しよう撃げき的てきなもので、看かん過かなどできなかった。

　イスカに意識がなければ、声を上げるだけ無意味だと分かっていた。注意を引いてなお自分が逃げられるとも思えなかった。

　それでも、可か能のう性せいを捨てられなかったのだ。

　──今思い出しても体が震える。

　嫌いやだ、と思った。彼を喪うしなうなど理り不ふ尽じんだと。

「ありがとう。──そういえば、意外とすぐに自然に呼んでくれるようになったな」

「はい？」

「名前」

「…………。あっ!?」

　言われて、フローレンスは目を瞠みはって声を上げた。

　普通に呼べるよう、頑がん張ばってはいた。けれど喉のどのつかえがとれたのは、心が彼の存在を求めたとき。

　あのときは必死で、余計なことなど何も思い浮かばなかった。

「嬉うれしかった。やはり、貴女あなたの声で呼ばれるのは心地ここち良よい」

「お、大おお袈げ裟さですわ……」

「あの場で貴女の姿を見たときはぞっとしたが、無事でよかった。だが、辛つらい目に合わせてしまったな。──すまなかった」

「わたしは大丈夫でしたわ。殊こと更さら乱らん暴ぼうにされたわけではありませんし」

（屈くつ辱じよく的てきなアレコレはあったけどね！）

　カフィエズにされた誤ご解かいや諸もろ々もろ、恥はずかしい思いはしたが、実じつ質しつ的てきな被害は受けていない。

（体質がバレたのは……ちょっと、……だったけど）

「貴女は充じゆう分ぶん、暴ぼう力りよくを受けただろう」

　フローレンスが思い出して気分を沈しずませたことと、イスカが言っていることは、おそらく一いつ致ちしていた。

　確かに、ずっと心に淀よどんでいた劣れつ等とう感かんを的てき確かくに暴あばかれ言い立てられて、堪たまらなく痛かった。

「俺は貴女に傷付いてほしくなかった」

「……大丈夫、ですわ」

　傷口は抉えぐられたけれど、それよりも。

「貴方あなたが、怒ってくださったから」

　理不尽に思いながらも諦あきらめて自分を納なつ得とくさせてきたことを、仕方なくなどない、と言ってくれた。

（開き直るのも違うと思うけど）

　恰かつ好こうつかないことには違いない。その気持ちは今も変わってない。でも、笑い立てる相手に、失礼だと文もん句くを言うぐらいは、許されていい気がした。

「当然だ。大切な女ひ性とを傷付けられて黙っているほど腑ふ抜ぬけているつもりはない」

「！」

　フローレンスのために怒るのは自分の権利だと、当然のように言われてうろたえた。

　嬉しいと感じた素直な気持ち。けれど同時に、それと同じぐらい不安な気持ちが膨ふくらむ。

「そ、それは、噓うそですわ」

　──たった今、分かってしまった。

　イスカと共に過ごすことに、自分の気持ちに怖さを感じる理由が。

　イスカは、優しい人だから。

「きっと貴方は、誰であっても怒ってくださいますもの」

「……そうかもしれない」

　彼ならばそうだろうとうなずける当然さで、イスカは否定しなかった。

　人のために怒れる、情の深い人であることを好このましく思っているはずなのに、それが凄すごく──不安になる。

（わたしは本当に、貴方の特別になれるの？）

　向けられる親愛が万ばん人にんと平等だったとき、自分はそれで納得できるだろうか。

　身勝手な妬と心しんでイスカの言葉を信じられなくなるかもしれない。だから、彼が優しい人であることが、今のフローレンスには怖かった。

（綺麗な人であることを、素直に、素敵ねって言えなくなるのは、嫌）

　それぐらいなら、ただ憧あこがれるだけにしておきたい。進みたくない。このままで──

「けれど多分、本気で腹が立ったのは初めてだった」

「！」

「人を貶おとしめる言葉を吐かれたことよりも、ただ貴女が傷付いたのが腹立たしかった」

　道どう徳とく的てきに怒りを覚えたわけではない、感情が許さなかったのだと、イスカ自身、少し戸惑った様子でフローレンスへと告つげる。

「……今思うと、かなり勝手だな」

「勝手であってくれた方が……わたしは嬉しい、です」

「そうか？」

「はい」

　うなずきながら、フローレンスは怯おびえて拒きよ絶ぜつしようとしていた自分の心を、改めてゆっくりと感じ取った。

（制せい御ぎよできない気分の上下は嫌い。でも、離れて何も感じなくなるのも、きっともう、寂しいんだわ）

　だってじわりと広がる温かさで、胸の中が満たされていくのが分かるから。

「フローレンス」

　イスカに手を差し出されたが、フローレンスが何を求められたのかが分からず当とう惑わくしていると。

「左手を」

（あ）

　続けて言われた一言と、取り出された小箱を見て、理解した。

　抗あらがう理由は何もない。イスカの手の平の上に、そっと自分の左手を重ねる。

「──貴女と、ガーベラの約束を」

　フローレンスの左手の薬指に納おさまった婚約指輪に、静かにイスカの唇くちびるが落とされた。





〈Ｆｉｎ〉
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　こんにちは、長なが月つき遥はるかです。本作をお手に取っていただきありがとうございます。

　前回、最強設定がありつつその腕でスコップしか振るわなかったヒーローに、今回は実力を発はつ揮きさせることができました！

　そして今回はメディアのお約束を念のため。雪合戦とかする機会が巡めぐってきたとき、うっかり悪戯いたずら心ごころは出さないでくださいね！　大変なことになりますよ！

　続きまして謝しや辞じを。まち先生、今回も美び麗れいなイラストをありがとうございます！　細さい部ぶまで読み込み、気き遣づかっていただけて本当に幸せ者だと思っております！

　そして担当様、校正様、本作品に関わってくださった皆様に深く感謝申し上げます。

　手に取ってくださった皆様に、お楽しみいただけていれば嬉しいです。次の作品にて、またお目にかかれれば幸いです。


長月　遥













【同想】









「ふへっくしゅっ！」

　鼻の奥が疼うずいてくしゃみが飛び出す。部屋に訪ねて来てくれた話し相手から顔を逸らすのは、直前で何とか間に合った。フローレンスはぐす、と鼻をすすり、謝罪する。

「ごめんなさい、お兄様……」

　原因が分からない鼻炎は改善の兆しが見えないどころか、年を追うごとに酷くなっているように感じられた。

（わたしはこのまま、何の役にも立たない王女として終わるのかしら……）

　十一歳になったフローレンスが将来へ抱く思いは、ひたすらに恐怖だけ。

「気にするな」

　そんなフローレンスの項垂れた頭を、兄であるセリスは優しく撫でてくれた。

　大きくて、温かい。フローレンスは兄の手が好きだ。

　十六歳となり、そろそろ成人の端に名前を連ねることになったセリスは、これまでと多忙の種類を変えつつある。そんな中でも自分に会いに来てくれるセリスの気遣いが、フローレンスにはとても嬉しくて、ありがたかった。

　微笑を浮かべフローレンスを撫でていたセリスだが、ふと気が付いたように眉を寄せ、そのまま額に触れてきた。

「お兄様？」

「お前、熱があるんじゃないか？」

「熱……？」

　言われて、フローレンスは首を傾げる。

　確かに少し、体が熱いし頭がくらくらする、気がしなくもない。

「風邪を引いているんじゃないか？」

「風邪……を、引いているのでしょうか……」

　言われてようやく、フローレンスはその可能性に気が付いた。

「分かり難いならなおのこと、自分の体調には気を遣え」

「……はい。ごめんなさい」

　苦い顔をして言われてしまって、フローレンスはしゅんとして俯き、小さく首を縦に振った。初期症状であるくしゃみ鼻水はフローレンスの日常なので、つい異常を見落としてしまったのだ。

（お兄様に怒られてしまった……）

　自分のことすら把握できないのかと、呆れられてしまっただろうか。身を小さくするフローレンスに、セリスは頭上で息をつく。

「怒ってはないからな？」

「本当に？」

「ああ。ただし、俺に心配をかけないように、自分にちゃんと気を遣うこと。いいな？」

「はい」

　自分にも気を遣え。そう許してくれるセリスの言葉がとても嬉しい。

「それにしても、ミリアは──あぁ。そうか、家に帰っているのか」

「……ミリアも、もう結婚を考える年齢ですもの。でもお兄様。わたし、新しい侍女はいりませんから」

「そんな訳にはいかないだろう。ほら、摑まれ」

　フローレンスの体を抱え上げ、セリスは奥の寝室へと向かう。

　セリスの首に手を回して、フローレンスはその首筋に顔を埋うずめた。甘えた仕種に、小さくセリスから笑いが零れる。

「お前は素直で可愛いな」

「お兄様にだけです。わたしだって、弁わきまえていますから」

「知ってる。だから可愛いんだろう」

「？」

　だから、の意味は分からなかったけれど、セリスがフローレンスの甘えを嫌がっていないのは知っている。それで充分だったので、フローレンスは今日もそれでいいや、とあっさり流した。頭がぼんやりしているせいもあるかもしれない。

　ベッドに下ろされ、肩までしっかり毛布で覆われる。セリスの手の動きを見るともなしに追っていると、唐突な質問が投げかけられた。

「フローレンス。俺が好きか？」

「はい」

　迷わずうなずく。

　特別、家族と不仲であるわけではない。充分に遇ぐうしてもらっている。

　けれど皆から滲む落胆の気配は幼くたって分かってしまうし、表に出ない、役立たずの第二王女をわざわざ訪ねてくるほど暇な人もいなかった。

　密に家族と呼べる繫がりがあるのは、フローレンスにとってセリスだけ。

（お兄様だけは、わたしを許してくれる）

　セリスはフローレンスが何もできない妹であることを、むしろ安堵しているのだ。

　だから互いに、家族であることができる。

　歪さがある、と言われれば否定はしない。

　──だが、それがどうしたと言うのだろう。

「大好きです。お兄様」

「俺もだよ」

　セリスが注いでくれる愛情は本物で、フローレンスも同じだ。

「ずっと『可愛い』妹でいてくれ」

「はい。お兄様。必ず」

　何があろうと、兄の愛情は裏切らない。セリスもきっと、自分への愛情を裏切らない。

　西大陸の王者、エスカ・トロネアの次代の王が選んだ妹かぞくとして、最後まであることを、フローレンスは誇りをもって誓っている。








著

長月遥

Haruka Nagatsuki




射手座のＡ型。

一巻発売時、人生初、サインをする機会が訪れました。

サインというか、字が汚い人が自分の名前を書いただけの代物になりまして、まち先生のイラストの上に書く罪悪感が半端なかったです。

見栄えのする何かを作るって、すべて技術だなあとしみじみします。










イラスト

まち

Machi




新キャラ登場です！　イスカさんも好みでしたが、さらにそっくりな弟とか！　兄弟や兄妹は描いてて楽しいですね！




http://machi.ciao.jp/
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